
DS 3 CROSSBACK E-Tense

取 扱 説 明 書



ごあいさつ

こ の た び はDS 3 CROSSBACK 
E-Tenseをお買い上げいただき、誠にあ
りがとうございます。
この取扱説明書は、DS 3 CROSSBACK 
E-Tenseの取り扱いについて記載してあ
ります。
ご使用になる前に本書をよくお読みにな
り、ご理解を深めるようお願い申し上げ
ます。
本書は車内に保管し、いつでも読み返
すことができるようにしてください。
車に添え付けられているメンテナンス
ノート（整備手帳）は、携行が義務付け
られています。この取扱説明書とともに
常時携行していただくようお願い申し上
げます。

おことわり

・	この 取 扱 説 明 書 は、発 売 時 点の 車
両 仕 様 をもとに作 成しておりま す。 
DS AUTOMOBILESでは絶えず製品
の改良を行っており、予告なく仕様が
変更されることがあります。お客様の
車両と装備品、仕様等が本書に掲載さ
れている写真、イラスト、仕様等と細
部が異なる場合がありますが、あらか
じめご了承ください。

・本書は、オプション装備を含む当モデ
ルの全ての装備の説明を記載しており
ます。各装備の有無については車両の
仕様によって異なるため、お求めいた
だいた車両に装備されていない物が記
載されていることがありますのであら
かじめご了承ください。
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はじめに

重要安全情報
この取扱説明書には、車を安全に取り扱うために必要な情報が記
載されています。
また、車を取り扱う上での危険性や注意点などについても説明さ
れており、それに伴う事故を避けるためのアドバイスも含まれて
います。これらの警告や注意を守らない場合には、死亡を含む人
的な傷害や車の破損などにつながる可能性があります。
危険に関する警告や注意は、車体各部に貼り付けた3種類の警告
ラベルで表示されています。さらに、本書は注意に関する記載を、
人身と物損に分けています。

指示に従わなかった場合、乗員や第三者が死亡または重度の傷
害を負うおそれがあることを示しています。

指示に従わなかった場合、乗員や第三者が傷害を負うおそれが
あることを示しています。

指示に従わなかった場合、車を破損させるおそれがあることを
示しています。

取り扱い上で、重要な点や注意点、アドバイスなどを示してい
ます。

このマークが付いた指示に従わなかった場合、人身に関わ
る(死亡や傷害の)おそれがあることを示しています。
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はじめに

車をご使用いただく前に

	●消耗品、アクセサリーについて
DS 3 CROSSBACK E-Tenseに使用する消耗品やアクセサ
リー類は、当社の純正部品をご使用ください。市販されている汎
用の消耗品やアクセサリー類の中には、車の機器に適合しなかっ
たり正常な作動を妨げる可能性がある製品が含まれていることが
あります。DSシリーズ車本来の安全性や耐久性を損わないため
にも、純正の部品やアクセサリー類のご使用をお勧めします。

	●改造について
DS 3 CROSSBACK E-Tenseの非合法な改造は、法に触れる
だけでなく車の安全性や耐久性を著しく損なうおそれがあります
ので、むやみな改造を行わないでください。本書に記載のない整
備や修理については、当社指定サービス工場にご用命ください。
この車の電気配線には、多重通信システムの制御信号が流れてい
ます。当社純正以外のナビゲーションシステムやラジオなどのア
クセサリー類の取り付けのために車の配線に加工や接続をする
と、EVシステムやブレーキの制御に障害を与え、その結果、機
器の故障や事故に至るおそれがあります。これらの取り付けにあ
たっては、当社指定サービス工場にご相談ください。
また、当社が供給していないアクセサリー類の取り付けや、ある
いは当社の指示に従わない装着方法によって発生した、車または
機器の不具合もしくは事故などに関わる損害の補償をいたしませ
ん。

	●エコノミーモード
EVシステムが停止してからも、オーディオ機器などへの電源供
給を走行直後は最大40分間行います。電源が切れると、メッセー
ジが表示されます。
引き続きアクセサリーを使用したいときは、5分以上EVシステ
ムが始動している状態のままにしてください。
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はじめに

環境・リサイクルへの取り組み

	●自動車リサイクル法
自動車リサイクル法は、使用済自動車（廃車）を適正に処理して、
資源の再利用を促進することでゴミを減らすことを目的に作られ
た法律です。
具体的には、廃車することで発生する再利用できないシュレッ
ダーダストの削減、環境に有害な物質（フロンなど）の適正処理
などを行い、環境保護に役立てるものです。そのため、車の所有
者、自動車会社（輸入事業者を含む）、自動車関連事業者それぞ
れに役割が定められています。

	●リサイクルへの取り組み
当社では、自動車リサイクル法が制定される以前から環境保護を
行うためのリサイクルに関して対応してきております。
DS 3 CROSSBACK E-Tenseは、リサイクル可能な素材を車
体の多くの部分や部品に採用しています。
車の総重量のうち、90%は何らかの形でリサイクルすることが
可能です。
すべてのプラスチック部品には、素材を表す記号がつけられており、
簡単に取りはずしや分解ができるように考慮されています。
そのほとんどは熱可塑型を使用していますので、熔解したり粉砕
して別の自動車部品として蘇らせることができます。
金属部品も同様に、100%の再利用が可能です。この中にはア
ルミニウムを始め、プラチナやロジウムといった貴重な金属も含
まれます。
なお、アスベストやカドミウムといった有害物質は、設計の段階
から使用を除外しています。

	●環境への配慮
当社指定サービス工場での定期点検整備をきちんと行うことは、
環境保護と公害発散の防止につながります。
当社指定サービス工場では、交換済みのオイルや油脂類、損耗部
品などを正しく処理することによって環境保護のために貢献して
います。
特にエアコンに使用されている冷媒ガス（フロン：HFC134a）
は、地球温暖化につながるため大気に放出してはなりません。
回収や破壊などの適正な処置をとるためにも、車を廃車にすると
きは当社指定サービス工場にご相談ください。
環境保護は、たとえキーレスエントリーのリモコンの電池1個で
あっても、お客様のご協力によって実践することができます。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●スマートキー（→P.2-2）

スマートキーをリモコンとして使い、ボ
タンの操作で施錠・解錠することができ
ます。

車の解錠
車に向けてリモコンの解錠ボタ
ンを押します。すべてのドアお
よびテールゲートが解錠され、

すべてのドアハンドルが展開します。

車の施錠
車に向けてリモコンの施錠ボタ
ンを押します。すべてのドアお
よびテールゲートが施錠され、

すべてのドアハンドルが格納します。

	●プロキシミティキーレスエント
リー機能（→P.2-2）

スマートキーを携帯して車両の検知エリ
アに入る／出ると車の解錠／施錠が自動
的に行われます。

車の解錠

スマートキーを携帯してゾーンＣに入り
ます。または、スマートキーを携帯して
ドアハンドルを軽く押します。すべての
ドアおよびテールゲートが解錠され、す
べてのドアハンドルが展開します。

車の施錠

スマートキーを携帯し、車両から離れて
ゾーンBから出ます。ブザーが鳴り、す
べてのドアおよびテールゲートが施錠さ
れ、すべてのドアハンドルが格納します。
または、スマートキーを携帯して前席ド
アのドアハンドルを軽く押します。すべ
てのドアおよびテールゲートが施錠さ
れ、すべてのドアハンドルが格納します。

ゾーンAに入るとエクステリアサイド
ランプが点灯します。*

*仕様により異なります。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●フロントシートの調整（電動）
（→P.1-3）
前後調整

スイッチを前後にスライドして調整しま
す。

背もたれの角度調整

スイッチを前後に倒して背もたれの角度
を調整します。

	●フロントシートの調整（手動）
(→P.1-2）

前後調整

レバーを引き上げたままシートを前後に
動かします。レバーを放すとその位置で
固定されます。

背もたれの角度調整

ダイヤルを回して背もたれの角度を調整
します。

高さ調整

レバーを上下に動かして高さを調整しま
す。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

高さ調整

スイッチを上下に動かして高さを調整し
ます。

	●フロントヘッドレストの調整
（→P.1-4）

ヘッドレストの上端と乗員の頭の上が揃
うように、ヘッドレストを上下に動かし
て調整します。
下げるときは、ラグAを押しながらヘッ
ドレストを押します。

	●チルト・テレスコピックステア
リング（→P.3-5）

1.	 ロックレバーを手前に引き、ステア
リングのロックを解除します。

2.	 ステアリングホイールの高さや奥行
きを調整します。

3.	 ロックレバーを押し下げて、ステア
リングをロックします。

ステアリングの調整は、車を停止して
行ってください。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●ボンネット（→P.2-18）

1.	 助手席側ドアを開き、ドアシル部に
あるレバーを引きます。

2.	 ボンネット下のロックレバーを引き
上げてから、ボンネットを持ち上げ
ます。

3.	 支柱をキャッチに固定します。

	●パワーウィンドウ（→P.2-14）

①：助手席側ウィンドウ開閉スイッチ
②：運転席側ウィンドウ開閉スイッチ
③：後席左側ウィンドウ開閉スイッチ
④：後席右側ウィンドウ開閉スイッチ
⑤：リアウィンドウキャンセルスイッチ

	●充電ポート（→P.7-18）

ドアを解錠すると、充電ポートリッドも
連動して解錠されます。充電ポートリッ
ドの後ろ側を押して開きます。
リチウムイオンバッテリーを充電すると
きは、充電コネクターを3kW ／ 6kW普
通充電ポート①または急速充電ポート②
に接続します。

①：3kW ／ 6kW普通充電ポート
②：急速充電ポート
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●シートベルト（→P.1-11）

水平方向にあるベルトを、腹部ではなく
腰骨に当たるようにしてバックプレート
をカチッと音がするまでバックルに差し
込みます。

バックルの赤いボタンを押すとはずれま
す。

	●バックミラーの調整（→P.1-8）

ミラーを動かして、後方がよく見えるよ
うに角度を調節します。
このミラーは、周囲の明るさに応じて自
動的にミラーの明るさを調整します。

	●ドアミラーの調整（→P.1-7）

1.	 スイッチAを左または右に回して調
整するミラーを選択します。

2.	 スイッチAを上下左右に動かして、
角度を調整します。

スイッチAを下側に回すと、ミラーが格
納されます。
スイッチAを上側に回すと、ミラーが展
開されます。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●EVシステムの始動（→P.3-2）

スマートキーが車内にあるときに、EV
システムを始動および停止することがで
きます。

始動
1.	 スマートキーを携帯して乗車します。
2.	 パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
3.	 シフトポジションがPになっている

ことを確認します。
4.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 み な が ら
ENGINE START/STOPス イ ッ チ
を押します。
ブザーが鳴り、READYインジケー
ターが点灯するまでブレーキペダル
を踏み続けてください。READYイ
ンジケーターが点灯すれば、EVシ
ステムは正常に始動しています。

停止
1.	 車を完全に停止します。
2.	 シフトポジションをPにします。
3.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

を押します。
4.	 EVシステムが停止し、ステアリン

グがロックされます。

EVシステムを停止した後、車から降り
る前に、次のことを確認してください。
・	 シフトポジションがPになっている
・	READYインジケーターが消灯してい

る

ENGINE START/STOPス イ ッ チ の	
ポジション

オフ
ENGINE START/STOPスイッチがア
クセサリーポジションまたはスタートポ
ジション（EVシステムが始動している
状態）のとき、ブレーキペダルを踏まず
にENGINE START/STOPスイッチを
押すとオフになります。
ハザードランプが使用できます。

アクセサリーポジション
ENGINE START/STOPスイッチがオ
フのとき、ブレーキペダルを踏まずに
ENGINE START/STOPスイッチを押す
と、アクセサリーポジションになります。
警告灯類が点灯し、しばらくの間、ラジ
オやパワーウィンドウなどのアクセサ
リー装備が使用できます。

スタートポジション
ブレーキペダルを踏みながらENGINE 
START/STOPスイッチを押すと、ス
タートポジションになります。
EVシステムが始動し、ラジオやパワー
ウィンドウなどのアクセサリー装備が使
用できます。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●エレクトリックパーキングブレーキ
（→P.3-12）

手動操作
EVシステムの作動状態に関わらず、停
車中にパーキングブレーキスイッチを手
前に引くと、パーキングブレーキがかか
ります。
ENGINE START/STOPスイッチがア
クセサリーポジションのとき、または
EVシステムが始動している状態のとき
に、ブレーキペダルを踏みながらパーキ
ングブレーキスイッチを押し込んでから
放すと、パーキングブレーキが解除され
ます。

自動操作
EVシステムを停止すると、パーキング
ブレーキが自動的にかかります。
アクセルペダルを踏んで発進すると、
パーキングブレーキが自動的に徐々に解
除されます。

この表示灯が点灯しているとき
は、パーキングブレーキの操作
をすべて手動で行う必要があり

ます。

エレクトリックパーキングブレーキ
は、お子さまでも簡単に解除できます。
ENGINE START/STOPスイッチ
がアクセサリーポジションの状態のま
ま、またはEVシステムが始動してい
る状態のままで、お子さまを車内に残
して車を離れないでください。

EVシステムが始動した状態のままで
車を離れるときは、手動でパーキング
ブレーキをかけてください。

	●リトラクタブルドアハンドル
（→P.2-10）

リトラクタブルドアハンドルは車両の施
錠／解錠に合わせて自動的に格納A／展
開Bします。

格納する
施錠すると格納します。また、リトラク
タブルドアハンドルを軽く押すと格納さ
れます。
時速3km以上で走行すると、自動的に
格納します。

展開する
解錠すると展開します。また、内側ドア
ハンドルを引いてドアを開ける、セン
ターコンソールのロックボタンを押すか
引く（施錠状態のとき：1回、解錠状態
のとき：2回）と展開します。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●ライトスイッチ（→P.4-26）

ヘッドランプ

オートライトモード

ポジションランプが点灯します。

ヘッドランプのロービーム／ハ
イビームが点灯します。

リアフォグランプ

リアフォグランプが点灯／消灯
します。

	●方向指示器（→P.4-35）

ライトスイッチレバーを上下に動かしま
す。

ライトスイッチレバーを1回軽く動か
して放すと、動かした方の方向指示器
が3回点滅します。

	●ワイパー／ウォッシャー（→P.4-36）

フロントワイパー
AUTOモードにするには、ワイパーレ
バーを押し下げます。
ワイパーレバーをもう一度押し下げると
AUTOモードが解除されます。
ワイパーレバーを手前に引くとウォッ
シャー液が噴射されます。

リアワイパー

停止

間欠作動

ウォッシャー作動
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●タッチスクリーン（→P.5-9）

基本操作

前のページに戻ります。

タッチスクリーンのグレーアウトされ
たエリアにタッチすると前のページに
戻ります。

設定項目の変更後、変更画面に
あるOKにタッチして設定を有
効にします。

さらに詳細な設定項目がある場
合には、アイコンにタッチしま
す。

メニュー

オーディオやラジオの再生・設
定画面を表示します。

エアコンの設定画面を表示しま
す。

ナビゲーションを表示します。
（装着車のみ）
Apple CarPlay や Android 

Auto™のマップを表示します。（使用中
のみ）*

車の機能の設定を表示します。

ハンズフリー通話の通話・設定
画面を表示します。
Apple CarPlay や Android 

Autoの画面を表示します。（使用中のみ）

画像ファイルを表示します。

スイッチを押すとミュート（消
音／停止）になります。
ENGINE START/STOP ス

イッチをオフにした後しばらくの間は、
スイッチを押すとタッチスクリーンの画
面が点灯します。

音量を調節します。

タッチスクリーンの画面上部の
アイコンにタッチすると、タッ
チスクリーンの設定画面を表示

します。

	●タッチスクリーンに指3本でタッチ
すると、メニューが表示されます。
	●一部の画面は指で左右にスワイプ
（タッチした状態で指を滑らせる）
することで画面を切り替えることが
できます。



13

DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●オートエアコン（→ P.5-3）

①：オートモードの設定
オートモードを作動／停止しま
す。

	 ②：オプション
オプション	 オートモードの作動モードを変

更できます。

風量を制限して作動します。SOFT

オートモード

*仕様により異なります。

通常の風量で作動します。

風量を多めにして作動しま
す。

③：温度の設定
ディスプレイの表示を希望
の数値に合わせます。

④：エアコンオン／オフ
冷房・除湿機能を作動／停止し
ます。

⑤：吹き出し口の切り替え
吹き出し口が切り替わります。

オートモード

NORMAL

オートモード

FAST

⑥：風量の調整
風量が増減します。

⑦：急速冷房
室温を急速に冷やしたいときに
使用します。

エアコンの全機能のオフ
ダッシュボードのアイコンに
タッチすると、エアコンの全機

能が停止します。

内／外気の切り替え
ダッシュボードのアイコンに
タッチして、内気モード／外気

モードを切り替えます。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●助手席エアバッグキャンセル	
スイッチ（→P.1-24）

1.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ
をオフにします。

2.	 グローブボックスを開きます。
3.	 スマートキーから緊急用キーを取り

出します。
4.	 助手席エアバッグキャンセルスイッ

チに緊急用キーを差し込みます。
5.	 助手席に大人が乗車しているとき、

もしくは助手席に前向きチャイルド
シートを取り付けた場合はONにし
ます。助手席に後ろ向きチャイルド
シートを取り付けた場合には、必ず
OFFにします。

6.	 そのまま緊急用キーを抜きます。

	●シートベルト着用／非着用	
ディスプレイ（→P.1-12）

インストルメントパネルとシートベルト
着用／非着用ディスプレイの警告灯が点
灯または点滅して、シートベルトの着用
状況を表示します。

①：助手席側シートベルト警告灯
②：運転席側シートベルト警告灯
③：後席左側シートベルト警告灯
④：後席中央シートベルト警告灯
⑤：後席右側シートベルト警告灯

	●トラフィックサインインフォ
メーション*（→P.3-31）

①：速度規制標識の制限速度表示
②：速度規制標識の速度規制区間終了の

表示

速度規制標識を認識して、インストルメ
ントパネル内のディスプレイに制限速度
を表示します。
表示された制限速度は、スピードリミッ
ターやアクティブクルーズコントロール
の走行速度に設定することができます。
また、進入禁止の道路標識を認識し、車
両が進入禁止区域に進入したと判断した
ときは、進入禁止の道路標識とともに
メッセージを表示します。

*仕様により異なります。
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DS 3 CROSSBACK E-Tense操作・使用方法早わかり

	●スピードリミッター（→P.3-52）

①：スピードリミッター／クルーズコン
トロール切り替えスイッチ

②：設定速度の減少
③：設定速度の増加
④：システムの作動／停止
⑤：トラフィックサインインフォメー

ション*の表示速度受付

EVシステムが始動している状態のとき
に設定してください。

	●ドライブモード*（→P.3-11）

走行状況に応じて、センターコンソール
にあるボタンを押してドライブモード

（Sport（スポーツ）／Normal（ノーマル）
／ Eco（エコ））を選択することができ
ます。
選択するドライブモードはインストルメ
ントパネルに表示されます。

EVシステムを始動する度に自動的に
Normal（ノーマル）が選択されます。

	●アクティブクルーズコントロー
ル（ストップ＆ゴー機能付き）*	
（→P.3-35）

①：スピードリミッター／クルーズコン
トロール切り替えスイッチ

②：速度設定／設定速度の減少
③：速度設定／設定速度の増加
④：システムの一時停止／復帰／自動ブ

レーキによる車両停止後の再発進許
可

⑤：トラフィックサインインフォメー
ションの表示速度受付

⑥：車間距離の表示と設定

速度の設定およびシステムの作動は走行
中に可能です。



目　次

安全なドライブについて
安全装置について
運転装置について
もしものとき
その他

第 1章　安全に運転するために

フロントシート････････････････････････････････････････ 1-2
ミラー････････････････････････････････････････････････ 1-7
リアシート････････････････････････････････････････････ 1-9
シートベルト････････････････････････････････････････ 1-11
チャイルドシート････････････････････････････････････ 1-14
エアバッグ･･････････････････････････････････････････ 1-23
走行する前に････････････････････････････････････････ 1-29
冬季の取り扱い･･････････････････････････････････････ 1-29
保安炎筒････････････････････････････････････････････ 1-31

第 2 章　各部の開閉のしかた

スマートキー･･････････････････････････････････････････ 2-2
イモビライザー（盗難防止システム）･････････････････････ 2-8
ドア／ドアロック････････････････････････････････････ 2-10
パワーウィンドウ････････････････････････････････････ 2-14
チャイルドセーフティ････････････････････････････････ 2-16
ボンネット･･････････････････････････････････････････ 2-18
テールゲート････････････････････････････････････････ 2-19

第 3 章　運転装置の使いかた

EVシステムの始動･･････････････････････････････････････ 3-2
ステアリング／ホーン･･････････････････････････････････ 3-5
車両接近通報装置･･････････････････････････････････････ 3-5
ドライブセレクター････････････････････････････････････ 3-6
ドライブモード･･････････････････････････････････････ 3-11
エレクトリックパーキングブレーキ････････････････････ 3-12
ヒルスタートアシスタンス････････････････････････････ 3-16
ESC（エレクトロニックスタビリティコントロール）･･････ 3-17
レーンキープアシスト････････････････････････････････ 3-20
アクティブセーフティブレーキ････････････････････････ 3-25
トラフィックサインインフォメーション････････････････ 3-31
アクティブクルーズコントロール 

（ストップ＆ゴー機能付き）････････････････････････････ 3-35
レーンポジショニングアシスト････････････････････････ 3-45
スピードリミッター･･････････････････････････････････ 3-52
ブラインドスポットモニター･･････････････････････････ 3-55
フロント／バックソナー･･････････････････････････････ 3-58
バックカメラ････････････････････････････････････････ 3-61



目　次

第 4 章　メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

インストルメントパネル････････････････････････････････ 4-2
ヘッドアップディスプレイ･･････････････････････････････ 4-6
警告灯類／表示灯類････････････････････････････････････ 4-8
サービスインジケーター･･････････････････････････････ 4-21
オドメーター････････････････････････････････････････ 4-22
パワーインジケーター････････････････････････････････ 4-23
リチウムイオンバッテリー残量計･･････････････････････ 4-24
マニュアルチェック･･････････････････････････････････ 4-25
インストルメントパネルの調整（明るさ調整）･･･････････ 4-25
ライト類（ヘッドランプ、フォグランプ、方向指示器、 
ハザードランプ）･････････････････････････････････････ 4-26
ワイパー／ウォッシャー･･････････････････････････････ 4-36
間接式タイヤ空気圧警告･･････････････････････････････ 4-40
ドライブコンピューター･･････････････････････････････ 4-41

第 5 章　室内装置の使いかた

エアコンディショナー･･････････････････････････････････ 5-2
タッチスクリーン･･････････････････････････････････････ 5-8
E-Tenseリモートコントロール････････････････････････ 5-17
ルームランプ････････････････････････････････････････ 5-20
インテリア･･････････････････････････････････････････ 5-22
ラゲッジルーム･･････････････････････････････････････ 5-26

第 6 章　お手入れ・メンテナンス

外装のお手入れ････････････････････････････････････････ 6-2
内装のお手入れ････････････････････････････････････････ 6-3
モータールームの点検･･････････････････････････････････ 6-5
電球の交換････････････････････････････････････････････ 6-9
ヒューズの交換･･････････････････････････････････････ 6-12
電費の改善について･･････････････････････････････････ 6-13
推奨交換時期････････････････････････････････････････ 6-14
推奨油脂類･･････････････････････････････････････････ 6-14
推奨点検時期････････････････････････････････････････ 6-15

もしものとき

パンク修理キット･･････････････････････････････････････ 7-2
12Vバッテリーが上がったとき･･････････････････････････ 7-8
けん引されるとき････････････････････････････････････ 7-14
EV車の充電システム･･････････････････････････････････ 7-15

車両データ・アクセサリー類・索引

識別表示･･････････････････････････････････････････････ 8-2
外形寸法･･････････････････････････････････････････････ 8-3
アクセサリー類････････････････････････････････････････ 8-4
索引･･････････････････････････････････････････････････ 8-6
付録････････････････････････････････････････････････ 8-11

１

２

３

４

５

６

７

８



i

安　全　な　ド　ラ　イ　ブ　に　つ　い　て

安全のために
重大な事故や車両火災におよぶおそれのある内容と回避
方法、一般的な注意事項などについて記載してあります。
重要な内容ですので、必ずお読みください。

点検整備のお願い

点検整備を必ず実施してください
・	 車を安全に使用していただくため、お客様の責任において日常

点検と法定定期点検の実施が法律で義務付けられています。
点検内容については、別冊の「メンテナンスノート」をお読み
ください。

・	 日常点検を行い異常があるときは、当社指定サービス工場で点
検を受けてください。（音、振動、臭い、水・油漏れなど）

走行する前の注意

燃えやすいものは積まないでください
・	 燃料が入った容器や可燃性のガスが入ったスプレー缶などは積

まないでください。炎天下の駐車で室内が高温になったときや
万一のとき、引火や爆発するおそれがあります。



ii

安　全　な　ド　ラ　イ　ブ　に　つ　い　て

運転席足元・運転席下にはものを置かないでください
・	 空き缶などを置くと、ブレーキペダルやアクセルペダルに挟ま

り、走行中にペダル操作ができなくなるおそれがあります。思
わぬ事故につながりますので、絶対に行わないでください。

フロアマットはしっかりと固定して使用してください
・	 �運転前にフロアマットが正しく取り付けられていることを点検

してください。また、フロアマットを重ねて敷くことはしない
でください。フロアマットがペダル操作の妨げになり、重大な
事故につながるおそれがあります。

スピードメーターの速度の単位は必ずkm/h表示を使用してくだ
さい
・	 誤って mph 表示（マイル）にすると、正確な速度を認識できず、

思わぬ事故につながるおそれがあります。

ダッシュボードなどにものを取り付けたり、置かないでください
・	 ダッシュボードなどにものを置いたまま運転すると、視界の妨

げや移動して安全運転の妨げになり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

・	 また、アクセサリー品を取り付けたり、シールを貼り付けると、
エアバッグ作動の妨げやエアバッグ作動時にアクセサリー品が
飛ばされて、思わぬケガや事故につながるおそれがあります。

荷物は確実に固定してください
・	 助手席や後席に荷物を積むと、急ブレーキのときなど荷物が放

り出されて乗員に当たり、思わぬケガをするおそれがあります。
荷物はできるだけラゲッジルームに積み、アクセサリー品（オ
プション）のネットやベルトを使用して固定してください。

・	 荷物の積み重ねによる後方視界の妨げがないようにしてくださ
い。
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走行するときの注意

走行中はENGINE START/STOPスイッチを押さないでくださ
い
・	 走行中に ENGINE START/STOPスイッチを押し続けると

EV システムが停止して、ブレーキ倍力装置が働きません。
そのためにブレーキの効きが悪くなり、ハンドル操作も重くな
るために思わぬ事故につながるおそれがあります。非常に危険
なので、絶対に行わないでください。

長い下り坂では回生ブレーキ *を併用してください
・	 ブレーキペダルを踏み続けると、ブレーキが過熱して効きが悪

くなるおそれがあります。坂の勾配に応じて、シフトポジショ
ンを Bにして回生ブレーキを併用してください。ただし、満
充電に近いときや低温時は回生ブレーキの機能が制限されま
す。必要に応じてブレーキペダルを踏んで減速してください。

* 回生ブレーキ
走行中にガソリン車のエンジンブレーキの代わりにモーターを使用
して減速するブレーキ

iii
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車を移動するときはEVシステムを始動してください
・	 EV システムが始動していないときは、ブレーキの効きが悪く

なります。ハンドルがロックされて操作ができなくなることも
あります。 
車を少し移動させるときでも、必ず EV システムを始動してく
ださい。 
車を押したり傾斜を利用して車を移動させると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

ブレーキペダルに足を乗せたまま走行しないでください。また、
エレクトリックパーキングブレーキのオートマチック機能を解除
している場合は、パーキングブレーキをかけたまま走行しないで
ください
・	 ブレーキパッドが早く摩耗したり、ブレーキが過熱して効きが

悪くなり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

運転中にハンズフリー以外の自動車電話や携帯電話を使用しない
でください
・	 ハンズフリー以外の自動車電話や携帯電話を、運転中に操作す

ることは法律で禁止されています。
・	 ハンズフリーであっても注意力が散漫になり、事故の原因につ

ながるおそれがありますので、車を安全な場所に停車して使用
することをお勧めします。

カーナビゲーションシステムなどの操作は停車時に行ってください
・	 運転中にカーナビゲーションシステムなどを操作しないでくだ

さい。操作は安全な場所に停車して行ってください。
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雨天の走行は次のことに注意してください
・	 濡れた路面では、タイヤのグリップが低下して滑りやすくなり

ます。通常より注意して安全運転に心がけ、急加速、急ブレー
キ、急激な回生ブレーキ、急ハンドルを避けてください。

・	 わだちなどにできた水たまりに高速で進入すると、ハイドロプ
レーニング現象 * を起こしてハンドル操作やブレーキが効かな
くなります。特に摩耗したタイヤは、ハイドロプレーニング現
象が起きやすいので注意してください。

* ハイドロプレーニング現象
水たまりを高速で走行しているときに、タイヤと路面の間に水の膜
ができ、タイヤが浮いた状態になり、車がコントロールできなくな
る現象。

・	 水たまり走行後や洗車後は、ブレーキペダルを軽く踏んでブ
レーキの効き具合を確認してください。ブレーキの効きが悪い
ときは、周囲の車に十分注意しながら低速で走行し、ブレーキ
の効きが回復するまで繰り返しブレーキペダルを軽く踏んでく
ださい。

冠水した道路の走行は避けてください
・	 冠水した道路を走行すると、EV システムが停止するだけでな

く、漏電やショートなどの車両故障につながるおそれがありま
す。

やむを得ず冠水した道路を走行するときは次のことをお守りくだ
さい。ただし、冠水した道路の水面が15cmを超えるような場
合は走行しないでください
・	 時速10km 以上で走行しない
・	 車を停止したり、EV システムを停止したりしない 

冠水した道路から脱出したら、できるだけ早く安全な場所で、
ブレーキペダルを軽く数回踏み、ブレーキの湿りを乾かしてく
ださい。車の状態に不安がある場合は、当社指定サービス工場
で点検を受けてください。
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霧で見えにくいときはフォグランプを併用してください
・	 霧で視界が悪いときは、昼間でもヘッドランプ（下向き）とフォ

グランプを点灯して、周囲の車や歩行者に車の存在を知らせて
ください。走行は、センターライン、ガードレール、前の車の
テールランプを目安にして十分な車間距離をとってください。

・	 オートライトシステムは、周囲が明るい昼間はヘッドランプが
点灯しません。手動で点灯してください。

雪が降っているときの滑りやすい路面に注意してください
・	 雪道や路面が凍結しているときは、非常に滑りやすくなり思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。冬用タイヤまたはタイヤ
チェーン／ネットを使用していても急加速、急ブレーキ、急激
な回生ブレーキ、急ハンドルを避け、十分な車間距離をとり低
速で走行してください。

横風が強いときに走行が乱れないように注意してください
・	 横風を受け、車が横に流されるようなときは、ハンドルをしっ

かり握り、速度を徐々に下げてください。
・	 特にトンネルの出口、橋や土手の上、大型車の追い越しや追い

越されたときなどには、横風の影響を受けやすいので注意して
ください。

高速道路に入る前にリチウムイオンバッテリーの残量などを確認
してください
・	 リチウムイオンバッテリーの残量が十分にあるかを確認してく

ださい。
・	 タイヤの空気圧を確認してください。空気圧不足で高速走行す

ると、タイヤがバースト（破裂）するおそれがあります。
・	 万一のために、停止表示板（停止表示灯）を車に用意しておい

てください。（法律で義務付けられています。）
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段差ではフロントスポイラーのこすれに注意してください
・	 段差のある場所は、速度を落としてゆっくりと進んでください。

路面の状態によっては、フロントスポイラーがこすれることが
あります。

・	 フロント側から進入すると車止めにこすれたり当たることがあ
りますので注意してください。

車を後退させるときは周囲に注意してください
・	 バックミラーやカメラには確認できない死角があります。車を

後退させるときは、前もって車から降りて後方の人や障害物を
確認してください。
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お子さまを乗せるときの注意

お子さまは後席に座らせてください
・	 お子さまを助手席に乗せないでください。走行中にお子さまの

動作が気になったり、運転装置へのいたずらなど事故につなが
るおそれがあります。

・	 また、万一の事故などで助手席の SRS エアバッグが作動した
ときに、ケガをするおそれがあります。

お子さまにもシートベルトを着用させてください
・	 お子さまにも必ずシートベルトを着用させてください。お子さ

まを膝の上に抱いての乗車は、絶対にしないでください。急ブ
レーキをかけたときや衝突したときにお子さまを支えることが
できず、ケガをするおそれがあります。
シートベルトが首や顔に当たったり、腰骨にかからないなどで
正しく着用できない小さなお子さまには、ベビーシートやチャ
イルドシートを使用してください。
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チャイルドシートは後席に正しく取り付けてください
（→P.1-14）
・	 チャイルドシートの使用は6歳未満のお子さまに法律で義務付

けられています。6歳以上のお子さまでもシートベルトが正し
く着用できないときは、チャイルドシートを使用してください。 
お子さまの安全のため、短時間の走行でも身体に合った当社純
正品のベビーシートやチャイルドシートを使用してください。

・	 取り付け方法は、シートに付属している取扱説明書に従って後
席に正しく取り付けてください。乳幼児用のベビーシートは進
行方向に対して後ろ向きに、チャイルドシートは前向きに取り
付けてください。

・	 やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付けるときは、助
手席の位置を一番後ろに移動して前向きに取り付けてくださ
い。ベビーシートタイプで後ろ向きに装着するときは、助手席
エアバッグキャンセルスイッチを OFFにしてください。衝撃
でケガをしたり、最悪の場合死亡するおそれがあります。キャ
ンセルスイッチがない車では、進行方向に対して後ろ向きに装
着しないでください。

・	 当社純正のベビーシート、チャイルドシートの詳細については、
当社販売店にお問い合わせください。

ドア、ウィンドウなどの開閉は大人が操作してください
・	 ドアやウィンドウなどの開閉は、お子さまに操作させないでく

ださい。開閉時に手や首、足などを挟み、思わぬケガをするお
それがあります。また、同乗者が操作するときも十分に注意し
てください。

・	 後席にいるお子さまが操作できないように、ウィンドウを後席
スイッチで開けられなくし、車内からリアドアを開けられなく
するチャイルドセーフティ機能を必ず使用してください。

ウィンドウから手や顔を出さないでください
・	 急ブレーキ時に窓枠にぶつけたり、車外の障害物に当たったり

して、思わぬケガをするおそれがあります。

シートの可動部分に気をつけてください
・	 お子さまが、リアシートやフロントシートの隙間に手を入れた

り、可動部分に触れたりして思わぬケガにつながるおそれがあ
ります。同乗者の方が十分に注意をしてください。

・	 走行中は必ずベビーシートやチャイルドシートに座らせるか、
シートベルトをさせてください。
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お子さまだけを車内に残さないでください
・	 車から離れるときは、EV システムを停止し、スマートキーを

携行して必ずお子さまも一緒に降ろしてください。
・	 お子さまのいたずらにより、車の発進、火災などの思わぬ事故

につながるおそれがあります。
・	 炎天下の車内は50℃以上の高温になり、脱水症状、熱射病な

どの生命の危険に関わるおそれがあります。

EV車特有の音や振動について

EV車は通常の車のようにエンジン音や騒音がしないことがあり
ます。安全に注意して運転してください
・	 時速30km 以下で走行中は、車両の接近を周囲の歩行者に知

らせるために、車両接近通報装置が作動し音を鳴らします。車
両接近通報装置が作動していても周囲の騒音が大きいときなど
は、歩行者が車両の接近に気が付かないことがあります。周囲
の状況に十分に注意して走行してください。

・	 次のような音や振動が発生することがありますが、異常ではあ
りません。
・	 EV システム始動時に聞こえるリチウムイオンバッテリーリ

レーの音
・	 ブレーキペダルを踏み込んだときに聞こえるバキュームポン

プの音
・	 走行時に聞こえるロードノイズや風切り音
・	 坂道発進時の振動や音

駐停車するときの注意

ハンドルをいっぱいに回した状態を続けないでください
・	 車庫入れなどで、EV システムが始動している状態のままハン

ドルをいっぱいに切った状態を長く続けると、ハンドル操作力
が重くなることがありますが異常ではありません。
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車から離れるときはEVシステムを停止し、施錠してください
・	 シフトポジションを Pにしてから EV システムを停止し、パー

キングブレーキがかかっていることを確認して、ドアを施錠し
てください。無人で車が動き出して、思わぬ事故につながるお
それがあります。坂道では、シフトポジションを Pにし、さら
にタイヤに輪止めをしてください。

・	 貴重品を車内に残さないでください。施錠しても盗難につなが
るおそれがあります。

・	 お子さまや介護の必要な方だけを車内に残さないでください。
車の発進や車内の高温／低温による思わぬ傷害などが発生する
おそれがあります。

炎天下での駐車時は、ライター、スプレー缶、炭酸飲料などを車
内に放置しないでください
・	 車体やシート、ステアリングなどが高温となり、やけどをするお

それがあります。駐車後に乗車されるときは注意してください。
・	 車内にお子さまやペットなどを乗せたまま車から離れること

は、絶対におやめください。車内の温度が50℃を超えること
もあり、大変危険な状態になります。

・	 ライターやスプレー缶、炭酸飲料などは、自然発火や破裂を起
こすおそれがあります。車内に放置しないでください。

・	 ガスライターを床やシートのすき間に落としたままにすると、シー
トを動かしたときに着火して火災につながるおそれがあります。

・	 メガネをダッシュボードなどに置いたままにすると、変形やひ
び割れのおそれがあります。また、レンズにより火災を起こす
ことがあり危険です。

仮眠するときは必ずEVシステムを停止してください
・	 �無意識にドライブセレクターレバーを動かしたり、アクセルペ

ダルを踏み込んだりして車が発進するおそれがあります。
・	 車内で仮眠するときは、EV システムを停止し、助手席または

後席でしてください。

モータールーム内に可燃物を放置しないでください
・	 モータールーム内に燃えやすい物を置き忘れないように注意し

てください。引火のおそれがあります。
・	 車両を長時間使用しなかった場合は、小動物や鳥類に持ち込ま

れた小枝などがないことを確認してください。もし走行中に焦
げた臭いを感じたときは、直ちに停車して確認してください。
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走行中に異常を感じたとき

警告灯が点灯・点滅したときは、直ちに停車して適切な処置をし
てください
・	 走行中に警告灯が点灯や点滅したときは、直ちに安全な場所に

停車し、適切な処置をしてください。（「第4章　メーター・ラ
イト・ワイパー装置の使いかた」を参照）
そのまま走行すると故障の原因になるだけでなく、重大な事故
につながるおそれがあります。

・	 走行中は車の状態に気を配り、いつもと異なる音や臭い、振動
などを感じたときは、直ちに当社指定サービス工場で点検を受
けてください。

・	 故障などでやむを得ず路上に停車するときは、ハザードランプ
の他に停止表示板を使用して、他の車両に停止していることを
知らせてください。

走行中にタイヤがパンクやバーストしたときは、あわてずに安全
な場所に停車してください
・	 走行中、タイヤに異常があったときは、あわてずにハンドルを

しっかり握り、徐々に速度を下げて安全な場所に停車してくだ
さい。
急ブレーキや急ハンドルは、車のコントロールができなくなる
おそれがあります。

走行中に床下やタイヤなどに大きな音や衝撃を感じたときは車の
下部を点検してください
・	 直ちに安全な場所に停車し、車の下部を点検してください。 

ブレーキ液やリチウムイオンバッテリーの液漏れ、サスペン
ション部品、タイヤ関係、駆動系部品などの変形や損傷は、そ
のまま使用すると思わぬ事故につながるおそれがあります。漏
れや損傷を見つけたときは、運転を中止して当社指定サービス
工場にご連絡ください。
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シート位置についての注意

走行する前に、正しい運転（乗車）姿勢がとれるシート位置に設定
してください
・	 運転操作を誤り思わぬ事故につながるおそれがあります。
・	 万一衝突したときにシートベルトや SRS エアバッグ、ヘッド

レストなどの乗員保護装置の効果が軽減されて、重大な傷害を
受けるおそれがあります。

運転者
・	 背中が背もたれから離れないように、深く腰掛けます。
・	 フロントウィンドウから前方がよく見える位置に、シートの高

さを調整します。
・	 ペダルが十分踏み込めるように、シートの前後位置を調整しま

す。
・	 膝がダッシュボードに当たらないようにします。
・	 背もたれは倒しすぎない角度に調整します。
・	 ヘッドレストの高さは、上端と頭の上が揃うように調整します。
・	 ランバーサポートの調整ができる場合は、背中に合うように張

り出しを調整します。
・	 ステアリングホイールは、ハンドルを握ったときにひじが伸び

きらず、少し曲がっている状態で、メーター類が見やすい位置
に調整します。



xiv

安　全　装　置　に　つ　い　て

走行する前にミラーの位置を調整してください
・	 後方が確実に確認できるように、ドアミラー、バックミラーを

正しく調整してください。
・	 走行中に調整すると、運転操作を誤り、思わぬ事故につながる

おそれがあります。

走行中は正しい運転姿勢を保ってください
・	 走行中は正しい運転姿勢を保ち、ステアリングホイールは、9

時と3時の位置を外側から両手で持ってください。

他の乗員
・	 背中が背もたれから離れないように、深く腰掛けます。
・	 胸部がダッシュボードから25cm 以上離れるように、シート

の前後位置を調整します。
・	 ヘッドレストの高さは、上端と頭の上が揃うように調整します。

走行中は背もたれを倒しすぎないようにしてください
・	 急ブレーキをかけたときや万一衝突したときにシートベルトな

どの乗員保護装置の効果が十分に発揮されず、身体がシートベ
ルトの下に潜り込んだり、シートベルトが首にかかり傷害を受
けるおそれがあります。
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シートベルトについての注意

シートベルトは正しく着用してください
・	 乗車した全員が正しくシートベルトを着用してください。シー

トベルトを着用しなかったり、正しく着用していないと、万一
衝突したときにプリテンショナー *、フォースリミッター ** 付
きシートベルト、エアバッグなどの乗員保護装置の機能が適切
に発揮されず、重大な傷害を受けるおそれがあります。

* プリテンショナー
前方からの強い衝撃を受けたときに、瞬間的にシートベルトを引き
込み身体を固定して乗員保護装置の効果を高める装置。

** フォースリミッター
シートベルトに一定以上の衝撃を受けたときに、身体にかかる衝撃
を減少させる装置。

・	 肩部ベルトを肩に十分にかけ、首にかかったり、肩からはずれ
ないようにしてください。また、腰部ベルトは腰骨のできるだ
け低い位置にしてください。

妊娠中の方や疾患のある方も必ずシートベルトを正しく着用して
ください
・	 医師に注意事項をご確認ください。
・	 腰部ベルトが腹部にかからないように、腰骨のできるだけ低い

位置にしてください。また、肩部ベルトは腹部を避けて胸部に
かかるように着用してください。

損傷のあるシートベルトは直ちに交換してください
・	 損傷したシートベルトを使用すると、衝突したときなどに十分

な効果を発揮できず、重大な傷害を受けるおそれがあります。 
シートベルトやプレートを、シートやドアに挟まないでくださ
い。傷が付くおそれがあります。

・	 万一重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見受けられな
くても、シート、シートベルトを交換してください。

・	 プリテンショナー付きシートベルトの取りはずしや交換・廃棄
は当社指定サービス工場以外では行わないでください。
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SRSエアバッグについての注意

・	SRSエアバッグシステムは（SRS＝Supp lementa l 
Restraint System）補助拘束の事です。

・	SRSエアバッグは、センサーが一定以上の衝撃を感知したと
きにのみ作動します。衝突などで車が大きく変形しても、衝
撃吸収ボディ構造により衝撃が段階的に吸収されたときは、
SRSエアバッグが作動しないことがあります。

フロントエアバッグの効果は正しい姿勢とシートベルトとで発揮
します
・	 SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助するシステム

で、シートベルトに代わるものではありません。このシステム
はシートベルトを必ず着用してください。

・	 シートに正しく座りシートベルトを正しく着用していないと、
衝突などで身体が前方に放り出されたときに SRS エアバッグ
システムがふくらみ、強い衝撃を受け重大な傷害につながるお
それがあります。

・	 運転者とステアリングホイールとの間には、適当な距離を確保
してください。あまり近すぎると、エアバッグの効果が低下し
たり、エアバッグそのものでケガを負うおそれがあります。

・	 ステアリングホイールは、9時と3時の位置を外側から両手で
持ってください。他の位置（12時の位置や真ん中、内側）を
持つと思わぬケガにつながったり、エアバッグが作動した際に
重大なケガを負うおそれがあります。

フロントエアバッグは車両前方からの衝撃を緩和します
・	 SRS フロントエアバッグは、ENGINE START/STOPスイッ

チがアクセサリーポジションのとき、または EV システムが始
動している状態のときに、車両前方から乗員に重大な危害がお
よぶような強い衝撃を受けると瞬時にふくらみ、乗員の頭や胸
にかかる衝撃を緩和するシステムです。

フロントエアバッグの保護性能が発揮されるために次の点に注意
してください
・	 運転者が顔や胸をステアリングに近付けすぎると、SRS エア

バッグがふくらんだときに強い衝撃を受け非常に危険です。常
に正しい運転姿勢で座り、ステアリングに近付きすぎないよう
にしてください。

・	 助手席に乗車する人は、シート前端に座ったり、ダッシュボー
ドに足を乗せていたりすると、SRS エアバッグがふくらんだ
ときに強い衝撃を受け非常に危険です。常に正しい乗車姿勢で
座り、ダッシュボードに近付きすぎないようにしてください。

エアバッグの近くにものを置いたり、ステッカーなどを貼り付け
ないでください
・	 ステアリングを交換したり、ステア

リングのパット部にステッカーなど
を貼り付けないでください。

・	 助手席側エアバッグの周辺（ダッシュ
ボード）にカー用品や芳香剤を置いた
り、傘などを立てかけないでください。

・	 エアバッグが正常に作動しなかったり、
エアバッグがふくらんだときに飛ばさ
れて、ケガをするおそれがあります。
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SRSサイドエアバッグ／カーテンエアバッグにつ
いての注意

・	SRSサイドエアバッグ／カーテンエアバッグは、車両側面か
ら乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたときに瞬
時にふくらみ、乗員の頭や胸にかかる衝撃を分散、緩和させる
乗員保護装置です。

サイドエアバッグ／カーテンエアバッグは車両側面からの衝撃を
緩和します
・	 サイドエアバッグは、前席は背もたれの側面（ドア側）、後席

はリアピラーに収納されています。カーテンエアバッグは、ド
アピラー部からルーフにかけて収納されています。

・	 シートの側面周囲には、ものを置かないでください。
・	 シートにシートカバーや上着をかけたり、ベルトを巻きつけな

いでください。

ドアやウィンドウにもたれかからないでください
・	 SRS サイドエアバッグ収納部に手、足、顔を近付けたり、ド

アやウィンドウにもたれかかるような姿勢でシートに座らない
でください。エアバッグがふくらむときに強い衝撃を受け、非
常に危険です。

ドアやサイドエアバッグの近くにカップホルダーなどのカー用品
を取り付けないでください
・	 SRS サイドエアバッグ収納部の近くにカップホルダーなどの

カー用品を取り付けたり、ステッカーなどを貼らないでくださ
い。エアバッグが正常に作動しなかったり、エアバッグがふく
らんだときに飛ばされてケガをするおそれがあります。
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ABSと ESC／ASRについての注意

ABS（アンチロックブレーキシステム）を過信しないでください
・	 ABS は Antilock Brake System の略で、急ブレーキをかけ

たときに車輪がロックするのを防ぎ車の操縦性を確保しようと
する装置で、制動距離を短くするための装置ではありません。

・	 次のような路面では、ABS なしの車よりも制動距離が長くな
ることがあります。速度は控えめにして車間距離を十分にとっ
てください。
・	 砂利道や雪道、凍結路などを走行しているとき
・	 タイヤチェーン／ネットを装着しているとき
・	 道路の継ぎ目などの段差を乗り越えるとき
・	 石だたみなどの悪路を走行しているとき

ESC／ASR（エレクトロニックスタビリティコントロール／ト
ラクションコントロール）を過信しないでください
・	ESCシステムは、滑りやすい道路での旋回時などに、車の動

きと運転者が意図するコースとに著しい差が発生したとき、自
動的にブレーキや電動モーターの出力を制御して車の走行安定
性を確保しようとするシステムです。

・	ASRは滑りやすい道路での発進や急加速時に生じる空転を防
ぎ、車の走行安定性を向上させようとするシステムです。

・	ESC／ASRが作動した状態でも、車の走行安定性には限界が
あります。ESC／ASRを過信せずに速度を下げて、車間距離
を十分にとって安全運転を心がけてください。

スマートキーについての注意

植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を使用
されている方は、スマートキー検知用の車室内発信器・車室外発
信器から約22cm以内に近付かないようにしてください
・	電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除

細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。
・	植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外

の医療用機器を使用される場合は、電波による影響について医
療用機器製造業者などに事前に確認してください。電波により
医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。
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アンテナ位置

車室外発信器

車室外発信器

車室外発信器

車室内発信器

車室内発信器
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発進前／停車後のドライブセレクターレバーの操作はブレーキを
踏んでください
・	EV システムを始動するときはブレーキペダルをしっかり踏み

込んでください。
・	 発進時のドライブセレクターレバーの操作は、ブレーキペダル

をしっかり踏み込んで行ってください。急発進して、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

アクセルペダルはゆっくり踏んでください
・	 アクセルペダルを急激に踏み込むと、急発進して思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

走行中はシフトポジションをＮにしないでください
・	 走行中にシフトポジションを Nにすると、回生ブレーキが効

かなくなり思わぬ事故につながるおそれがあります。
・	 オートマチックトランスミッション内のオイルの潤滑が悪くな

り、故障するおそれがあります。

ドライブセレクターレバーの操作についての注意

クリープ現象に注意してください
・	 クリープ現象とは、EV システムが始動している状態のときに

シフトポジションを Pまたは N以外にすると、アクセルペダ
ルを踏まなくても車が動き出すことです。

・	 停車中はブレーキペダルをしっかりと踏んでください。思わぬ
事故につながるおそれがあります。

ブレーキとアクセルのペダル位置に注意してください
・	 ペダルの踏み違いは、思わぬ事故につながります。EV システ

ムを始動する前にペダルの位置を確認してください。
・	 また、アクセルペダルとブレーキペダルは右足で操作してくだ

さい。
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後退した後はシフトポジションをNに戻してください
・	 後退した後は、すぐシフトポジションを Rから Nに戻す習慣

をつけてください。

シフトポジションは目で確認してください
・	 シフトポジションを変更するときは、必ずシフトポジションを

目で確認してください。

駐車はシフトポジションを Pにしてください
・	 駐車するときはシフトポジションを Pにして、パーキングブ

レーキをかけてください。クリープ現象などで無人で車が動き
出したり、誤ってアクセルペダルを踏み込み、急発進したりし、
事故につながるおそれがあります。

無用な空ぶかしはしないでください
・	 万一、シフトポジションが P、N以外にあると、急発進し、思

わぬ事故につながるおそれがあります。

クルーズコントロールについての注意

クルーズコントロールを使用しないときはメインスイッチをオフ
にしてください
誤ってクルーズコントロールを作動させると、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

ドライビングサポート機能についての注意

アクティブセーフティブレーキなどのドライビングサポート各機
能は、ドライバーの運転支援を目的としているため、機能には限
界があり、路面や天候などの条件によっては作動しない場合があ
ります。機能を過信せずに常に安全運転をお願いします。
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オーバーヒートについての注意

オーバーヒートの症状について
・	 次のような症状が現れるとともに、インストルメントパネルの

STOP 警告灯が点灯します。
・	 電動モーターの出力が急に低下する。
・	 ボンネット（モータールーム）から蒸気が出てくる。

オーバーヒートの対応について
・	 ボンネットから蒸気が出ているときは、蒸気が出なくなるまで

ボンネットを開けないでください。モータールーム内が高温に
なっているため、やけどなどをするおそれがあります。

・	 冷却水温度が下がるまで、冷却水タンクのキャップを開けない
でください。蒸気や熱湯が噴き出して、やけどをするおそれが
あります。

・	 オーバーヒートを起こしたまま走行を続けると、電動モーター
などに重大な損傷を起こすおそれがあります。安全な場所に停
車し、当社指定サービス工場にご連絡ください。

故障したとき／事故が起きたときの注意

走行中に路上で故障したとき
・	 一般道では、車を路肩などの安全な場所へ移動させ、非常点滅

灯を点滅させます。必要に応じて、車の後方に停止表示板を置
いてください。

・	 高速道路や自動車専用道路では、車を路肩などの安全な場所へ
移動させ、車内の乗員を安全な場所に避難させてください。次
に非常点滅灯を点滅させ、車の後方に停止表示板を置いて（法
律で義務付けられています）ください。

路上で動けなくなったとき
・	車を移動するときは、シフトポジションをNにしてパーキング

ブレーキを解除し、安全な場所へ移動させてください。

踏切内で動けなくなったとき
・	 同乗者や付近の人に協力してもらい安全な場所まで押しても

らってください。車を移動するときは、EV システムを始動し
てシフトポジションを Nにし、パーキングブレーキは解除し
ます。

・	 車を移動できないときは、乗員を安全な場所へ避難させ、直ち
に踏切警報機に設置してある非常ボタンを押します。緊急を要
するときは、保安炎筒を使用して列車に車が踏切内に停車して
いることを知らせます。



xxiii

も　し　も　の　と　き

事故が起きたとき
・	 事故が起きてしまったときは、あわてずに次の処置をとります。
1.	 続発事故を防ぐために、他の交通の妨げにならない安全な場

所へ車を移動し、EV システムを停止します。
2.	 負傷者がいるときは、救急車の出動を要請するとともに負傷

者に応急手当を行います。
ただし、頭部を負傷しているときは動かさないようにします
が、続発事故のおそれがあるときは安全な場所へ避難させま
す。

3.	 警察に連絡します。
事故が発生した場所、事故状況、負傷者の有無、負傷の程度
を報告し、指示を受けてください。

4.	 事故の相手があるときは、相手側の氏名や住所、電話番号、
自動車保険の番号などを確認してください。

5.	 車をご購入された販売店と保険会社に事故状況をご連絡くだ
さい。
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盗難についての注意

スマートキーは必ず携行してください
・	 車から離れるときは、必ず EV システムを停止し、スマートキー

を携行してください。
・	 また、スペアキーを車内に置いたり、バンパーや車体の一部に

貼り付けておくことは、盗難のおそれがありますので絶対にお
やめください。

ドアやウィンドウを確認してください
・	 車から離れるときは、すべてのドアが正しくロックされている

ことを確認してください。また、ウィンドウがきちんと閉じて
いるかを確認してください。

路上駐車は絶対におやめください
・	 短時間の駐車でも、いたずらや盗難を防ぐために違法な路上駐

車を避け、明るく管理の行き届いた駐車場に入ることを心がけ
てください。

車内に現金や貴重品は絶対に置いたままにしないでください
・	 現金や貴重品、携帯電話、バッグ、上着などを車内に置いたま

ま車を離れないでください。

こんなことにもご注意を

車の改造は禁止されています
・	 車の改造や当社純正部品以外の使用は、車の性能が十分に発揮

できないだけでなく、思わぬ事故の原因につながるおそれがあ
ります。また、保証の適用外になるだけでなく、故障の原因に
なることがあります。

・	電装品や無線機などの取り付け、取りはずしは、当社指定サー
ビス工場にご相談ください。
取り付け、取りはずしが適切でないと、電子機器部品に悪影響
をおよぼすだけでなく、故障や火災などの思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

・	 ハンドルの取りはずしや交換は、絶対に行わないでください。
ハンドルには SRS エアバッグが内蔵されていますので、正常
に作動しなかったり不意に作動して思わぬ事故になるおそれが
あります。

タイヤ、ホイールは指定サイズを使用してください
・	 タイヤ、ホイールは指定された規格の製品を使用してください。

指定以外の製品を装着すると、ブレーキシステムに悪影響をお
よぼしたり、走行安定性を損なうおそれがあります。

・	 交換は当社指定サービス工場で行ってください。
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ウィンドウにアクセサリーを取り付けないでください
・	 ガラス面にアクセサリーなどを取り付けると、視界の妨げに

なったり、走行中に飛んでケガをするなど思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

・	 アクセサリーの吸盤がレンズの働きをして、火災を起こすこと
があり危険です。

冬季はタイヤの滑り止めや解凍剤などをご用意ください
・	 冬季のトラブルを軽減するために、冬用タイヤチェーン／ネッ

トや解凍剤などの準備およびバッテリーの点検を行っておくこ
とをお勧めします。詳しくは当社指定サービス工場にご相談く
ださい。

・	 積雪や凍結した道路を走行するときは、安全のため冬用タイヤ
を装着してください。
冬用タイヤに交換するときは、必ず指定サイズで同じメーカー
の同じ銘柄のものを4輪に装着してください。

・	 タイヤチェーン／ネットは、タイヤサイズに合ったものを前輪
に取り付けてください。

・	 タイヤチェーン／ネットの装着は、安全な場所に停車し、各取
扱説明書に従って確実に取り付けてください。
装着後は100m くらい走行して、ゆるみや車体に当たってい
ないかを再度確認してください。

・	 12V バッテリーは、気温が低くなると性能も低下します。バッ
テリー液や比重、充電状態を点検してください。

・	 ウォッシャー液の凍結を防ぐために、夏季よりも混合割合を高
くしてください。

タバコの吸殻の火は消して灰皿へ入れてください
・	 タバコやマッチなどの火は、確実に消して灰皿へ入れてふたを

閉めてください。
・	 灰皿の中に吸殻を入れすぎたり、燃えやすいものを入れたりし

ないでください。思わぬ火災につながるおそれがあります。
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ワイヤレス充電器についての注意

ワイヤレス充電器の電波がおよぼす影響について
・	 電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除

細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。
・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外

の医療用機器を使用される場合は、電波による影響について医
療用機器製造業者などに事前に確認してください。電波により
医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。

リチウムイオンバッテリーの充電についての注意

・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器など
の医療用機器を使用されている方は、機器におよぼす影響につ
いて医療用機器製造業者などに事前に確認してください。

・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器など
の医療用機器を使用されている方は、次のことをお守りくださ
い。充電により、医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあ
ります。
・	 3kW ／ 6kW 普通充電するときは、短い時間であっても、

充電ケーブル、コントロールユニット、充電器などに近付か
ないでください。

・	 急速充電器を使用したり、急速充電器を設置している場所に
近付いたりしないでください。

・	 急速充電器の操作は自分で行わず、他の方にお願いしてくだ
さい。

・	 充電中は車内にとどまったり、車両に近付かないでください。
・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外

の医療用機器を使用されている方は、機器におよぼす影響につ
いて医療用機器製造業者などに事前に確認してください。医療
用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。
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オーディオについての注意

このオーディオはBluetooth®の機能を備えています。植え込
み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を使用されて
いる方は、オーディオから約22cm以内に近付かないようにし
てください
・	 電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除

細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。
・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外

の医療用機器を使用される場合は、電波による影響について医
療用機器製造業者などに事前に確認してください。電波により
医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。
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１
フロントシート

	●運転席のシート調整は、安全のため停車中に行ってください。
	●シートを調整するときには、身体の一部や障害物が妨げにならないように注意し、正しい位置に固定してください。

	●フロントシートの調整（手動）
背もたれの角度調整

ダイヤルを回して背もたれの角度を調整
します。

高さ調整

レバーを上下に動かして高さを調整しま
す。

前後調整

レバーを引き上げたままシートを前後に
動かします。レバーを放すとその位置で
固定されます。
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１
	●フロントシートの調整（電動）

電動シートの調整はEVシステムが始動している状態のときに行ってください。

背もたれの角度調整

スイッチを前後に倒して背もたれの角度
を調整します。

前後調整

スイッチを前後にスライドして調整しま
す。

高さ調整

スイッチを上下に動かして高さを調整し
ます。
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１
	●ヘッドレストの調整

高さ調整
ヘッドレストを引き上げると上がりま
す。
ラグ Aを押しながらヘッドレストを押す
と下がります。

高さはヘッドレストの上端と前席乗員
の頭の上が揃うように調整してくださ
い。

ヘッドレストの脱着
1.	 背もたれを後方へ倒します。
2.	 ヘッドレストを最上の位置に移動し

ます。
3.	 ラグ Aを押しながら引き上げます。
4.	 ヘッドレストを戻すには、ヘッドレ

ストの支柱をシートの穴に合わせて
押し込みます。

	●ヘッドレストは衝突の際にはずれな
いように、支柱によって支えられて
います。
	●ヘッドレストをはずして運転しない
でください。

	●ランバーサポート *

スイッチを押してランバーサポートの張
り出しを調整します。

* 仕様により異なります。
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１
	●シートヒーター *

シートヒーターは運転席と助手席に装備
され、EV システムが始動している状態
のとき、別々に作動させることができま
す。
アイコンにタッチして設定した温度に自
動調整されます。

表示灯が消灯：オフ
表示灯が一つ点灯：低
表示灯が二つ点灯：中
表示灯が三つ点灯：高

	●アクティブランバーサポート *

EV システムが始動している状態のとき
に使用できます。作動すると6分間ラン
バーサポートのぼう張、収縮が行われ、
4分間のインターバルののち再度6分間
作動します。1時間経過すると、自動的
に停止します。

機能の作動
ボタンを押すと、インジケー
ターが点灯し、機能が作動しま
す。

機能の停止
作動中にボタンを押すと、イン
ジケーターが消灯し、機能が停
止します。
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１ 	●次の方がシートヒーターを使用する
場合は、低温やけどを負うおそれが
あるため注意してください。
•	 乳幼児 ､ お子さま ､ お年寄り ､
病人 ､体の不自由な人
•	 皮膚の弱い人
•	 疲労の激しい人
•	 深酒や眠気をさそう薬 ( 睡眠薬 ､
かぜ薬など ) を服用された人

	●異常な過熱や低温やけどの原因とな
るおそれがあるため、シートヒー
ターを使用するときは次のことをお
守りください。
•	 毛布やクッションなどをかけた
状態で使用しないでください。
•	 長時間連続して使用しないでく
ださい。

シートヒーターの損傷を防ぐために、
次のことをお守りください。
•	 重い荷物をシートの上に置いたり、
針金やピンなどを突き刺したりしな
いでください。

•	 シートの上で立ち上がったり、膝を
突いて体重をかけたりしないでくだ
さい。

•	 シートの上に水や飲み物などをこぼ
さないでください。

•	 シートが濡れているときはシート
ヒーターを使用しないでください。

	●電費を良くするためにも、以下のこ
とをお守りください。
•	 シートに乗員が着席していない
ときは、シートヒーターを使用
しないでください。

•	 シートが十分に温まったら、シー
トヒーターの温度設定を低くし
てください。

	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにしてもシートヒーターの
設定は保持されます。
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１
ミラー

	●電動ドアミラー

ドアミラーの調整

調整するミラーに合わせて、スイッチ A
を左側または右側に回します。
ミラーはスイッチ Aを動かして上下左右
に角度が変えられます。
調整が終わったら、スイッチ Aを中央の
位置に戻します。

ドアミラーの格納と展開

スイッチ Aを下側に回すと、ミラーが格
納されます。
スイッチ Aを上側に回すと、ミラーが展
開されます。

	●ミラーで見た距離感覚と実際の車と
の距離が異なります。車との感覚を
判断する際には、この点に十分ご注
意ください。
	●電動ドアミラーを手で倒したり、戻
したりしないでください。

 

	●手などを挟まないように、安全を確
認してから操作してください。
	●スイッチ Aを使用してドアミラー
を格納した場合は、車を解錠しても
ドアミラーは展開しません。スイッ
チ Aを使用してドアミラーを展開
してください。
	●エアコンのリアウィンドウの視界確
保モードは、ドアミラーの曇り取り
も兼用しています。
	●プロキシミティキーレスエントリー
機能、リモコン、または緊急用キー
で施錠または解錠すると、ミラー
が自動的に格納または展開されま
す。この機能をオン／オフするには、
タッチスクリーンで設定します。
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１
	●自動防眩バックミラー

センサーでミラーにあたる光を感知し、
昼と夜で自動的にミラーの明るさを調整
します。また、夜間に後続車のヘッドラ
ンプがミラーに反射した場合も、自動的
に暗くなって後方の視界を確保します。
なお、シフトポジションを Rにすると、
後方視界を確保するために一時的に明る
くなります。

安全のため、ミラーは後方がよく見え
る位置に調整してください。
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１
リアシート

	●リアシートヘッドレスト

高さ調整

高い位置、低い位置の2段階が選択でき
ます。
ヘッドレストを引き上げると上がりま
す。ラグ Aを押しながらヘッドレストを
押すと下がります。

シートに座るときは、ヘッドレストを
高い位置に調整してください。

取りはずし

1.	 ボタン①を引き、背もたれを前方に
倒します。

2.	 ヘッドレストを高い位置まで引き上
げます。

3.	 ラグ Aを押してヘッドレストを取り
はずします。

ヘッドレストを取りはずしたまま走行
しないでください。事故などのときに
ケガをする危険性があります。

取り付け
ヘッドレストの支柱をシートの穴に合わ
せて押し込みます。



1-10

安全に運転するために

１
	●リアシートの折りたたみ

折りたたみかた

1.	 フロントシートを前にずらします。
2.	 リアヘッドレストを低い位置にセッ

トします。
3.	 両サイドのシートのシートベルトは

背もたれの脇に寄せます。
4.	 ボタン①を引き、背もたれ②のロッ

クを解除します。
5.	 背もたれ②を前方へ倒します。

戻しかた

1.	 背もたれを起こして元の位置に戻し
ます。

2.	 シートが確実に固定され、ボタンの
赤い目印が見えないことを確認しま
す。

3.	 背もたれがシートベルトを巻き込ん
でいないか確認します。

	●リアシートを操作するときは、安全
な場所に停車させてから行ってくだ
さい。
	●リアシートを元に戻すときには、背
もたれがしっかりと固定されている
ことを確認してください。しっかり
と固定されていないと、急ブレーキ
や事故などのときにケガをするおそ
れがあります。また、ラゲッジルー
ムの荷物が放り出され乗員がケガを
するおそれがあります。

リアシートを操作するときは、シート
のまわりに障害物がないか確認してく
ださい。また、体が挟まれないように
十分に注意してください。

リアシートを戻すときにはシートベル
トを巻き込まないようにしてくださ
い。
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１
シートベルト

	●フォースリミッター付きシート
ベルトプリテンションシステム

車体が強い衝撃を受けたとき、瞬間的に
シートベルトを引き込み、身体を拘束す
る効果を高める装置です。
この機構は、ENGINE START/STOP
スイッチがアクセサリーポジションのと
き、または EV システムが始動している
状態のときに作動します。
フォースリミッターは、事故の際に身体
にかかるシートベルトの衝撃を和らげる
働きをします。

	●フロントシートベルト

フロントシートのシートベルトはフォー
スリミッター付きシートベルトプリテン
ションシステムです。

水平方向にあるベルトを、腹部ではなく
腰骨に当たるようにしてバックプレート
をカチッと音がするまでバックルに差し
込みます。バックルの赤いボタンを押す
とはずれます。

	●リアシートベルト

リアシートベルトは3点式で、両サイド
はフォースリミッター付きです。

シートベルトのストラップを引き出し、
バックルに差し込みます。ストラップを
引っ張って、正常に装着されたかを確認
します。バックルの赤いボタンを押すと
はずれます。
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１
	●シートベルトの着用警告

インストルメントパネルとシートベルト
着用／非着用ディスプレイの警告灯が点
灯または点滅して、シートベルトの着用
状況を表示します。

①：助手席側シートベルト警告灯
②：運転席側シートベルト警告灯
③：後席左側シートベルト警告灯
④：後席中央シートベルト警告灯
⑤：後席右側シートベルト警告灯

ENGINE START/STOPスイッチがア
クセサリーポジションのとき、または
EV システムが始動している状態のとき、
シートベルトを着用していないと、イン
ストルメントパネルの警告灯が点灯しま
す。シートベルト着用／非着用ディスプ
レイの警告灯①②③④⑤が赤く点灯した
場合、点灯した席のシートベルトが締め
られていません。シートベルトが締めら
れていると消灯します。
後席の警告灯③④⑤は、いずれかが赤く
点灯したままであっても、約30秒経過
すると警告灯が消灯します。
時速20km 以上で走行中にシートベルト
を着用していない、または着用していた
シートベルトをはずすと、約2分間段階
的に変化する警告音とともにシートベル
ト警告灯が点滅します。2分経過後は警
告灯のみが点灯します。
上記の警告は、シートベルトを着用する
と解除されます。

	●着座検知
助手席の座面に圧力センサーがあり、約
35kg 以上の重量が加わった状態でシー
トベルトを着用していないと警告灯は赤
く点灯します。

シートに重い荷物を置いて走行する場
合は、シートベルトのストラップを引
き出してバックルを差し込むと警告灯
が点灯しなくなります。
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１	●乗車中、短時間のドライブといえど
もシートベルトを必ず着用してくだ
さい。
	●妊娠中の女性も必ずシートベルトを
着用してください。ただし、医師に
注意事項をご確認願います。
	●シートベルトは、正しい姿勢で身体
に密着させなければ効果がありませ
ん。
	●バックルを逆にしてバックプレート
を差し込まないでください。また、
差し込むときには、ねじらないでく
ださい。
	●シートベルトは、上部を肩にしっか
りとかけ、下部は腰骨のできるだけ
低い位置にかけてください。
	●シートベルトを2人以上で共有しな
いでください。
	●お子さまを膝の上に抱いて走行しな
いでください。
	●シートベルトの部品をむやみにはず
したり改造しないでください。衝突
の際に作動しなくなるおそれがあり
ます。また、誤ってプリテンション
システムを作動させると、ケガをす
るおそれがあります。

	●シートベルトにほつれや傷跡がある
ようなときは、当社指定サービス工
場にご相談ください。部品交換が必
要になることがあります。
	●シートベルトを修理、交換する場合
は当社指定サービス工場にご相談く
ださい。
	●シートベルトプリテンションシステ
ムは、一度しか作動しません。作動
後は必ず部品交換が必要になります
ので、当社指定サービス工場で整備
を受けてください。
	●シートベルトプリテンションシステ
ムは、エアバッグとは関係なく作動
します。大きな衝撃を受けたときは、
当社指定サービス工場でシステムの
点検を受けてください。

シートベルトが傷んだり、絡まったり
しないように、シートベルトを使用し
ないときは、必ず正しい位置に収納し
てください。

	●降車時には、シートベルトを確実に
収納させてください。
	●シートベルトがロックして引き出せ
ないときは、ベルトを強く引いてか
ら、ゆるめてください。
	●シートベルトが汚れた場合は、せっ
けん水や洗剤で洗ってください。
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安全に運転するために

１
チャイルドシート
当社では、お子さまが乗る場合の安全を
十分配慮して車の設計と製造を行ってお
りますが、お子さまが同乗するときの安
全対策については、常に大人の方が十分
ご注意いただくようお願いします。

	●短時間の乗車でも、チャイルドシート
とシートベルトを着用してください。	
また、思わぬ事故を防ぐためにも、
リアドアのパワーウィンドウが作動し
なくなるキャンセルスイッチや、室内
からリアドアを開けられなくするチャ
イルドセーフティをご利用ください。
	●後席のウィンドウは3分の1以上開
けないようにしてください。
	●お子さまの体格に合った正式に認可
されたチャイルドシートを使用して
ください。適切なチャイルドシート
により、お子さまが守られます。
	●お子さまを膝に乗せての運転はしな
いでください。大ケガや致命傷を負
うおそれがあります。
	●お子さまが正しい着座位置に座って
いないと、急ブレーキや事故の際に
大ケガや致命傷を負うおそれがあり
ます。また、エアバッグが作動した
場合にも、思わぬケガを負うおそれ
があります。

	●3点式シートベルトを使用した
チャイルドシート

新生児から体重13kgまで
このタイプのシートは、
体重13kg までのお子
さまに適しています。
�減速時に首に負担がか
からないように、進行
方向とは反対向きに取
り付けてください。

体重15kgから36kgまで
体 重15kg 〜36kg ま
でのお子さまにお勧め
するタイプです。
このタイプのチャイル
ドシートは、後席左右

（ドア側）のシートにの
み取り付けることができます。

体 重15kg 〜36kg ま
でのお子さまにお勧め
するタイプです。
このタイプのチャイルド
シートは、助手席または
後席左右（ドア側）のシー

トにのみ取り付けることができます。
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安全に運転するために

１
	●助手席へのチャイルドシートの取り
付け（3点式シートベルトを使用）

後ろ向きチャイルドシート
後ろ向きチャイルドシートを助手席に
取り付ける際、助手席エアバッグの機能
をキャンセルすることが必要です。

後ろ向きチャイルドシートを取り付け
る際には、必ず助手席エアバッグの機
能をキャンセルしてください。お子さ
まが大ケガを負ったり、場合によって
は致命傷を受けるおそれがあります。

	

前向きチャイルドシート
前向きチャイルドシートを助手席に取り
付ける際、助手席エアバッグの機能は
キャンセルしないでください。

	

助手席の位置
シートの位置は一番後ろ、高さ調整機能
が装備されている場合は、高さを一番高
い位置に調整してください。
また、バックレストを元の位置に戻して
ください。

	●シートベルトがしっかりと締まって
いることを必ず確認してください。
	●レッグサポート付きのチャイルド
シートは、レッグサポートをしっか
りとフロアに接地させてください。
必要に応じて、助手席シート位置を
調節してください。
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安全に運転するために

１
	●リアシートへのチャイルドシート
の取り付け	
（3点式シートベルトを使用）

後ろ向きチャイルドシート
後ろ向きチャイルドシートをリアシー
トに取り付けた際、チャイルドシートが
前席に接触しないように、前席の前後位
置およびバックレストの角度を調整し
てください。

	
	

前向きチャイルドシート
前向きチャイルドシートをリアシートに
取り付けた際、お子さまの足が前席に接
触しないように、前席の前後位置および
バックレストの角度を調整してください。

	●シートベルトがしっかりと締まって
いることを確認してください。
	●前向きチャイルドシートを取り付け
るときは、背もたれとチャイルド
シートの間のすき間が少なくなるよ
うにしてください。
	●レッグサポート付きのチャイルド
シートは、レッグサポートをしっか
りとフロアに接地させてください。
必要に応じて、前席のシート位置を
調節してください。
	●レッグサポート付きのチャイルド
シートを後席中央に取り付けないで
ください。

* 仕様により異なります。
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安全に運転するために

１
	● ISOFIX チャイルドシート	
（当社推奨）

新生児から体重13kgまで

後ろ向きチャイルドシート。高さ調整が
可能なバーを備えています。
3点式のシートベルトで取り付けること
も可能です。その場合シェルのみ使用し
てください。

	● i-Size チャイルドシート
i-Sizeチャイルドシートは、助手席 *
およびリアシートに設置されている、
ISOFIX規格のこの車専用チャイルド
シートをワンタッチで固定するための金
具に取り付けます。

	

体重9kgから18kgまで

前向きチャイルドシート、アッパースト
ラップ付き。
シートの角度を3段階に調節できます。
3点式のシートベルトで取り付けること
も可能です。その場合、お子さまの足が
前席に接触しないように、前席の前後位
置およびバックレストの角度を調整して
ください。
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安全に運転するために

１
	●シート位置別チャイルドシート情報

次の表は、チャイルドシートが車内のどのシート位置に対応しているかを示した一覧表です。

シート位置

シート位置番号 ①運転席

②助手席

③後席右側 ④後席中央 ⑤後席左側
エアバッグOFF*1 エアバッグON*2

シートベルトを使用した一般的な	
チャイルドシート X ○*3 ○ ○*5 ○

i-Sizeチャイルドシート X ○*4 ○ X ○

トップテザーアンカーの有無 無 有 有 無 有

キャリコット X X ○*6 X ○*6

後ろ向きISOFIXチャイルドシート X R3*4 X R3*7 X R3*8

前向きISOFIXチャイルドシート X F3*4 F3 X F3

ブースターシート X B3 B3 X B3

※ i-Sizeチャイルドシートに対応するシート位置は、R1、R2、F2X、F2、B2の固定具に対応するチャイルドシートも取り付けるこ
とができます。
※ R3の固定具に対応するシート位置は、R1、R2の固定具に対応するチャイルドシートも取り付けることができます。
※ F3の固定具に対応するシート位置は、F2X、F2の固定具に対応するチャイルドシートも取り付けることができます。
※ B3の固定具に対応するシート位置は、B2の固定具に対応するチャイルドシートも取り付けることができます。
※チャイルドシートを取り付ける際には、確実に固定されているか確認してください。必要に応じて、ヘッドレストを取りはずし、チャ
イルドシートを確実に固定してください。
※当社では可能なかぎり、すべてのチャイルドシートにおいてリアシートに設置することを奨励しています。
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安全に運転するために

１
○	：	チャイルドシートを取り付けできま

す。
X	：	チャイルドシートは取り付けできま

せん。
有	：	トップテザーアンカーを装備してい

ます。
無	：	トップテザーアンカーを装備してい

ません。

*1 後ろ向きチャイルドシートを助手席
に取り付けるときは、助手席エアバッ
グの機能をキャンセルすることが必
要です。

*2 助手席エアバッグの機能をキャンセ
ルしていないときは、前向きチャイ
ルドシートのみ取り付けることがで
きます。

*3 助手席に取り付けるときは、バック
レストを元の位置に戻し、シートを
一番後ろまで下げてください。高さ
調整機能が装備されている場合は、
シートの高さを一番高い位置に調整
してください。

*4 助手席には ISOFIXチャイルドシー
トの取り付け金具が装備されていな
い場合があります。

*5 レッグサポート付きのチャイルド
シートは後席中央に取り付けられま
せん。

*6 キャリコットタイプのチャイルド
シートを後席に取り付けた場合は、
他のチャイルドシートを後席に取り
付けることはできません。

*7 運転席のシートの高さを一番高い位
置に調整してください。

*8 助手席の前後位置を一番前に調整し
てください。

①：運転席
②：助手席
③：後席右側
④：後席中央
⑤：後席左側
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安全に運転するために

１
チャイルドシートは取り付ける
ことができません。

助手席エアバッグの機能をキャ
ンセルしている場合。

助手席エアバッグの機能をキャ
ンセルしていない場合。

シートベルトを使用した前向き
および後ろ向きのユニバーサル
チャイルドシートの取り付けに 

	 適しているシート位置。

シートベルトを使用した前向き
のユニバーサルチャイルドシー
トの取り付けに適しているシー 

	 ト位置。

i-Sizeチャイルドシートの取り
付けに適しているシート位置。

ISOFIX「前向き」チャイルド
シートの取り付けに適している
シート位置。
F2X：	 ISOFIX低型前向き幼児

用チャイルドシート
F2：	 ISOFIX低型前向き幼児

用チャイルドシート
F3：	 ISOFIX全高前向き幼児

用チャイルドシート

ブースターシートの取り付けに
適しているシート位置。

ISOFIX「キャリコット」チャ
イルドシートの取り付けに適し
ているシート位置。
L1：左向き位置用チャイルド

シート
L2：右向き位置用チャイルド

シート

i-Size「前向き」チャイルドシー
トの取り付けに適しているシー
ト位置。

トップテザーアンカーをシート
のバックレストに装備していま
す。
ISOFIX「前向き」ユニバーサ
ルチャイルドシートの取り付け
に適しているシート位置。

ISOFIX「後ろ向き」チャイル
ドシートの取り付けに適してい
るシート位置。
R1：	ISOFIX後ろ向き乳児用

チャイルドシート
R2：	ISOFIX小型後ろ向き幼

児用チャイルドシート
R3：	ISOFIX大型後ろ向き幼

児用チャイルドシート



1-21

安全に運転するために

１	●助手席に後ろ向きチャイルドシート
を取り付ける際には、必ず助手席エ
アバッグの機能をキャンセルしてく
ださい。お子さまが大ケガを負った
り、場合によっては致命傷を受ける
おそれがあります。
	●チャイルドシートを取りはずした
ら、必ずヘッドレストを取り付けて
ください。事故などのときにケガを
する危険性があります。

チャイルドシートは、メーカーの取扱
説明書に従って正しく取り扱ってくだ
さい。

	● ISOFIXチャイルドシートの取
り付けかた

取り付け可能シート位置

ISOFIX規格のチャイルドシートを取り
付けることができるシートを表していま
す。
取り付けが可能なシート位置にはそれぞ
れ3つの ISOFIX規格のチャイルドシー
トをワンタッチで固定するための金具が
装備されています。

助手席には ISOFIXチャイルドシー
トの取り付け金具が装備されていない
場合があります。

取り付け金具
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安全に運転するために

１
シートの背もたれとシートクッション
の間に２つの金具 Aがあります。金具
Aにジッパーが装備されている場合は、
ジッパーを開けて使用してください。
トップテザー対応のシートは、ストラッ
プをシート裏側のトップテザーアンカー
Bに装着してください。

取り付け方法については、チャイルド
シートの説明書に従ってください。

	●チャイルドシートは正しく取り付け
てください。事故などの場合に十分
な保護ができなくなるおそれがあり
ます。
	●チャイルドシートは製造メーカーの
指定に従って正しくご使用くださ
い。チャイルドシートに指定され
た適正な年齢や体格を無視すると、
シートベルトにより傷害を受けるお
それがあります。

チャイルドシートを後席左側シートに
取り付けるときは、後席中央シートの
シートベルトを車内中央に寄せ、チャ
イルドシートがシートベルトの使用の
妨げにならないようにしてください。
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安全に運転するために

１
エアバッグ

エアバッグは ENGINE START/STOP
スイッチがアクセサリーポジションのと
き、または EV システムが始動している
状態のときだけ作動します。
エアバッグは致命的な事故の際にフォー
スリミッター付きシートベルトを補助し
て乗員を最大限守るように設計されてい
ます。
万一の際、エアバッグシステムが急激な
減速を感知してそれがある到達点にまで
達していたら即座にシステムが起動して
乗員の保護を行います。
その直後エアバッグはしぼんで乗員が脱
出しやすい空間を確保します。
エアバッグはシートベルトが十分フォ
ローできる範囲内の衝撃では開きません。

展開後のエアバッグ構成部品は熱く
なっておりますので、やけどを負う可
能性があります。

展開後のエアバッグはガスが抜けてす
ぐしぼむようにできています。このガ
スには若干の刺激性があります。

	●フロントエアバッグ

運転席エアバッグはステアリング中央部
に収納されています。
助手席エアバッグはダッシュボード内に
収納されています。助手席エアバッグ
キャンセルスイッチが OFFのときは展
開しません。

	●ステアリングのスポーク部を握って
運転したり、センターパッド部に手
を置いて運転しないでください。
	●助手席に座る人は、ダッシュボード
に足を乗せないでください。
	●ステアリングをはずしたり、物を突
き刺したり、激しく物を当てないで
ください。
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安全に運転するために

１ 	●ステアリングホイールと助手席ダッ
シュボードには、エアバッグが組み
込まれています。正しく作動させる
ために次のことをお守りください。
•	 エアバッグの組み込まれた箇所
にカバーをかけたり、ステッカー
などを貼らないでください。
•	 助手席側のダッシュボードの上
に足や物を置いたり、立てかけ
たりしないでください。エアバッ
グがふくらむときに置いた物が
飛び、ケガをするおそれがあり
ます。
•	 エアバッグや近くにある部品を
むやみにはずさないでください。
衝突の際に作動しなくなるおそ
れがあります。また、誤ってエ
アバッグを作動させるとケガを
するおそれがあります。
•	 喫煙中にエアバッグが作動する
とケガややけどをするおそれが
あります。

	●ステアリングホイールやダッシュ
ボードに近付きすぎる乗車姿勢で
は、作動したエアバッグによりケガ
をするおそれがあります。

	●助手席エアバッグキャンセル	
スイッチ

チャイルドシートを進行方向とは逆向き
に助手席へ取り付けるときは、助手席の
エアバッグが作動しないようにします。
これはエアバッグが作動してふくらんだと
きの衝撃からお子さまを守るためです。

ON
助手席に大人が着席しているときは、必
ず助手席エアバッグキャンセルスイッチ
を ONにします。助手席エアバッグが作
動します。チャイルドシートを進行方向
に対して後ろ向きに取り付けないでくだ
さい。

作 動 中 は、ENGINE START/
STOPスイッチをアクセサリーポ
ジションにする、または EV シス

テムを始動すると、シートベルト着用／非
着用ディスプレイに警告灯が約1分間点灯
します。
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安全に運転するために

１
OFF
チャイルドシートを進行方向に対して後
ろ向きに取り付けたときは、必ず助手席
エアバッグキャンセルスイッチを OFF
にします。助手席エアバッグは作動しま
せん。
1.	 ENGINE START/STOPスイッチ

をオフにします。
2.	 グローブボックスを開きます。
3.	 助手席エアバッグキャンセルスイッ

チに緊急用キーを差し込み、 OFF
の位置にします。

4.	 そのまま緊急用キーを抜きます。

キ ャ ン セ ル 中 は、ENGINE 
START/STOPスイッチをア
クセサリーポジションにする、

または EV システムを始動すると、シー
トベルト着用／非着用ディスプレイに警
告灯が点灯します。

助手席サンバイザーに警告ラベルが貼り
付けられています。

作動停止設定をしていない前側エア
バッグで保護されている座席には、絶
対にチャイルドシートを後ろ向きに装着
しないでください。お子様の死亡また
は重症の原因になることがあります。

	●サイドエアバッグ

前席のサイドエアバッグは背もたれ側面
（ドア側）に収納されています。後席の
サイドエアバッグはリアピラーに収納さ
れています。
サイドエアバッグは、横からの衝撃に対
してのみ左右が独立して展開します。
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安全に運転するために

１ 	●シートカバーは当社が推奨するもの
だけを使ってください。
	●背もたれにアクセサリーなどを取り
付けたり貼ったりしないでください。
	●後席のサイドエアバッグがふくらむ
ときに、ドア側のリアシート座面や、
折りたたんだリアシートのシート
バックの上に置いた物が飛び、ケガ
をするおそれがあります。
	●ドア側に近付きすぎた座りかたをし
ないでください。

	●カーテンエアバッグ
ドアピラー部から天井にかけて収納され
ており、横からの衝撃に対し前席と後席
の乗員を保護するために左右が独立して
展開します。

	●天井やピラーにアクセサリーなどを
取り付けたり貼ったりしないでくだ
さい。
	●天井に取り付けられているグリップ
ハンドルをはずさないでください。
カーテンエアバッグが機能するため
の一部になっています。

	●故障しているときは
インストルメントパネル上の警告
灯が点灯します。当社指定サービ

ス工場でシステムの点検を受けてくださ
い。

エアバッグ警告灯が点灯しているとき
は、後ろ向きチャイルドシートを助手
席に取り付けないでください。
当社指定サービス工場でシステムの点
検を受けてください。



1-27

安全に運転するために

１
	●エアバッグの作動条件

A．フロント衝撃ゾーン
B．サイド衝撃ゾーン

フロントエアバッグの作動条件
フロント衝撃ゾーン Aに、車両前方から
後方へ縦方向の強い衝撃を水平に受けた
ときに、運転席エアバッグと助手席エア
バッグが連動して作動します。
助手席エアバッグの作動を解除している
ときは、助手席エアバッグは連動して作
動しません。

サイドエアバッグの作動条件
サイド衝撃ゾーン Bに、車両外側から内
側へ横方向の強い衝撃を水平に受けたと
きに、衝撃を受けた側が作動します。

カーテンエアバッグの作動条件
サイド衝撃ゾーン Bに、車両外側から内
側へ横方向の強い衝撃を水平に受けたと
きに、サイドエアバッグと連動して作動
します。

	●車両への衝撃の強さは、衝突時の車
速や衝突した障害物によって異なり
ます。
	●車両側面への衝撃や衝突が弱いと
き、および横転、転覆したときは、
エアバッグが作動しないことがあり
ます。
	●正面衝突したとき、または、追突さ
れたときは、サイドエアバッグや
カーテンエアバッグは作動しませ
ん。
	●エアバッグ単独では衝撃を吸収する
効果が十分ではありません。必ず、
シートベルトを正しく着用してくだ
さい。
	●エアバッグシステムの改造は絶対に
行わないでください。
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１
エアバッグは一度しか作動しません。
フロントエアバッグ、サイドエアバッ
グやカーテンエアバッグが作動した場
合は、シートや内装部材、コントロー
ルユニットなどの交換が必要になりま
す。事故の後は、必ず当社指定サービ
ス工場で点検や部品の交換を行ってく
ださい。
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１
走行する前に

	●タイヤの点検

空気圧の確認
タイヤの空気圧は、スペアタイヤも含めて毎月1回ないし長距離
を走行する前に点検してください。
適正値は、助手席側のドアピラー部に表示されています。表示さ
れている値は、タイヤの温度が低いときの値です。空気圧はタイ
ヤの温度が上昇すると増加しますので、暖まっている状態で空気
圧が高いからといって空気を抜かないでください。

間接式タイヤ空気圧警告灯（→P.4-40）
車には、タイヤの空気圧に大きな変化があった場合に警告をする
機能がついています。警告灯が点灯したら、直ちに空気圧を点検
してください。また、空気圧を調整した後は必ず初期化をしてく
ださい。

外観の点検
タイヤの接地面や両サイドに、著しい損傷や亀裂、釘や針金など
の異物が刺さっていないかを点検してください。また、タイヤの
接地面に部分的な異常摩耗がないかも点検してください。

スリップサイン
タイヤには、摩耗の限度を示すスリップサインが設けられていま
す。タイヤの表面とスリップサインが同じ高さになったら、新品
と交換してください。

冬季の取り扱い

	●冬季用タイヤ
積雪や凍結した道路を走行するときは、安全のため冬季用タイヤ
を装着することをお勧めします。
冬季用タイヤに交換するときは、必ず納車時に装着されていたタ
イヤと同じサイズのものをご使用ください。
当社販売店では、車に適した性能の冬季用スタッドレスタイヤも
用意しております。
スタッドレスタイヤは、車のバランスを保つために4輪全部に装
着してください。
雪道や凍結した道路では、スタッドレスタイヤでも万全ではあり
ません。運転には十分ご注意ください。
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１
	●スノーチェーン、スノーネット

スノーチェーン、スノーネットは、タイヤサイズに合ったものを
前輪に装着してください。
取り付けは、平坦な安全な場所で、それぞれの取扱説明書に従っ
て確実に行ってください。
チェーンやネットの装着後は、100m 程度走行してゆるみや車
体への当たりがないかを確認してください。
当社販売店では、それぞれのタイヤに合わせた専用チェーンや
ネットを用意しております。

市販されているタイヤチェーンの中には、サイズが合っていて
も装着できないものがあります。

スタッドレスタイヤやスノーチェーンは、当社販売店でお求めく
ださい。

	●その他
・	 冬季には、12V バッテリーに高い負荷がかかります。12V バッ

テリーは常にフル充電にしてください。
・	 非常に冷え込んだ天候のときは、パーキングブレーキが凍結す

ることがあります。温度が非常に低い日は、パーキングブレー
キの使用を避け、シフトポジションを Pにして輪止めをかけ
てください。

・	 ライト類や方向指示器などは、冬季は非常に汚れやすくなりま
す。定期的に清掃するように心がけてください。

・	 キーシリンダーには、潤滑剤を使用して注油しておいてくださ
い。

・	 ドアのゴム製シールには、凍結を防ぐためにシリコン潤滑油を
塗付します。

・	 空気取り入れ口は、いつもきれいに保つようにしてください。
・	 雪隔け時には特に車が汚れます。また、融雪剤には塩分を含ん

でいるものがあります。こまめに車全体を洗浄し、車体の下や
ホイールアーチ部もよく洗ってください。
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１
保安炎筒

車室内に備えつけてあります。
踏み切りや高速道路などの危険な場所で故障したときに使用しま
す。
使用方法は、保安炎筒に記載してあります。あらかじめよく読ん
でおいてください。
発炎時間は約5分間です。
保安炎筒に表示してある有効期間が切れる前に、新品をお求めに
なり交換してください。

	●お子さまに触らせないでください。いたずらなどによる発火
で、思わぬ事故になるおそれがあります。
	●ガソリンなどの可燃物の近くでの使用は危険です。また、炎
を顔や体に向けるとやけどの危険があります。

	●非常用信号としてのみご使用ください。
	●トンネル内ではハザードランプを使用してください。トンネ
ル内で使用すると、煙により視界が悪くなり危険です。
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１
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２

スマートキー

DS 3 CROSSBACK E-Tenseには、ス
マートキーを携帯しているだけで、ドアや
テールゲートの解錠／施錠やEVシステム
の始動ができる、プロキシミティキーレス
エントリー機能が装備されています。
プロキシミティキーレスエントリー機能
は、スマートキーを携帯して車両の検知
エリアに入る／出るとドアやテールゲー
トの解錠／施錠が自動的に行われます。
また、スマートキーをリモコンとして使
い、ボタンの操作で施錠／解錠すること
もできます。
スマートキーには緊急用キーが付いてい
ます。

	●プロキシミティキーレスエント
リー機能の作動範囲

プロキシミティキーレスエントリー機能
の自動施錠／解錠機能の検知エリアは
ゾーンA*、ゾーンB、ゾーンCに分けら
れます。

ゾーンA*：車両から約3mの範囲です。
検知エリアの外側からゾーンAに入る
とエクステリアサイドランプが点灯しま
す。
ゾーンB：車両から約2m の範囲です。
車両から離れてゾーンBから出ると自動
的に車両が施錠されます。
ゾーンC：車両から約1.5mの範囲です。
ゾーンCに入ると自動的に車両が解錠さ
れます。

プロキシミティキーレスエントリー機能
の自動施錠／解錠機能はタッチスクリー
ンの設定でオン／オフできます。

検知エリアにスマートキーがある場合
は盗難に注意してください。

スマートキーは微弱な電波を使用して
います。以下の場合は、正常に作動し
なかったり、不安定な動作になったり
することがあります。
•	 近くに強い電波を発する設備があ
るとき

•	 携帯電話、無線機、パソコンなど
の製品と一緒にスマートキーを携
帯しているとき

•	 スマートキーが金属に接していた
り、覆われたりしているとき

*仕様により異なります。
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	●解錠
解錠の仕様を、以下の2つから選択する
ことができます。
1.	 通常解錠モード

すべてのドアおよびテールゲートを
同時に解錠する（充電ポートリッドも
解錠）

2.	 選択解錠モード
最初の操作で運転席ドアのみ解錠
する（充電ポートリッドも解錠）。次
の操作でその他のドアおよびテール
ゲートを解錠する

設定の変更はタッチスクリーンで行いま
す。

初期設定は通常解錠モードになってい
ます。

	●通常解錠モード

リモコンを使用する
車に向けてリモコンの解錠ボタン
を押します。すべてのドアおよび
テールゲートが解錠されます。

すべてのドアのドアハンドルが展開しま
す。

プロキシミティキーレスエントリー機能
を使用する

プロキシミティキーレスエントリー機能
の自動施錠／解錠機能がオンの場合は、
スマートキーを携帯してゾーンCに入り
ます。または、スマートキーを携帯して
ドアハンドルを軽く押します。
すべてのドアおよびテールゲートが解錠
され、すべてのドアのドアハンドルが展
開します。

	●選択解錠モード

リモコンを使用する
車に向けてリモコンの解錠ボタ
ンを1回押します。運転席ドア
のみが解錠され、運転席ドアの

ドアハンドルのみが展開します。
もう1度解錠ボタンを押すと、その他のド
アおよびテールゲートが解錠され、その他
のドアのドアハンドルが展開します。

プロキシミティキーレスエントリー機能
を使用する
プロキシミティキーレスエントリー機能
の自動施錠／解錠機能がオンの場合は、
スマートキーを携帯して運転席側のゾー
ンCに入ります。または、スマートキー
を携帯して運転席ドアのドアハンドルを
軽く押します。
運転席ドアのみ解錠され、運転席ドアの
ドアハンドルのみ展開します。
スマートキーを携帯して助手席ドアのド
アハンドルを軽く押すと、すべてのドア
およびテールゲートが解錠され、すべて
のドアのドアハンドルが展開します。
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	●テールゲートの解錠

リモコンを使用する
テールゲートオープナーボタン
を長押しします。テールゲート
が解錠され、少し開きます。

プロキシミティキーレスエントリー機能
を使用する

スマートキーを携帯してテールゲートの
スイッチを押します。テールゲートが解
錠され、少し開きます。

テールゲートの解錠モードを変更する
テールゲートの選択解錠モードをオフに
すると、テールゲートの解錠と同時に、
すべてのドアが解錠されます（すべての
ドアのドアハンドルが展開します）。
設定の変更はタッチスクリーンで行いま
す。

	●テールゲートの解錠モードが選択解
錠モードのときは、テールゲートを
開けた後、テールゲートを閉じると
自動的に施錠されます。
	●テールゲートの解錠モードが選択解
錠モードのときは、スマートキーが
テールゲート周辺の検知エリアにな
いとプロキシミティキーレスエント
リー機能を使用したテールゲートの
解錠はできません。
	●テールゲートを解錠した後は、必ず
テールゲートを閉じて施錠してくだ
さい。

	●解錠するとハザードランプが数秒間
点滅します。ドアミラーは最初の解
錠と同時に展開します。
	●解錠した後、30秒以内にドアまた
はテールゲートを開かないと、自動
的に再度施錠されます。
	●解錠の仕様が選択解錠モードに設
定されているときは、スマートキー
が解錠操作するドア側（運転席ドア
または助手席ドア）の検知エリアに
ないと、プロキシミティキーレスエ
ントリー機能を使用した解錠はでき
ません。
	●スマートキーがプロキシミティキー
レスエントリー機能のゾーンBの範
囲内にあるとき、ドアの操作をしな
いで15分以上経過すると、プロキ
シミティキーレスエントリー機能の
自動施錠／解錠機能がオフになりま
す。また、ブザーが鳴り、すべての
ドアとテールゲートが施錠されます。	
車両のロックを解除するには、リモ
コンの解錠ボタンを押すか、いずれ
かのドアハンドルを軽く押します。
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	●施錠
リモコンを使用する

車に向けてリモコンの施錠ボタン
を押します。すべてのドアおよび
テールゲートが施錠され、すべ

てのドアのドアハンドルが格納します。

プロキシミティキーレスエントリー機能
を使用する

プロキシミティキーレスエントリー機能
の自動施錠／解錠機能がオンの場合は、
スマートキーを携帯し、車両から離れて
ゾーンBから出ます。ブザーが鳴り、す
べてのドアおよびテールゲートが施錠さ
れ、すべてのドアハンドルが格納します。
または、スマートキーを携帯して前席ド
アのドアハンドルを軽く押します。すべ
てのドアおよびテールゲートが施錠さ
れ、すべてのドアのドアハンドルが格納
します。

	●車両のロックが解除されていると
き、前席ドアのドアハンドルが格納
されている場合は、ドアハンドルを
押すと展開します。もう一度ドアハ
ンドルを押すとすべてのドアとテー
ルゲートが施錠されます。
	●施錠操作するリモコンのボタンを押
し続けると、パワーウィンドウが自
動的に閉まります。
	●施錠するとハザードランプが数秒間
点灯し、同時にドアミラーが格納し
ます。
	●以下のときは、施錠できません。
•	 ENGINE START/STOP ス
イッチがアクセサリーポジショ
ンのとき

•	 EVシステムが始動している状態
のとき

•	 いずれかのドアまたはテールゲー
トが完全に閉まっていないとき

•	 スマートキーが車内にあるとき
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	●スマートキーのバッテリーや12Vバッ
テリーの消費を抑えるために、以下
のような状態になることがあります。
•	 約1週間車両を使用しないと、ス
タンバイモードとなってプロキシ
ミティキーレスエントリー機能の
自動解錠機能が停止します。車
両のロックを解除するには、リモ
コンの解錠ボタンを押すか、前
席ドアのドアハンドルを軽く押し
ます。その後、EVシステムを始
動するとプロキシミティキーレス
エントリー機能の自動施錠／解
錠機能が再開されます。
•	 EVシステムが始動していない状
態でプロキシミティキーレスエン
トリー機能のゾーンAに繰り返し
出入りし、何度もエクステリアサ
イドランプが点灯すると、エクス
テリアサイドランプが一時的に点
灯しなくなります。*

•	 長期間（3週間以上）車両を使用
しないと、スタンバイモードと
なってプロキシミティキーレス
エントリー機能が自動的に停止
します。機能を復帰させるには、
リモコンの解錠ボタンを押して
車両のロックを解除してからEV
システムを始動してください。
これは車外に保管しておいた予
備キーでも同様です。

リモコンの施錠ボタンを使用してパ
ワーウィンドウを閉めるときは、乗員
が手や頭など、体を挟まれないように
確認してから操作してください。

	●電池（CR2032 3V）の交換

リモコンの電池が消耗すると、メッセー
ジが表示されます。
切れ込みに細いドライバーなどを差し込
んでケースを開け、電池を交換してくだ
さい。

*仕様により異なります。
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	●電池交換の際には、お子さまが誤っ
て飲み込むなどしないよう注意して
ください。
	●リモコンの電波が心臓ペースメー
カーなど医療用機器に影響をおよ
ぼすおそれがあります。事前に医療
用機器メーカーなどに確認してくだ
さい。

	●交換用電池は当社指定サービス工
場でお求めいただけます。
	●環境汚染防止のため、使用済みの電
池は正しく廃棄してください。

●リモコンの初期化
電池交換の後などにリモコンが作動しな
くなったら、以下の手順で初期化をして
ください。

1.	 運転席ドアのドアハンドルをいっぱ
いまで押し込んで展開します。

2.	 ドアハンドルを引いて、緊急用キー
①をドアの鍵穴に差し込み解錠しま
す。

3.	 ステアリングコラムのリーダ②にス
マートキーを当てます。

4.	 パーキングブレーキがかかっている
ことを確認します。

5.	 シフトポジションがPになっている
ことを確認します。

6.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 み な が ら
ENGINE START/STOPス イ ッ チ
③を押してEVシステムを始動しま
す。

	●初期化の手順を行ってもリモコンが
作動しないなど、不具合が解消しな
い場合は、当社指定サービス工場
へご連絡ください。
	●キーナンバーのついたタグを保管し
ておいてください。スマートキーを
紛失して、新しいスマートキーを作成
する際にこの番号が必要となります。
	●車を離れる際、ポケットの中など
でリモコンのボタンを誤って押さ
ないようご注意ください。気が
つかないうちに車のロックが解除
されてしまうおそれがあります。	
また、車から離れたところで何度も
ボタンを押すと、認識されなくなる
ことがあります。その際は初期化を
してください。
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イモビライザー 
（盗難防止システム）

DS 3 CROSSBACK E-Tenseには、イ
モビライザー（盗難防止装置）が装備され
ています。
これはスマートキーの内部に車を識別す
る装置が内蔵されており、車側とのコー
ドが合致しないときは、EVシステムの
始動ができないようにするものです。

	●スマートキー
車とともにお渡しするスマートキーの内部

（プラスチック部分）には、車を識別する
電子装置が内蔵されています。
そ れぞ れ のスマート キ ー は、 車 ごと
に個 別のコードが登 録されています。
ENGINE START/STOPスイッチを押す
と、車のイモビライザーシステムがこの
コードを読み取って、EVシステムの始動
を可能にします。
もしコードが設定されていなかったり異
なるコードのときは、EVシステムを始動
することはできません。
ENGINE START/STOPスイッチをオフ
にすると、システムは直ちにEVシステム
をロックします。

シ ス テム に 異 常 が 発 生し た と き は、
ENGINE START/STOPスイッチを押す
と、メッセージが表示されます。EVシス
テムは始動しません。当社指定サービス
工場で点検を受けてください。

	●車から離れるときは、短い時間で
あってもスマートキーを携行してく
ださい。
	●イモビライザーの改造をしないでく
ださい。故障の原因になるおそれが
あります。
	●スマートキーの内部には電子装置が
組み込まれています。強い電磁波や
高温にさらしたり、強い衝撃を与え
たり、水に濡らしたりしないでくだ
さい。故障の原因となります。
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	●スペアキー
車とともにお渡しするスペアキーにも
コードが登録されています。
もし予備のスマートキーが必要なとき、
あるいはスマートキーを取り替えるとき
には、すべてのスマートキーを登録し直
す必要があります。お手持ちのすべての
スマートキーを当社指定サービス工場に
ご持参の上、登録作業をお申し付けくだ
さい。

万一、スマートキーを紛失したり盗難
にあった場合は、安全のために他の
スマートキーを登録し直して失ったス
マートキーを無効にする（EVシステム
を始動できなくする）ことをお勧めし
ます。お近くの当社指定サービス工場
にご相談ください。

新しいスマートキーを購入しても、イ
モビライザーシステムにコードを登録
しないかぎり、そのスマートキーで
EVシステムを始動することはできま
せん。
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ドア／ドアロック

	●リトラクタブルドアハンドル

リトラクタブルドアハンドルは車両の施
錠／解錠に合わせて自動的に格納A ／
展開Bします。

格納する
施錠すると格納します。また、リトラク
タブルドアハンドルを軽く押すと格納さ
れます。
時速3km 以上で走行すると、自動的に
格納します。

展開する
解錠すると展開します。また、内側ドア
ハンドルを引いてドアを開ける、センター
コンソールのロックボタンを押すか引く

（施錠状態のとき：1回、解錠状態のとき：
2回）と展開します。

	●リトラクタブルドアハンドルは、展
開後にドアを開閉すると、約3分後
にドアの解錠状態を保ったまま自動
的に格納されます。 
	●12Vバッテリーが上がっているとき
など、リトラクタブルドアハンドル
が作動しないときは、ドアハンドル
をいっぱいまで押し込むと展開しま
す。そのまま引き出し、鍵穴に緊急
用キーを差し込んでドアを解錠／施
錠できます。
	●低温などのためにドアハンドルが凍
結し、リトラクタブルドアハンドル
が作動しないときは、ドアハンドル
をいっぱいまで押し込むと展開しま
す。

ドアハンドルをいっぱいまで押し込む
動作を繰り返し行うと、破損しリトラ
クタブルドアハンドルが展開しなくな
るおそれがあります。
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	●車外からドアを開ける
車両を解錠するとドアハンドルが展開し
ます。ドアハンドルを引くとドアが開き
ます。
詳細は「スマートキー」項を参照してくだ
さい。

	●車内からドアを開ける
内側ドアハンドルを引くと、すべてのロッ
クが解除され、すべてのドアのドアハン
ドルが展開します。
解錠の仕様が選択解錠モードになってい
るときは、運転席側の内側ドアハンドル
を引くと、運転席ドアのロックのみ解除
され、運転席ドアのドアハンドルが展開
します。その他のドアの内側ドアハンド
ルを引くと、すべてのロックが解除され、
すべてのドアのドアハンドルが展開しま
す。

	●半ドア警告
EVシステムが始動している状態
で運転席ドアを開けると、警告音
とともに警告灯が点灯し、EVシス

テムを停止するように促すメッセージが
表示されます。
その他のドアを開けると、警告灯が点灯
し、メッセージが表示されます。
そのまま走行すると、時速10km以上で
は警告音とともに警告灯が点灯し、メッ
セージが表示されます。

	●緊急用キー
以下のようにスマートキーの機能が使用
できないときは、運転席ドアの鍵穴に緊
急用キーを差し込んで施錠／解錠しま
す。
・	 スマートキーで施錠／解錠できないと

き
・	 スマートキーの電池がないとき
・	 車両が強い電磁波などを受けていると

き
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1.	 スマートキーのレバー①を押して、
緊急用キー②を取り出します。

2.	 運転席ドアのドアハンドルをいっぱ
いまで押し込んで展開します。

3.	 ドアハンドルを引いて、緊急用キー
をドアの鍵穴に差し込み施錠または
解錠します。

	●マニュアルロック（非常時）
12Vバッテリーが上がっているときや、
12Vバッテリーの接続をはずしていると
きなどで、集中ドアロックが作動しない
ときには次の方法でドアをロックするこ
とができます。

前席ドア
1.	 ドアハンドルが格納されている場合

は、ドアハンドルをいっぱいまで押
し込んで展開します。

2.	 ドアハンドルを引いて、緊急用キー
をドアの鍵穴に差し込み施錠または
解錠します。

後席ドア

1.	 チャイルドセーフティが解除されて
いることを確認します。

2.	 緊急用キーを使って、ドア端部にあ
る穴から黒いゴムキャップをはずし
ます。

3.	 緊急用キーを穴に差し込み、内側に
動かしてドアをロックします。（緊急
用キーは回さないでください。）

4.	 緊急用キーをはずし、ゴムキャップ
を元に戻してからドアを閉めます。
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	●ドアロック／オートドアロック

ロックボタンを押すか引くと、車両の施
錠ができます。
施錠するとインジケーターが点灯します。
ドアのいずれかが開いている場合には内
側からの集中ロックはできません。
解錠するときはボタンを再度押すか引い
てください。

外側から施錠されている場合は、イン
ジケーターが点滅し、ロックボタンを
押しても解錠しません。内側ドアハン
ドルを引いて解錠してください。

	●オートドアロック機能
時速10km以上で走行すると、自動的に
施錠されます。

完全に閉まっていないドアやテー
ルゲートがあると、オートドアロッ
クは作動しません。警告音ととも

に警告灯が点灯し、メッセージが表示さ
れます。

	●時速10km以上で走行中にロック
ボタンを押すか引くと、ドアおよび
テールゲートが一時的に解錠されま
す。
	●テールゲートが開いたままでも、
ロックスイッチを押すと集中ロック
ができます。

	●オートドアロック機能のオン／
オフ

機能をオンにするには
ボタンを2秒以上押すか引き続けます。
警告音とともに確認のメッセージが表示
されます。

機能をオフにするには
ボタンを再度2秒以上押すか引き続けま
す。
警告音とともに確認のメッセージが表示
されます。
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パワーウィンドウ

①：助手席側ウィンドウ開閉スイッチ
②：運転席側ウィンドウ開閉スイッチ
③：後席左側ウィンドウ開閉スイッチ
④：後席右側ウィンドウ開閉スイッチ
⑤：リアウィンドウキャンセルスイッチ

	●マニュアルウィンドウ開閉
スイッチを軽く押したり引いている間だけ
ウィンドウが開閉します。スイッチから手
を離すと同時にウィンドウも停止します。

	●ワンタッチ開閉
スイッチを1回強く押すか引くと、スイッ
チから手を離しても、ウィンドウは自動
的に全開閉します。

途中で止めるときは、再度スイッチを押
すか引きます。

ENGINE START/STOPスイッチ
をオフにしてから約45秒間、パワー
ウィンドウの操作ができます。それ以
降は、再度ENGINE START/STOP
スイッチをアクセサリーポジションに
する、またはEVシステムを始動して
から操作をしてください。

	●リアウィンドウキャンセルスイッチ
スイッチ⑤を押すか引くと、後席のパ
ワーウィンドウスイッチによる操作がで
きなくなります。お子さまの危険防止に
有効です。
スイッチ⑤のインジケーターが点灯して
いる場合は、後席での操作はできません。
スイッチ⑤のインジケーターが消灯して
いる場合は、後席での操作は可能です。

	●後席のパワーウィンドウスイッチに
よる操作ができなくなっているとき
も、運転席ドアにある後席ウィンド
ウ開閉スイッチでの操作は可能で
す。
	●電動チャイルドセーフティ装備車は、
リアウィンドウキャンセルスイッチを
押すか引くと、後席のパワーウィン
ドウスイッチによる操作ができなく
なると同時に、車内から後席ドアを
開けられなくなります。
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	●挟み込み防止機能
パワーウィンドウには、挟み込み防止機
能が付いており、障害物があると上昇を
やめて数センチ下降します。

	●パワーウィンドウの再初期化
12Vバッテリーをはずした後など正常に
動作しないときは、以下の手順で初期化
をしてください。
1.	 スイッチを押してウィンドウを全開

にします。
2.	 ウィンドウを閉じる操作をします。 

（1回の操作で2 ～ 3cm程度しか動
きません）

3.	 ウィンドウが全閉するまで手順2の
操作を繰り返します。

4.	 ウィンドウが全閉したら、さらにス
イッチを1秒以上引き続けてくださ
い。

初期化中は挟み込み防止機能は働き
ません。安全に配慮してください。

	●運転者が運転席以外のウィンドウを
操作する場合は、ウィンドウを閉め
るのに障害物がないか確認をしてく
ださい。
	●ウィンドウを閉めているとき、誤っ
て障害物などが接触したときは、直
ちにウィンドウを開けてください。
	●乗員がウィンドウを閉める際には運
転者がその操作に対して注意を払っ
てください。
	●お子さまにはウィンドウの操作をさ
せないでください。
	●車から離れるときは、短い時間で
あってもスマートキーを携行してく
ださい。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも30cm以上ウィ
ンドウやドアシールから離してご使用
ください。
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チャイルドセーフティ

車内のドアハンドルで後席ドアを開けら
れなくすることができます。お子さまの
危険防止に有効です。

	●電動チャイルドセーフティ *

電動チャイルドセーフティを作動させる
に は、ENGINE START/STOPス イッ
チがアクセサリーポジションのとき、ま
たはEVシステムが始動している状態の
ときにボタンを押すか引きます。インジ
ケーターが点灯します。
電動チャイルドセーフティを解除するに
は、もう一度ボタンを押すか引きます。

	●チャイルドセーフティは、ドアロッ
クの作動とは別に独立して作動しま
す。車両が強い衝撃を受けると、チャ
イルドセーフティは自動的に解除さ
れ、非常時に、後席からの脱出を可
能にします。
	●チャイルドセーフティがオンになって
いても、外からドアを開けることが
できます。

	●手動チャイルドセーフティ *

手動チャイルドセーフティを作動させる
には、緊急用キーをドアの端部にある赤
い穴に差し込み、左側のドアは右方向に、
右側のドアは左方向に回します。
手動チャイルドセーフティを解除するに
は、緊急用キーをドアの端部にある赤い
穴に差し込み、左側のドアは左方向に、
右側のドアは右方向に回します。

*仕様により異なります。
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	●手動チャイルドセーフティはドア端部
にある赤い穴に緊急用キーを差し込
みロックします。ドア端部にある黒い
ゴムキャップは12Vバッテリーのバッ
テリー上がりなどのときにドアをロッ
クするために使用します。間違えな
いように注意してください。

	●チャイルドセーフティは、ドアロック
の作動とは別に独立して作動します。
	●チャイルドセーフティをかけていて
も、外からドアを開けることができ
ます。
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ボンネット 	●ボンネットを開けるには
1.	 助手席側ドアを開き、ドアシル部に

あるレバーを引きます。
2.	 ボンネットの下のロックレバーを引

き上げてから、持ち上げます。
3.	 支柱をキャッチに固定します。

ボンネットを開ける際には、6-5ページ
の警告をお読みください。

モータールームでどのような作業を
行うときも、あらかじめENGINE 
START/STOPスイッチをオフにし
てEVシステムを停止してください。
作動中の部品に巻き込まれるなどして
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

	●ボンネットを開ける操作は、必ず停
車してから行ってください。
	●強風時はボンネットが風であおられ
ないようご注意ください。

	●ボンネットを閉めるには
支柱を元の位置に戻してからボンネット
を引き下げ、下から30cmぐらいの位置
で手を離すと、重みで自然に閉まります。
上から押さないでください。

ボンネットを閉めた後、ロックされた
ことを確認してください。
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テールゲート

	●テールゲートを開ける
車外から開ける

ドアの施錠／解錠と連動しています。
テールゲートのボタンを押してから持ち
上げます。
テールゲートの施錠／解錠については、
P.2-2の「スマートキー」項を参照してく
ださい。

車内から開ける

運転席側ダッシュボードにあるスイッチ
を2回押すと、テールゲートが少し開き
ます。

テールゲートを開いた後は、必ずテー
ルゲートを閉じて施錠してください。

	●テールゲートを閉める
テールゲート内側のハンドルを持って引
き下げます。
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	●テールゲートが解錠しないとき

集中ドアロックシステムのトラブルなど
でテールゲートが解錠できないときは、
次のように行います。
1.	 リアシートを倒し、テールゲートの

内側からロック機構にアクセスでき
るようにします。

2.	 小さいドライバーをAに差し込んで
中のバーを左に動かして解錠します。

水没など予期せぬトラブルで車内に閉
じ込められた場合、この方法でテール
ゲートを開けて脱出できます。

	●テールゲート閉め忘れ警告
EVシステムが始動している状態
のときにテールゲートを開けると、
警告灯が点灯するとともに数秒間

メッセージが表示されます。
そのまま走行すると、時速10km以上で
は警告音とともに警告灯が点灯し、メッ
セージが数秒間表示されます。

	●安全上、操作上、法律上の理由で、
テールゲートを開けた状態での走行
はしないでください。
	●テールゲートを閉めるときには、指
などを挟まないよう十分に注意して
ください。また、開閉の際はまわり
の人などにぶつからないことを確認
してください。
	●テールゲートに損傷や作動不良があ
る場合は、すみやかに当社指定サー
ビス工場で点検を受けてください。
テールゲートが突然閉じて重大な傷
害を受けるおそれがあります。

ストラットダンパーを引いてテール
ゲートを閉めないでください。ダン
パーが変形して開閉ができなくなるお
それがあります。
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運転装置の使いかた

３

EV システムの始動

スマートキーが車内にあるときに、EV
システムを始動および停止することがで
きます。

	●EVシステムを始動するときは、必
ずパーキングブレーキがかかってい
ることを確認してください。急発進
して人や物を傷付けるおそれがあり
ます。
	●EVシステムが始動している状態の
ときは、車から離れないでください。

車から離れるときは、短い時間であっ
てもスマートキーを携行してください。

	●EVシステムの始動
1.	 スマートキーを携帯して乗車します。
2.	 パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
3.	 シフトポジションがPになっている

ことを確認します。
4.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 み な が ら
ENGINE START/STOPス イ ッ チ
を押します。
ブザーが鳴り、READYインジケー
ターが点灯するまでブレーキペダル
を踏み続けてください。READYイ
ンジケーターが点灯すれば、EVシ
ステムは正常に始動しています。

	●EVシステムの始動条件を満たして
いない場合は、インストルメントパ
ネルにメッセージが表示されます。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チを押すとステアリングロックが解
除されます。ステアリングロックが
解除できないときは、インストルメ
ントパネルにメッセージが表示され
ます。ハンドルを左右に回しながら
ENGINE START/STOPスイッ
チを押してください。
	●ステアリングロックが解除されると
き、作動音がしたり、ハンドルがわ
ずかに動いたりすることがあります。
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運転装置の使いかた

３

	●EVシステムの停止
1.	 車を完全に停止します。
2.	 シフトポジションをPにします。
3.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

を押します。
4.	 EVシステムが停止し、ステアリン

グがロックされます。

EVシステムを停止した後、車から降りる
前に、次のことを確認してください。
・	 シフトポジションがPになっている
・	READYインジケーターが消灯している

	●EVシステムを停止すると、シフトポ
ジションが自動的にPになります。
	●EVシステムを停止してもステアリ
ングがロックされないときは、ハン
ドルを左右に回してステアリングを
ロックしてください。
	●車を完全に停止しないとEVシステ
ムは停止しません。
	●EVシステムが始動している状態で
運転席ドアを開けると、警告音とと
もにEVシステムを停止するように
促すメッセージが表示されます。

	●ENGINE START/STOPスイッ
チのポジション

オフ
ENGINE START/STOPスイッチがア
クセサリーポジションまたはスタートポ
ジション（EVシステムが始動している状
態）のとき、ブレーキペダルを踏まずに
ENGINE START/STOPスイッチを押
すとオフになります。
ハザードランプが使用できます。

アクセサリーポジション
ENGINE START/STOPスイッチがオ
フのとき、ブレーキペダルを踏まずに
ENGINE START/STOPスイッチを押
すと、アクセサリーポジションになりま
す。
警告灯類が点灯し、しばらくの間、ラ
ジオやパワーウィンドウなどのアクセサ
リー装備が使用できます。

スタートポジション
ブレーキペダルを踏みながらENGINE 
START/STOPスイッチを押すと、スター
トポジションになります。
EVシステムが始動し、ラジオやパワー
ウィンドウなどのアクセサリー装備が使
用できます。
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運転装置の使いかた

３

	●緊急時以外は使用しないでくださ
い。
	●スマートキーが車内にないときは、
ドアを閉じるとメッセージが表示さ
れます。車内にスマートキーがない
状態でEVシステムを停止しようと
すると、緊急停止の操作を確認する
メッセージが表示されます。EVシ
ステムを停止するには、ENGINE 
START/STOPスイッチを約5秒
間押し続けます。
	●EVシステムを再始動するには、ス
マートキーが必要です。

	●EVシステムの緊急始動

スマートキーが車内にあるにも関わらず、
ENGINE START/STOPスイッチを押
してもEVシステムが始動しない場合は、
以下の手順でEVシステムを始動します。
1.	 パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
2.	 シフトポジションがPになっている

ことを確認します。
3.	 ステアリングコラムのリーダにス

マートキーを当てます。
4.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 み な が ら
ENGINE START/STOPスイッ チ
を押します。

5.	 EVシステムが始動します。

	●EVシステムの緊急停止
緊急時のためにEVシステムを強制的に
停止することができます。
強制的にEVシステムを停止するには、
ENGINE START/STOPスイッチを約
5秒間押し続けます。車両が停止すると
同時にステアリングがロックされて動か
なくなります。

走行中にEVシステムを停止すると、
ハンドルやブレーキの操作力の補助
がなくなり、ハンドルが重くなったり
ブレーキの効きが悪くなります。車両
のコントロールが難しくなるため、す
みやかに安全な場所に停車してくださ
い。思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
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運転装置の使いかた

３

ステアリング／ホーン

	●チルト・テレスコピックステア
リング

ロックレバーを手前に引くと、ステアリ
ングのロックが解除されます。
ステアリングホイールの高さや奥行きを
調整し、ロックレバーを押し下げてロッ
クしてください。

ステアリングの調整は、車を停止して
行ってください。

	●ホーン

ステアリングホイールのセンターパッド
を押してください。

ホーンを使用する際には、節度を守り、
差し迫った危険を感じるなどの緊急の
場合に使用してください。

車両接近通報装置
車両接近通報装置は、低速走行中に車
両が歩行者に接近していることを音で知
らせるシステムです。
車両接近通報装置は、以下のすべての条
件を満たしているときに作動します。
・	 時速30km以下で走行しているとき
・	 シフトポジションがPまたはN以外の

とき

システムに異常がある場合、警
告灯が点灯します。当社指定
サービス工場でシステムの点検

を受けてください。

次のようなときは、周囲の歩行者に車
両接近通報装置の音が聞こえにくくな
ります。
•	 周囲の騒音が大きいとき
•	 雨または強風のような悪天候のと
き
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運転装置の使いかた
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ドライブセレクター

	●ドライブセレクターレバー

1.	 パーキングボタン
2.	 ロック解除ボタン
3.	 シフトポジション表示

	●シフトポジション
シフトポジションは、インストルメントパ
ネル内のインジケーターおよびドライブ
セレクターレバーのシフトポジション表
示③に表示されます。
ENGINE START/STOPスイッチをオ
フにしてもしばらくの間、シフトポジショ
ン表示③にシフトポジションが表示され
ます。

P．パーキング：駐車するとき、または
EVシステムを始動するときに使用しま
す。
パーキングブレーキを併用してください。
・	Pにするときは、パーキングボタン①

を押します。
・	 EVシステムを停止すると、シフトポ

ジションが自動的にPになります。

R．リバース：後退します。
・	PからRにシフトするときは、ブレー

キペダルを踏んだ状態で、ロック解除
ボタン②を押しながらドライブセレク
ターレバーを強く押します。

・	NからRにシフトするときは、ブレー
キペダルを踏んだ状態で、ロック解除
ボタン②を押しながらドライブセレク
ターレバーを押します。

・	DまたはBからRにシフトするときは、
ブレーキペダルを踏んだ状態で、ロッ
ク解除ボタン②を押しながらドライブ
セレクターレバーを強く押します。

N．ニュートラル：動力が伝わらない状
態です。EVシステムを始動するときに
使用します。パーキングブレーキを併用
してください。
・	PからNにシフトするときは、ブレー

キペダルを踏んだ状態で、ロック解除
ボタン②を押しながらドライブセレク
ターレバーを押すか引きます。

・	DまたはBやRからNにシフトすると
きは、ドライブセレクターレバーを押
すか引きます。
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運転装置の使いかた
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D．ドライブ：通常走行します。
・	PからDにシフトするときは、ブレー

キペダルを踏んだ状態で、ロック解除
ボタン②を押しながらドライブセレク
ターレバーを強く引きます。

・	NからDにシフトするときは、ドライ
ブセレクターレバーを引きます。

	 時速5km 以下のときは、ブレーキペ
ダルを踏んだ状態で、ドライブセレク
ターレバーを引きます。

・	RからDにシフトするときは、ブレー
キペダルを踏んだ状態で、ドライブセ
レクターレバーを強く引きます。

・	BからDにシフトするときは、ドライ
ブセレクターレバーを引きます。

B．Bモード：強い回生ブレーキが作動し
ます。
・	Bにシフトするときは、Dにシフトし

てからドライブセレクターレバーを引
きます。

	●ドライブセレクターレバーは操作後
に手を放すと元の位置に戻ります。
	●シフトポジションをBから他のポジ
ションに変更した後やENGINE 
START/STOPスイッチをオフにし
た後、再度シフトポジションをBにす
るには、Dにシフトしてからドライブ
セレクターレバーを引いてください。

	●回生ブレーキ
回生ブレーキは、ガソリン車のエンジン
ブレーキの代わりにモーターを使用して
減速します。
減速時に発電するため、発電した電力で
リチウムイオンバッテリーを充電するこ
とができます。
回生ブレーキは、次のときに作動します。
・	 シフトポジションがDまたはBで走行

中にアクセルペダルをゆるめたとき
・	 シフトポジションがDまたはBで走行

中にブレーキペダルを踏んだとき
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運転装置の使いかた
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	●シフトポジションをBにすると、D
のときよりも回生ブレーキの効きが
強くなります。
	●満充電に近いときや外気温が低い
ときは回生ブレーキの性能が制限さ
れ、回生ブレーキの効きが弱くなる
ことがあります。ブレーキペダルを
踏んで減速してください。
	●回生ブレーキが作動しているとき
も、走行速度が速いときは、必要
に応じてブレーキペダルを踏んで減
速してください。

	●クリープ現象
停車中にシフトポジションをD、Rまた
はBにすると、アクセルペダルを踏まな
くても車がゆっくりと動き出します。
お子さまが乗車しているときは、EVシ
ステムを始動したままお子さまだけを残
して車を離れないでください。
点検のためにEVシステムが始動してい
る状態のまま車外に出るときは、パーキ
ングブレーキをかけてシフトポジション
をPにしてください。

	●シフトロック
急発進防止のため、ブレーキペダルを踏
んで、ロック解除ボタン②を押していな
いとPから他のシフトポジション、また
は他のシフトポジションからRにするこ
とはできません。

	● 	 警告音とともにこのアイ
コンとメッセージが表示
されたら、ロック解除ボ

タン②を押しながらシフトポジショ
ンを変更してください。
	● 	 警告音とともにこのアイ

コンとメッセージが表示
されたら、ブレーキペダ

ルを踏みながらシフトポジションを
変更してください。
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運転装置の使いかた
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	●シフトポジションNでEVシス
テムを停止する

シフトポジションがNの状態で EVシス
テムを停止するには、以下の操作を行い
ます。
1.	 停車し、EVシステムが始動してい

る状態のときにシフトポジションを
Nにします。

2.	 EVシステムを停止します。
3.	 EVシステムを停止した後、約5秒

以内にENGINE START/STOPス
イッチをアクセサリーポジションに
します。

4.	 ブレーキペダルを踏んでドライブセ
レクターレバーを1回押すか引きま
す。

5.	 ブレーキペダルを踏んだまま、エレ
クトリックパーキングブレーキを解
除します。

6.	 ブレーキペダルを放します。
7.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

をオフにします。

	●EVシステムを停止すると約5秒後に
シフトポジションが自動的にPにな
ります。
	●シフトポジションがNのときに運転
席ドアを開けると警告音が鳴りま
す。ドアを閉めると警告音が止まり
ます。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チをアクセサリーポジションにする
とき、またはアクセサリーポジショ
ンからオフにするときはブレーキペ
ダルを放した状態で操作してくださ
い。ブレーキペダルを踏んだまま操
作するとEVシステムが始動するた
め、手順を最初からやり直してくだ
さい。
	●次回EVシステムを停止するときはシ
フトポジションが自動的にPになりま
す。

	●ドライブセレクターレバーの異常
警告音とともにSERVICE警告
灯が点灯し、メッセージが表示
されたときは、ドライブセレク

ターレバーに異常があります。このとき、
インストルメントパネルにシフトポジショ
ンが表示されているのに、ドライブセレ
クターレバーにシフトポジションが表示
されなくなることがあります。
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

また、STOP 警告灯が点灯する
とともにメッセージが表示され
た場合は、重大な不良が発生し

ているおそれがあります。直ちに車を安
全な場所に停止させ、EVシステムを停止
し、当社指定サービス工場へご連絡くだ
さい。
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運転装置の使いかた
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	●走行中は、シフトポジションをNにし
ないでください。回生ブレーキが作
動しなくなり、事故を起こすおそれが
あります。
	●車から離れるときは、シフトポジショ
ンをPにして、パーキングブレーキ
がかかっていることを確認してくださ
い。クリープ現象で車がひとりでに
動いて、人や物に衝突するおそれが
あります。EVシステムが始動してい
る状態のときにシフトポジションがP
以外の場合、運転席ドアを開けると
警告音とともにメッセージが表示され
ます。
	●長い下り坂などブレーキを踏み続け
る状態では、ブレーキペダルと回生
ブレーキを併用してください。ブレー
キペダルを踏み続けると、ブレーキ
が過熱して効きが悪くなり、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
	●EVシステムが始動している状態のと
きは、お子さまを車内に残して車を
離れないでください。急発進して人
や物を傷付けるおそれがあります。

	●EVシステムを始動するときは、ブ
レーキペダルをしっかりと踏み、パー
キングブレーキがかかっていること
を確認してください。急発進して人
や物を傷付けるおそれがあります。
	●シフトポジションをNからDまたは
Rにするときは、ブレーキペダルを
しっかりと踏みながら行ってくださ
い。急発進して人や物を傷付けるお
それがあります。

	●車が完全に停止する前にシフトポジ
ションをPやRにしないでくださ
い。
	●アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏まないでください。アクセ
ルペダルおよびブレーキペダルは右
足で踏んでください。

*仕様により異なります。
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ドライブモード *

走行状況に応じて、センターコンソール
にあるボタンを押してドライブモード

（Sport（スポーツ）／Normal（ノーマル）
／ Eco（エコ））を選択することができ
ます。

	●Sport（スポーツ）
アクセルレスポンス、パワーステアリン
グを制御してよりスポーティな走りを実
現するモードです。

	●Normal（ノーマル）
通常の走行に適しているモードです。

	●Eco（エコ）
エアコンはオフにせず、暖房／冷房の作
動を抑えることで、電費を向上させる走
行に適しているモードです。

	●ドライブモードの選択
DRIVE MODEボタンを押して、Sport

（スポーツ）、Normal（ノーマル）、Eco
（エコ）を選択します。
選択するドライブモードはインストルメ
ントパネルに表示されます。

	●EVシステムを始動する度に自動的
にNormal（ノーマル）が選択され
ます。
	●Normal（ノーマル）が選択されて
いる場合を除き、選択されているモー
ドがインストルメントパネルに常に表
示されます。
	●READYインジケーターが点灯して
いるときのみドライブモードの選択が
できます。
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エレクトリックパーキング 
ブレーキ

エレクトリックパーキングブレーキには、
以下の機能があります。
・	 EVシステムが停止したときに自動的

にパーキングブレーキをかけ、パーキ
ングブレーキ作動中にアクセルペダル
を踏むとパーキングブレーキが自動的
に解除されるオートマチックエレクト
リックパーキングブレーキ機能

・	 パーキングブレーキスイッチの操作で
パーキングブレーキの作動／解除をい
つでも手動で行うことができる手動作
動機能

	●オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキの作動

パーキングブレーキをかける
EVシステムを停止するとエレクトリッ
クパーキングブレーキが自動的にかかり
ます。

パーキングブレーキがかかる
と、インストルメントパネルの
ブレーキ警告灯とパーキングブ

レーキスイッチのインジケーターが点灯
し、メッセージが表示されます。

駐車して車を離れるときは、ブレー
キ警告灯およびパーキングブレーキス
イッチのインジケーターが点灯してい
ることを確認してください。

パーキングブレーキを解除する
シフトポジションがD、BまたはRでアク
セルペダルを踏むとエレクトリックパー
キングブレーキが自動的に徐々に解除さ
れます。

パーキングブレーキが完全に解
除されると、インストルメントパ
ネルのブレーキ警告灯とパーキ

ングブレーキスイッチのインジケーターが
消灯し、メッセージが表示されます。

パーキングブレーキが自動的に解除さ
れない場合は、運転席ドアが確実に
閉まっているか確認してください。
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	●パーキングブレーキの手動操作

パーキングブレーキをかける
EVシステムの作動状態に関わらず、停
車中にパーキングブレーキスイッチを手
前に引くと、パーキングブレーキがかか
ります。

パーキングブレーキがかかる
と、インストルメントパネルの
ブレーキ警告灯とパーキングブ

レーキスイッチのインジケーターが点灯
し、メッセージが表示されます。

シフトポジションがP以外で、パーキ
ングブレーキをかけずに運転席ドアを
開けると、警告音とともにメッセージ
が表示されます。
EVシステムが始動している状態のと
きは、シフトポジションがPでも警
告音とともにメッセージが表示されま
す。

パーキングブレーキを解除する
ENGINE START/STOPスイッチがア
クセサリーポジションのとき、またはEV
システムが始動している状態のときに、
ブレーキペダルを踏みながら、パーキン
グブレーキスイッチを押し込んでから放
すと、パーキングブレーキが解除されま
す。

パーキングブレーキが完全に解
除されると、インストルメントパ
ネルのブレーキ警告灯とパーキ

ングブレーキスイッチのインジケーターが
消灯し、メッセージが表示されます。

ブレーキペダルを踏まずにパーキン
グブレーキスイッチを押し込んで放す
と、パーキングブレーキは解除されず、
メッセージが表示されます。

	●EVシステムが始動している状態で
停車しているときは、誤ってアクセ
ルペダルを踏まないように注意して
ください。ブレーキが解除され、車
が飛び出すおそれがあります。
	●駐車して車を離れるときは、ブレー
キ警告灯およびパーキングブレーキ
スイッチのインジケーターが点灯し
ていることを確認してください。
	●エレクトリックパーキングブレーキ
は、お子さまでも簡単に解除できま
す。ENGINE START/STOP ス
イッチがアクセサリーポジションの
状態のまま、またはEVシステムが
始動している状態のままで、お子さ
まを車内に残して車を離れないでく
ださい。
	●12Vバッテリーが上がったときな
ど、エレクトリックパーキングブレー
キが作動しない場合は、輪止めをし
て車が動き出さないようにし、当社
指定サービス工場にご連絡くださ
い。
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坂道に駐車するときには、シフトポジ
ションをPにし、タイヤを路肩に斜め
に当ててパーキングブレーキをかけて
ください。

●システムの解除
気温が低下して路面が凍結するような状
況などでは、次の方法でオートマチック
エレクトリックパーキングブレーキ機能
をオフにしてください。
1.	 EVシステムを始動します。
2.	 パーキングブレーキが解除されてい

る場合は、パーキングブレーキスイッ
チを手前に引いて、パーキングブレー
キをかけます。

3.	 ブレーキペダルを離します。
4.	 パーキングブレーキスイッチを10秒

以上、15秒以下押し続けます。
5.	 パーキングブレーキスイッチを離し

ます。
6.	 ブレーキペダルを踏みながら、パー

キングブレーキスイッチを2秒以上
引きます。

オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能を解除
すると、インストルメントパネ

ルの警告灯が点灯します。

オートマチックエレクトリックパーキング
ブレーキ機能を解除すると、自動でパー
キングブレーキをかけたり解除すること
ができません。手動で操作してください。
オートマチックエレクトリックパーキング
ブレーキ機能を復帰させるときは、再度
機能を解除する操作を行ってください。
機能が復帰すると、インストルメントパ
ネルの警告灯が消灯します。
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	●非常ブレーキ
ブレーキシステム（フットブレーキ）が故
障したり、運転者が運転不能な状態に
陥ったときなどの緊急時には、パーキン
グブレーキスイッチを引き続けて車両を
停止します。
非常ブレーキ作動中は、ESC が作動し
て、車の安定性を確保します。
非常ブレーキに異常が発生した場合は、
メッセージが表示されます。

非常ブレーキの使用は、緊急時のみ
にとどめてください。

この警告灯が点灯して
い る と き は、ESC シ
ス テム に 異 常 が あ り、

ESCによる車の安定性は確保されませ
ん。パーキングブレーキスイッチを繰り
返し操作して安定性を確保してください。
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ヒルスタートアシスタンス
ヒルスタートアシスタンスは坂道発進を
補助するための機能で、ブレーキペダル
から足を離しても一定時間（ブレーキペ
ダルからアクセルペダルまで足を移動す
る間）ブレーキがかかった状態を維持し
ます。
この機能は以下の条件がすべて揃ったと
きに作動します。
・	 坂道で車が完全に停止してブレーキペ

ダルが踏まれている。
・	 運転席ドアが閉まっている。
・	 坂道の勾配が適正である。

ヒルスタートアシスタンス作動中は、
車から出ないでください。やむを得ず
EVシステムが始動している状態のま
ま駐車して車を離れるときは、パーキ
ングブレーキをかけ、インストルメン
トパネルのブレーキ警告灯とパーキン
グブレーキスイッチのインジケーター
が点灯していることを確認してくださ
い。

	●登り坂で前方へ発進するとき
シフトポジションがDまたはBのとき、
ブレーキペダルから足を離すと一定時間
ブレーキがかかった状態を保ちます。

ヒルスタートアシスタンスの機能を解
除することはできません。ただし、パー
キングブレーキをかけると、ヒルスター
トアシスタンスの機能が一時的に解除
されます。

	●下り坂で後方へ発進するとき
シフトポジションがRのとき、ブレーキ
ペダルから足を離すと一定時間ブレーキ
がかかった状態を保ちます。

	●ヒルスタートアシスタンスの故障

ヒルスタートアシスタンスに異常が発生
した場合に点灯し、メッセージが表示さ
れます。当社指定サービス工場で点検を
受けてください。
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ESC（エレクトロニックスタ
ビリティコントロール）
ESCは急なハンドル操作や急ブレーキ
時および滑りやすい路面の走行時など
に、次の機能を総合的に制御して運転を
補助し車両の安定性を高めます。
・	 ABS（アンチロックブレーキシステム）
・	 EBFD（電子式制動力制御装置）
・	 EBA（ブレーキアシスト）
・	 ASR（トラクションコントロール）
・	 DSC（ダイナミックスタビリティコン

トロール）

	●ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

電子式制動力制御装置（EBFD）を備え
た ABSシステムは、ホイールがロックし
そうになると ABSが作動して、滑りや
すい路面での操縦安定性を向上させま
す。

	●EBA（ブレーキアシスト）
ブレーキアシストシステムは、急ブレー
キ時のペダルの動きに応じて作動し、ブ
レーキの効きを最大限に高めて停止距離
を短縮する装置です。

	●ASR（トラクションコントロール）
路面状況に応じた制御をすることによっ
て、急加速時のホイールスピンを防止して、
車の走行安定性を向上させる機能です。

	●DSC（ダイナミックスタビリ
ティコントロール）

4輪のブレーキと電動モーターの出力を
自動的に制御することによって、旋回時
の前輪または後輪の横滑りを防止する機
能です。

	●ENGINE START/STOPスイッ
チがアクセサリーポジションの状態の
まま、またはEVシステムが始動して
いる状態のまま、ホイールやタイヤ
交換などの作業を行い、シャフトを回
転させると、メモリに故障情報が入
力されてABS警告灯が点灯する場
合があります。当社指定サービス工
場にご相談ください。
	●ABSやEBAが作動するとブレー
キペダルが振動することがあります
が、正常な作動であって故障ではあ
りません。そのままブレーキペダル
を強く踏み続けてください。
	●凍結した路面や砂地などのオフロード
を走行するときは、ASRシステムを
解除してください。
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	●システムの異常
この警告灯が点灯したときは
ABS の機能に異常があります。
ブレーキをかけたときに車のコ

ントロールを失う可能性があります。通
常のブレーキは機能します。注意して速
度を下げて走行し、直ちに当社指定サー
ビス工場にご連絡ください。

警 告 音とともにこの 警 告 灯、
ABS 警告灯およびSTOP 警告
灯が点灯し、メッセージが表示

されたときはブレーキシステムに異常が
あります。直ちに停車して当社指定サー
ビス工場にご連絡ください。

ABSやEBAは、どのような状況下で
も制動距離を短くする装置ではありま
せん。
路面の摩擦によっては、かえって制動
距離が伸びることがありますので、滑
りやすい路面では慎重に運転してくだ
さい。
この装置は、正しい仕様のタイヤを適
正な状態で使用したときに効果を発揮
します。

	●ASR／DSCシステムの作動
EV シ ス テム を 始 動 す る と、ASR ／
DSCシステムは自動的に作動可能状態
になります。車両の走行安定性に問題が
生じたときは、システムが作動して車両
を制御します。

ASR ／ DSCシステムが作動す
ると、この警告灯が点滅して運
転者に注意を促します。

	●ASRシステムの解除
雪道や泥道で動けなくなったときなど
に、ある程度ホイールスピンをさせてタ
イヤの接地力を回復させる必要が発生し
ます。
このようなときに、手動でASRシステ
ムの解除ができます。
ASRシステムの解除は、タッチスクリー
ンで設定します。

ASRシステムを解除すると、メッセー
ジが表示され、運転者にASRシステム
が停止したことを知らせます。
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	●ASRシステムの復帰
解除したシステムは、次の状態で自動的
に復帰します。
・	ENGINE START/STOPスイッチを

オフにする。
・	 時速50km以上で走行する。
・	 手動で復帰させるときは、タッチスク

リーンで設定します。

	●ASR／DSCシステムの異常
システムに異常が発生したとき
は、警告音とともに警告灯が点
灯し、メッセージが表示されま

す。当社指定サービス工場でシステムの
点検を受けてください。

	●ASR／ DSCシステムは、通常の運
転状況下において安全性を向上させ
るもので、オーバースピードや危険
な運転を補正する装置ではありませ
ん。急カーブや滑りやすい路面では、
従来と同じく慎重に運転してくださ
い。この装置は、タイヤやホイール、
ブレーキ部品、電子部品などの仕
様が正しく、かつ当社指定サービス
工場で適正な整備や修理を受けた
状態で使用したときに効果を発揮し
ます。事故の後や大きな衝撃を受け
たときは、当社指定サービス工場で
システムの点検を受けてください。
	●この装置は、正しい仕様のタイヤを
適正な状態で使用したときに効果を
発揮します。
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レーンキープアシスト

フロントウィンドウ上部のカメラが走行
車線の端、および走行車線の車線マー
カーを検知し、車両が車線を逸脱する可
能性があると判断したとき、警告表示と
ハンドル操作を自動修正して衝突を避け
る支援をします。

レーンキープアシストの作動中
は、警告灯が点滅します。

	●レーンキープアシストが作動すると、
ハンドルが自動的に動いてハンドル
操作を修正します。
	●レーンキープアシストが作動しても、
運転者がハンドルを両手でしっかり
持ち操作を行うことで、ハンドル操
作の自動修正を中断することができ
ます。

	●動作条件
レーンキープアシストは以下のすべての
条件を満たしているときに作動します。
・	 時速65km ～時速180kmで走行して

いるとき
・	 車線が中央線によって区切られている

とき
・	 運転者がハンドルを両手でしっかり

持っているとき
・	 方向指示器が作動していないとき
・	 ASRシステムが解除されていないとき
・	 ESCシステムが正常に作動しているとき

レーンキープアシストは、脇見運転や
ぼんやり運転などの前方不注意や雨、
霧などの視界不良を補助するものでは
ありません。また、前方車両との車間
距離、自車両の走行速度やブレーキ操
作の自動制御を行いません。車両が車
線を逸脱する可能性があると判断され
たときのみ作動します。運転者はハン
ドルを両手でしっかり持ち、前方に注意
し安全運転に努めて走行してください。
安全の確保は運転者の義務です。また、
長時間の運転などで疲れているときは
適度な休憩をとってください。

	●ハンドル操作の自動修正が行われ
るとき、運転者がハンドルを両手で
しっかり持っていないと判断すると、
システムはハンドル操作の自動修正
を中断し、警告を表示して運転者に
注意を促します。
	●方向指示器が作動している間と方
向指示器の作動停止後の数秒間は、
車両が車線を逸脱する可能性があ
ると判断されても、システムは運転
者による意図的な車線変更と判断
し、ハンドル操作の自動修正を行い
ません。

*仕様により異なります。
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	●アクティブブラインドスポットモニ
ター*が他車を検知して、ドアミラー
に警告が点灯している間は、方向指
示器が作動していても、車両が車線
を逸脱する可能性があると判断した
場合、システムはハンドル操作の自
動修正を行い運転者に注意を促し
ます。

	●システムの作動と解除

運転席側のダッシュボードのス
イッチを押すと、スイッチのイ
ンジケーターとインストルメン

トパネルの警告灯が点灯し、システムが
解除されます。
再度スイッチを押すと、スイッチのイン
ジケーターとインストルメントパネルの
警告灯が消灯し、システムが作動します。

EVシステムを始動すると、システムは
作動状態になります。

以下のようなときは、システムが正常
に作動しないことがあります。
•	 視界が悪いとき（周囲が十分に明
るくない、雪、雨、霧など）

•	 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けたとき

•	 路面の水たまりの反射光が強いと
き

•	 トンネルの出入り口など、明るさに
急な変化があったとき

•	 カメラの前のフロントウィンドウに
泥や雪、汚れなどが付着している
とき

•	 車線マーカーが検知しにくいとき
（不明瞭、汚れや雪などで隠れてい
る）

•	 消された車線マーカーがまだ見え
ている道路を走行するとき

•	 道路のつなぎ目、線状の補修痕な
どがあるとき

•	 前方の車両に近付きすぎたとき
•	 細く曲がりくねった道路を走行する
とき

•	 影などの影響で車線と車線の端、
車線の外側との区別が分かりにく
いとき
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	●警告表示

インストルメントパネルの表示 意味

 
・	 レーンキープアシストは解除されています。
・	 スペースセーバータイヤを装着しているなどを検知し、レーンキープアシストが自動的に解除された、

または作動を停止しました。

レーンキープアシストは作動していますが、動作条件を満たしていません。

車線マーカーを検知しました。
時速65km以上で走行しています。

 

・	 車両が車線を逸脱する可能性があると判断し、ハンドル操作の自動修正をしました。 
この表示の場合、システムは車両が左側の車線を逸脱する可能性があると判断しています。

・	 ハンドル操作の自動修正中、車両が車線を逸脱したと判断しました。警告音とともにメッセージが表
示され、運転者が適切なハンドル操作を行うように注意を促します。

・	 運転者がハンドルをしっかり持っていないとシステムが判断し、警告音とともにメッセージが表示さ
れました。警告は、システムによるハンドル操作の自動修正が完了する、または運転者がしっかりと
ハンドルを持つまで継続します。

	●インストルメントパネルの表示モードをドライブに設定するとレーンキープアシストの画面をディスプレイに表示することができます
（4-3ページ参照）。
	●ハンドル操作の自動修正が連続して何度も作動すると、連続した長い警告音が鳴ることがあります。警告音は運転者が適切なハンド
ル操作を行うまで続きます。
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	●作動が停止される条件
レーンキープアシストは、以下のいずれ
かの条件に当てはまったときに、作動が
停止します。
・	 ASRシステムが解除されたとき
・	 ESCシステムが車両を制御していると

き
・	 時速65km以下、または時速180km

以上で走行しているとき
・	 スペースセーバータイヤを装着したと

き（運転者の操作により作動を解除し
てください）

・	 急なハンドル操作、アクセル操作、ブ
レーキ操作を検知したとき

・	 道路上に車線マーカーがないとき
・	 方向指示器を作動させたとき
・	 カーブを走行中に、カーブ内側にある

車線マーカーを越えたとき
・	 角度のきついカーブを走行していると

き
・	 ハンドル操作の自動修正中に運転者の

対処が行われなかったとき

	●以下のようなときは、レーンキープ
アシストを解除してください。思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。
•	 路面状態のよくない道路を走行し
ているとき

•	 滑りやすい路面を走行していると
き

•	 不安定な路面を走行しているとき
•	 悪天候のとき
•	 サーキットなどを走行しているとき
•	 点検などで車両をローラーに乗
せて走行しているとき

	●フロントウィンドウのカメラ周辺に衝
撃を受けたら、必ず当社指定サービ
ス工場で点検を受けてください。カ
メラが正常に作動せず、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
	●フロントウィンドウ上部のカメラ付
近をステッカーなどで覆ったり、物
を置いてカメラの視界を遮らないで
ください。システムの妨げとなり、
正常に機能しません。
	●ルーフ上に積載した荷物などがカメ
ラの視界を遮らないように注意して
ください。

	●システムの異常
システムに異常がある
場合、警告 音とともに
レーンキ ープ アシスト

の警告灯とSERVICE警告灯が点灯し、
メッセージが表示されます。当社指定
サービス工場で点検を受けてください。
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	●冬季に、ルーフやボンネットに雪が
積もっているときは取り除いてくだ
さい。
	●フロントウィンドウに泥や雪などが
付着するとカメラが正常に作動しま
せん。常に汚れを落としてください。
	●天候や乗車状況によってはフロント
ウィンドウのウィンドウガラスが曇
ることがあります。ウィンドウガラ
スが曇るとカメラが正常に作動しま
せん。エアコンの曇り取り機能を使
用してウィンドウガラスの曇りを取
り除いてください。
	●傷んだり汚れたフロントワイパーは
視界を妨げ、カメラが正常に作動し
ません。常にワイパーブレードが良
好な状態であることを確認してくだ
さい。
	●フロントウィンドウの交換が必要な場
合は、当社指定サービス工場にご相
談ください。カメラの取り付け位置
や向きなどを正しく調整しないとカメ
ラが正常に作動しません。

*仕様により異なります。
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アクティブセーフティ 
ブレーキ

アクティブセーフティブレーキは、フロン
トウィンドウ上部のカメラとフロントバン
パーのレーダーにより前方の車両や停車
中の車両、歩行者、自転車を検知し、衝
突の危険性が高まったとき、警告を表示
して運転者に注意を促します。また、運
転者が衝突回避動作を取らなかったとき
は、自動ブレーキを作動させることで車
両の速度を落とし、衝突の回避支援、ま
たは衝突時の速度を低減するシステムで
す。

アクティブセーフティブレーキには以下
の3つの機能が備わっています。
・	 ディスタンスアラート
・	 エマージェンシーブレーキ
・	 インテリジェントエマージェンシー 

ブレーキアシスト

	●動作条件
アクティブセーフティブレーキは以下のす
べての条件を満たしているときに作動し
ます。
・	 前進走行しているとき
・	 ASRシステムが解除されていないとき
・	 ESCシステムが正常に作動していると

き
・	 乗員全員がシートベルトを着用してい

るとき
・	 直線道路を一定の速度で走行している

とき

	●アクティブセーフティブレーキは、
どのような状況下でも衝突を回避で
きるシステムではありません。シス
テムを過信せず、安全運転に努めて
適切な車間距離を保って走行してく
ださい。安全の確保は運転者の義
務です。
	●ブレーキの作動をアクティブセーフ
ティブレーキのみに頼らないでくださ
い。衝突事故を起こすことがありま
す。常に車間距離に注意して走行し、
運転者の判断でブレーキを踏むなど
の適切な操作をしてください。



運転装置の使いかた

３

3-26

	●以下のようなときは、システムが前
方の車両、歩行者、自転車を検知し
ないことがあります。
•	 視界が悪いとき（周囲が十分に
明るくない、雪、雨、霧など）
•	 前方から強い光（太陽光や対向
車両のハイビームなど）を受けた
とき
•	 路面の水たまりの反射光が強い
とき
•	 トンネルの出入り口など、明るさ
に急な変化があったとき
•	 カメラの前のフロントウィンドウ
やフロントバンパーのレーダーや
レーダーの周辺に泥や雪、汚れ
などが付着しているとき

	●以下のようなときは、アクティブセーフ
ティブレーキを解除してください。思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
•	 ルーフ上に長い荷物を積んでいる
とき
•	 スノーチェーンを装着している
とき

•	 EVシステムが始動している状態
のまま自走式の洗車機を使用す
るとき

•	 点検などで車両をローラーに乗
せて走行しているとき

•	 フロントウィンドウのカメラ周辺
に衝撃を受けたとき

	●アクティブセーフティブレーキは二
輪車や動物も検知します。ただし、
路上の落下物や、体高が50cm以
下の動物などは検知しません。
	●システムが前方の車両などを検知す
ると、自動ブレーキの作動準備によ
る作動音がしたり、減速するように
感じられることがありますが、異常
ではありません。
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	●ディスタンスアラート
前方の車両との車間距離や走行車線に進
入した歩行者や自転車との距離が設定した
警告時間を下回ると警告を表示します。

ディスタンスアラートの警告表示機能
警告レベル1：設定した警告時
間を下回っているときに、警告
が表示されるとともにメッセー

ジが表示されます。

警告レベル2：警告レベル1の
状態が持続し、さらに前方の車
両との接近状況から、そのまま

では衝突に至ると判断されたときは、警
告が表示されるとともに警告音が鳴り、
メッセージが表示されます。

警告レベル3：警告レベル2が表示され
た後、前方車両との衝突の危険がある
と知らせるため、断続的に自動ブレーキ
を作動させ、運転者に対して警告を行う
ことがあります。

	●ディスタンスアラートの警告は、車
間距離だけではなく自車両および前
方の車両の速度差や自車両の運転
操作の状態、旋回中かどうかなどの
情報を総合して表示されます。
	●自車両の接近速度が高いとき、警
告レベル1を経ずに警告レベル2が
表示されることがあります。
	●停止中の車両などに衝突する危険が
あると判断されたときは、警告レベ
ル1を経ずに警告レベル2が表示さ
れます。

警告時間の設定
警告を開始する時間の設定は、タッチス
クリーンで行います。
警告時間は以下の3種類から選択できま
す。
・	長い：早めに警告が表示されます。
・	ノーマル：標準的な警告時間です。
・	短い：やや遅れて警告が表示されます。

	●警告時間を短いに設定すると、警告
レベル1を経ずに警告レベル2が表
示されます。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにしても、警告時間の設定
の記憶は残ります。
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	●エマージェンシーブレーキ

ディスタンスアラートの警告が表示され
た後も運転者が衝突回避動作を取らな
かったとき、自動ブレーキが作動し、衝
突回避を支援したり、衝突時の速度を低
減します。

エマージェンシーブレーキの作
動中は、警告灯が点滅します（約
10秒間）。

動作条件
エマージェンシーブレーキは以下のとき
に作動します。
・	 時速5km ～時速140kmで走行中に、

走行中の前方車両を検知したとき
・	 時速80km以下で走行中に、停車中の

前方車両や自転車を検知したとき
・	 時速60km以下で走行中に、歩行者を

検知したとき

エマージェンシーブレーキによる自動
ブレーキで車両が停止すると、車両が
停止してから約2秒後にブレーキが自
動的に解除されます。ブレーキペダル
を踏んでクリープ現象による車の発進
を防止してください。

	●次のようなときは、システムによる
ブレーキの作動が解除されます。
•	アクセルペダルを踏み込んだとき
•	 ハンドルを大きく、または素早く
切ったとき

	●自動ブレーキの作動中はストップラ
ンプが点灯します。
	●エマージェンシーブレーキが作動す
るとブレーキペダルが振動すること
がありますが、正常な作動であって
故障ではありません。
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	●インテリジェントエマージェン
シーブレーキアシスト

運転者のブレーキ操作が不十分で、衝突
の危険があるときは自動ブレーキが作動
します。

インテリジェントエマージェンシーブ
レーキアシストは運転者がブレーキ操
作を行ったときにのみ作動します。

 

	●システムの作動と解除
アクティブセーフティブレーキの作動と
解除は、タッチスクリーンで設定します。

システムを解除すると、警告灯
が点灯します。

	●EVシステムを始動すると、システム
は作動状態になります。
	●以下のようなときは、システムは自
動的に解除されます。
•	 スペースセーバータイヤを装着し
て走行しているとき

•	ストップランプが故障しているとき

	●システムの異常
システムに異常が発生したとき
は、警告音とともに警告灯が点
灯し、メッセージが表示されま

す。当社指定サービス工場でシステムの
点検を受けてください。

EV シ ス テム を 停 止 後
しばらく経 過してから
再度 始 動したとき、ア

クティブセーフティブレーキの警告灯と
SERVICE警告灯が点灯した場合は、当
社指定サービス工場でシステムの点検を
受けてください。

事故の後や大きな衝撃を受けるとシス
テムが自動的にオフになります。当社
指定サービス工場でシステムの点検を
受けてください。
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	●フロントウィンドウのカメラ周辺やフ
ロントバンパーに衝撃を受けたら、必
ず当社指定サービス工場で点検を受
けてください。カメラやレーダーが
正常に作動せず、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
	●フロントウィンドウ上部のカメラ付
近をステッカーなどで覆ったり、物
を置いてカメラの視界を遮らないで
ください。システムの妨げとなり、
正常に機能しません。
	●ルーフ上に積載した荷物などがカメ
ラの視界を遮らないように注意して
ください。
	●冬季に、ルーフやボンネットに雪が
積もっているときは取り除いてくだ
さい。
	●フロントウィンドウやフロントバン
パーに泥や雪などが付着するとカ
メラやレーダーが正常に作動しませ
ん。常に汚れを落としてください。
	●フロントバンパーのレーダーにス
テッカーなどを貼り付けないでくだ
さい。

	●天候や乗車状況によってはフロント
ウィンドウのウィンドウガラスが曇
ることがあります。ウィンドウガラ
スが曇るとカメラが正常に作動しま
せん。エアコンの曇り取り機能を使
用してウィンドウガラスの曇りを取
り除いてください。
	●傷んだり汚れたフロントワイパーは
視界を妨げ、カメラが正常に作動し
ません。常にワイパーブレードが良
好な状態であることを確認してくだ
さい。
	●フロントバンパーの塗装や塗装面の
修復は当社指定サービス工場にご
相談ください。塗料の種類によって
はレーダーが正常に作動しなくなる
ことがあります。
	●フロントウィンドウの交換が必要な
場合は、当社指定サービス工場にご
相談ください。カメラの取り付け位
置や向きなどを正しく調整しないと
カメラが正常に作動しません。

*仕様により異なります。
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トラフィックサインインフォ
メーション *

トラフィックサインインフォメーション
は、カメラが車両の速度規制標識を認
識して、インストルメントパネルに制限
速度を表示する機能です。
インストルメントパネルに表示された制
限速度は、アクティブクルーズコント
ロールやスピードリミッターの走行速度
に設定することができます。

トラフィックサインインフォメーション
が正しく作動するために、スピードメー
ターの速度の単位は必ずkm/h表示
を使用してください。誤ってmph表示
（マイル）にすると、正確な速度を認
識できず、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

	●以下のようなときは、システムが正
常に作動しないことがあります。
•	 視界が悪いとき（周囲が十分に
明るくない、雪、雨、霧など）

•	 フロントウィンドウが汚れてい
る、曇っている、雪が積もってい
る、ステッカーを貼っている、カ
メラ部分が覆われているとき

•	 カメラが故障したとき
•	 速度規制標識が車、立木、汚れ
などによって見えにくいとき

•	 速度規制標識が損傷するなどし
ていて見えにくいとき

	●以下のような個別の状況に応じて規
制された速度制限は認識されませ
ん。
•	 悪天候（雨、雪など）
•	 大気汚染
•	 スペースセーバータイヤやスノー
チェーンを装着しての走行

•	 パンク修理キットで応急修理をし
たタイヤでの走行

	●速度規制標識の認識機能の作動
／解除

速度規制標識の認識機能の作動／解除
は、タッチスクリーンで設定します。

EVシステムを始動すると、システムは
作動状態になります。
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	●インストルメントパネルの表示
トラフィックサインインフォメーションの
情報は、インストルメントパネル内のディ
スプレイに表示されます。

①：速度規制標識の制限速度表示
②：速度規制標識の速度規制区間終了の

表示

	●制限速度の表示

トラフィックサインインフォメーションは
作動していますが、認識した速度規制標
識はありません。

トラフィックサインインフォメーションが
速度規制標識を認識し、制限速度を表
示しました。

認識した速度規制標識の制限速度に対
して走行速度が時速5km 超過すると、
初回超過時は、インストルメントパネル
の制限速度表示が約10秒間点滅します。

	●速度の設定

インストルメントパネルに表示された制
限速度をアクティブクルーズコントロー
ルやスピードリミッターの走行速度に設
定することができます。
1.	 速度を設定したい機能に合わせ、コ

ントロールレバーのスピードリミッ
ター／クルーズコントロール切り替
えスイッチ③を回します。
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2.	 トラフィックサインインフォメー
ションが速度規制標識を認識し、制
限速度⑤を表示したら、MEM⑥が
点滅します。

3.	 コントロールレバーのスイッチ④を
押して、表示された制限速度を設定
速度として受け付けます。

4.	 再度コントロールレバーのスイッチ
④を押して設定速度⑦を記憶します。

	●認識された速度制限と現在の設定
速度の差が時速9km以下のときは、
MEMは表示されません。
	●道路状況により異なる制限速度が
連続して表示されることがあります。

	●道路標識の認識機能

システムが進入禁止の道路標識を認識
し、車両が進入禁止区域に進入したと判
断したときは、進入禁止の道路標識とと
もにメッセージが表示されます。

道路標識の認識機能の作動／解除は、
タッチスクリーンで設定します。

ENGINE START/STOPスイッチ
をオフにしても、システムの作動／解
除の設定は保持されます。

	●トラフィックサインインフォメーショ
ンは、法定速度を守った走行や、安
全運転を支援する機能です。システ
ムを過信せず、運転者の責任の下で
速度規制標識を確認し、走行速度
には十分注意してください。
	●速度規制標識の角度や配置、汚れ、
気象条件（雨、雪、光など）によっては、
カメラが速度規制標識を正しく読み
取ることができなかったり、制限速度
を表示しない場合があります。
	●フロントウィンドウのカメラ周辺に衝
撃を受けたら、必ず当社指定サービ
ス工場で点検を受けてください。カ
メラが正常に作動せず、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
	●フロントウィンドウ上部のカメラ付
近をステッカーなどで覆ったり、物
を置いてカメラの視界を遮らないで
ください。システムの妨げとなり、
正常に機能しません。
	●ルーフ上に積載した荷物などがカメ
ラの視界を遮らないように注意して
ください。



運転装置の使いかた

３

3-34

	●冬季に、ルーフやボンネットに雪が
積もっているときは取り除いてくだ
さい。
	●フロントウィンドウに泥や雪などが
付着するとカメラが正常に作動しま
せん。常に汚れを落としてください。
	●天候や乗車状況によってはフロント
ウィンドウのウィンドウガラスが曇
ることがあります。ウィンドウガラ
スが曇るとカメラが正常に作動しま
せん。エアコンの曇り取り機能を使
用してウィンドウガラスの曇りを取
り除いてください。
	●傷んだり汚れたフロントワイパーは
視界を妨げ、カメラが正常に作動し
ません。常にワイパーブレードが良
好な状態であることを確認してくだ
さい。
	●フロントウィンドウの交換が必要な
場合は、当社指定サービス工場にご
相談ください。カメラの取り付け位
置や向きなどを正しく調整しないと
カメラが正常に作動しません。

*仕様により異なります。
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アクティブクルーズ 
コントロール 

（ストップ＆ゴー機能付き）*

アクティブクルーズコントロール（ス
トップ＆ゴー機能付き）は、アクセルペ
ダルを踏まなくてもドライバーによって
設定された速度を一定に保って走行しま
す。また、フロントウィンドウ上部のカ
メラとフロントバンパーのレーダーによ
り同じ方向に走行している前方の車両を
検知し、前方の車両との距離が接近した
場合には、自動的に速度を落としてあら
かじめ設定した車間距離を保ったり、前
方車両が停止したときは、ブレーキの自
動操作を行い、前方車両に続いて自車両
も停止します。前方車両が完全停止後、
約3秒以内に再発進すれば、自車両は前
方車両を追従して発進します。自動ブ
レーキの作動中はストップランプが点灯
します。
設定できる速度は時速30km 以上です。
設定できる車間距離は短、ノーマル、長
の3段階です。

	●アクティブクルーズコントロールシ
ステムを作動させている場合におい
ても、常に車間距離に注意して走行
してください。前方を走行している
車両との車間距離を適切に保つの
は、運転者の義務です。
	●前方の車両や周囲の車両の走行状
況によっては、フロントウィンドウ
のカメラやフロントバンパーのレー
ダーが誤って前方の車両を検知し、
前方の車両との車間距離や自車両
の速度が正しく制御されない場合
や、追従走行がスムーズに行われな
い場合があります。走行中は常に両
手でハンドルをしっかり持ち、必要
に応じてアクセルペダルやブレーキ
ペダルの操作をしてください。
	●アクティブクルーズコントロールシ
ステムを使用しない場合には、アク
ティブクルーズコントロール機能を
解除してください。誤ってシステム
が働いてしまうのを防止します。

	●急な下り坂など、アクセルペダルを
踏まなくても設定速度を超えてしま
う場合にはブレーキペダルを踏んで
減速してください。
	●以下のようなときは、アクティブク
ルーズコントロールが正常に作動し
ないことがあります。
•	 曲がりくねった道路を走行してい
るとき

•	 視界が悪いとき（周囲が十分に
明るくない、雪、雨、霧など）

•	 前方から強い光（太陽光や対向
車両のハイビームなど）を受けた
とき

•	 路面の水たまりの反射光が強いとき
•	 トンネルの出入り口など、明るさ
に急な変化があったとき

•	 カメラの前のフロントウィンドウ
やフロントバンパーに泥や雪、汚
れなどが付着しているとき
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	●以下のようなときは、アクティブク
ルーズコントロールを解除してくだ
さい。思わぬ事故につながるおそれ
があります。
•	 歩行者や自転車などが混在して
いる道路や市街地
•	 交通量が多い道路
•	 滑りやすい路面
•	 曲がりくねった道路
•	 勾配の激しい道路
•	 旋回するとき
•	 トンネルや橋に進入するとき
•	 ラウンドアバウトに進入するとき
•	 オートバイなどの細い車両の後
方を走行しているときや、前方の
車両が車線の中央を走行してい
ないとき
•	 悪天候のとき
•	 雪が降っているとき
•	 フロントウィンドウやフロントバ
ンパーに損傷があるとき
•	 フロントウィンドウのカメラ周辺
やフロントバンパーに衝撃を受け
たとき
•	ストップランプが故障しているとき

•	 車両のフロント部にアクセサリー
を取り付けたり、塗装をしたとき

•	 ルーフ上に長い荷物を積んでいる
とき

•	 サーキットなどを走行している
とき

•	 点検などで車両をローラーに乗
せて走行しているとき

•	 スノーチェーンやスパイクタイヤ
を装着して走行しているとき

•	 スペースセーバータイヤを装着し
て走行しているとき

	●コントロールスイッチ

アクティブクルーズコントロールは、コン
トロールレバーのスイッチを使用して設
定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：速度設定／設定速度の減少
③：速度設定／設定速度の増加
④：システムの一時停止／復帰／自動ブ

レーキによる車両停止後の再発進許
可

⑤：トラフィックサインインフォメーショ
ンの表示速度受付

⑥：車間距離の表示と設定
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	●インストルメントパネルの表示

クルーズコントロールの情報は、インス
トルメントパネル内のディスプレイに表
示されます。
⑦：前方車両の有無表示
⑧：クルーズコントロールオン／オフ状

況表示
⑨：設定スピード表示
⑩：速度規制標識の制限速度表示
⑪：自動ブレーキによる車両停止時の表

示
⑫：車間距離設定表示
⑬：前方車両の位置表示

	●システムが前方の車両を検知する
と、前方車両の有無表示⑦のアイコ
ンが塗りつぶされた状態で表示され
ます。
	●インストルメントパネルの表示モー
ドをドライブに設定すると、前方車
両の位置表示⑬が表示されます。

	●アクティブクルーズコントロール
（ストップ＆ゴー機能付き）の	
設定

コントロールレバーのスピードリミッ
ター／クルーズコントロール切り替えス
イッチ①をCRUISE側に回すと、アク
ティブクルーズコントロール機能が使用
可能になりますが、速度は設定されてい
ません（クルーズコントロールオン／オフ
状況表示⑧が灰色に点灯）。
OFFまたはLIMITの位置に回すとオフ
になります。
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	●走行速度の設定
希望する速度（時速30km～時速180km）
で走行中にコントロールレバーのスイッ
チ②か③を押すと、その速度が記憶され
て自動的にその速度を維持して走行しま
す（クルーズコントロールオン／オフ状
況表示⑧が緑色に点灯）。
トラフィックサインインフォメーション
が認識した速度規制標識の制限速度を、
スイッチ⑤の操作で走行速度に設定する
ことができます。詳細は「トラフィック
サインインフォメーション」項を参照し
てください。

道路状況や交通状況に応じた車速を
設定してください。誤った速度設定は
事故につながるおそれがあります。

	●時速30km未満で走行中にスイッ
チ②か③を押すと、走行速度は時速
30kmに設定されます。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにする、またはスピード
リミッター／クルーズコントロール
切り替えスイッチ①をOFFまたは
LIMITの位置に回すと、設定され
た速度が初期化されます。

	●設定速度の変更
定 速 走 行 中（ クル ーズ コ ント ロ ール
オン／オフ状況表示⑧が緑色に点灯）に、
コントロールレバーのスイッチ②を押す
と設定速度が減少し、スイッチ③を押す
と増加します。短く押すと1km ／ hずつ、
長く押すと5km ／ hずつ速度が変化し
ます。
またはアクセルペダルを踏んで加速した
後にスイッチ②か③を押すと、あらため
てその速度にセットされます。

速度を変更するときに急加速または
急減速することがありますので、十分
注意してください。
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	●システムの一時停止／復帰
アクティブクルーズコントロールを一時
停止／復帰するには、コントロールレバー
のスイッチ④を押します。
また、以下のいずれかの条件に当ては
まったときに、作動が停止します。
・	 ESCシステムが作動したとき
・	 ブレーキペダルが踏まれたとき
・	 エレクトリックパーキングブレーキが

操作されたとき
・	 シフトポジションをDからNにしたと

き

停止されたシステムを復帰するには、コ
ントロールレバーのスイッチ④を押しま
す。

	●車間距離の設定

コントロールレバーのスイッチ⑥の操作
で希望する車間距離を設定します。
1.	 スイッチ⑥を押して車間距離設定を

表示させます。
2.	 スイッチ⑥を押して車間距離を切り

替えます。

設定できる車間距離は、短、ノーマル、長
の3段階です。
ENGINE START/STOPスイッチをオ
フにしたり、スピードリミッター／クルー
ズコントロール切り替えスイッチをOFF
またはLIMITの位置に回すとオフになり
ますが、車間距離の設定の記憶は残りま
す。

	●車間距離の初期設定はノーマルに
なっています。
	●追い越しのために方向指示器を作動
させた場合は、設定した走行速度を
保ったまま、一時的に前方の車両に
接近することができます。
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	●システムの異常
‌�設定速度表示が消えて－
が表示されたときは、シ
ステムに異常がありま
す。

警告音とともにSERVICE警告
灯が点灯し、メッセージが表示
されたときは、システムに異常

があります。

当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

	●フロントウィンドウのカメラ周辺やフ
ロントバンパーに衝撃を受けたら、必
ず当社指定サービス工場で点検を受
けてください。カメラやレーダーが
正常に作動せず、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
	●フロントウィンドウ上部のカメラ付
近をステッカーなどで覆ったり、物
を置いてカメラの視界を遮らないで
ください。システムの妨げとなり、
正常に機能しません。
	●ルーフ上に積載した荷物などがカメ
ラの視界を遮らないように注意して
ください。
	●冬季に、ルーフやボンネットに雪が
積もっているときは取り除いてくだ
さい。

	●フロントウィンドウやフロントバン
パーに泥や雪などが付着するとカ
メラやレーダーが正常に作動しませ
ん。常に汚れを落としてください。
	●フロントバンパーのレーダーにス
テッカーなどを貼り付けないでくだ
さい。
	●天候や乗車状況によってはフロント
ウィンドウのウィンドウガラスが曇
ることがあります。ウィンドウガラ
スが曇るとカメラが正常に作動しま
せん。エアコンの曇り取り機能を使
用してウィンドウガラスの曇りを取
り除いてください。
	●傷んだり汚れたフロントワイパーは
視界を妨げ、カメラが正常に作動し
ません。常にワイパーブレードが良
好な状態であることを確認してくだ
さい。
	●フロントバンパーの塗装や塗装面の
修復は当社指定サービス工場にご
相談ください。塗料の種類によって
はレーダーが正常に作動しなくなる
ことがあります。
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	●フロントウィンドウの交換が必要な場
合は、当社指定サービス工場にご相
談ください。カメラの取り付け位置
や向きなどを正しく調整しないとカメ
ラが正常に作動しません。

	●アクティブクルーズコントロールを
使用中でも、アクセルペダルを踏ん
で加速することができます。その際、
速度の表示が点滅し、メッセージが
表示されます。この間、アクティブ
クルーズコントロールの作動は停止
されます。アクセルペダルから足を
離すと元の速度で走行します。
	●急な登り坂では設定速度まで加速
できない、または設定速度を維持
できないことがあります。
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	●警告表示

インストルメントパネルの表示 意味

運転者がアクセルペダルを踏み込んで加速しました。一時的にアクティブクルーズコントロール機能を
停止しています。 
メッセージが表示されます。

検知範囲内の前方に車両がいません。通常のクルーズコントロールとして作動しています。 
メッセージが表示されます。

検知範囲内の前方に車両がいますが、設定した距離以上の車間が空いています。クルーズコントロー
ルは作動していません。 
メッセージが表示されます。

検知範囲内の前方に車両がいます。設定した車間距離に応じて走行しています。アクティブクルーズコ
ントロールが作動しています。 
メッセージが表示されます。

車両の走行速度や道路状況が適さないために、アクティブクルーズコントロール機能を作動できません。
メッセージが表示されます。

状況に応じて、アクセルペダルを踏み込んで加速するか、ブレーキペダルを踏んで速度を落としてくだ
さい。 
警告音とともにメッセージが表示されます。

前方の車両との車間距離が急激に短くなりました。そのままでは衝突に至ると判断されたため、ブレー
キペダルを踏むなど、すぐに運転者の操作が必要です。
警告音とともにメッセージが表示されます。
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インストルメントパネルの表示 意味

 

・	 自動ブレーキにより車両が停止しました。完全停止後、約3秒以内に前方車両が再発進すれば、自
車両は前方車両を追従して発進します。

・	 自動ブレーキにより車両が停止しました。完全停止後、約3秒以上経過したため、発進するには、
コントロールレバーのスイッチ④を押すか、アクセルペダルの操作が必要です。 
メッセージが表示されます。

	●自動ブレーキにより車両が停止したら、次のことをお守りください。
•	 運転者は車両から離れないでください
•	 ドアを開けないでください
•	 車両から乗り降りしないでください
•	 シフトポジションをRにしないでください
	●自動ブレーキにより車両が停止した後、再発進するときは、車両前方の歩行者や自転車に注意してください。システムは歩行者や自
転車を検知しないことがあるため、思わぬ事故につながるおそれがあります。

	●自動ブレーキにより車両が停止した後、前方車両が約3秒以内に再発進すれば、自車両はゆっくりと発進し、設定された速度と車間
距離を保って前方車両を追従します。
	●自動ブレーキにより車両が停止した後、約3秒以上経過したら、コントロールレバーのスイッチ④を押すか、アクセルペダルを操作すると、
自車両はゆっくりと発進し、設定された速度と車間距離を保って走行します。運転者による操作がない場合は、数分後に自動的にエレクト
リックパーキングブレーキが作動します。
	●インストルメントパネルの表示モードをドライブに設定するとアクティブクルーズコントロールの画面をディスプレイに表示すること
ができます（4-3ページ参照）。
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	●カメラやレーダーが検知できな
い状況

次のような状況では、必要に応じてブ
レーキペダルの操作で減速する、システ
ムの作動を一時停止するなど、運転者に
よる操作を行ってください。
カメラやレーダーが正常に車両を検知で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。

オートバイなどの幅の狭い車両

システムの作動を一時解除してください。

車線の中央を走行していない車両

必要に応じてブレーキペダルの操作で減
速してください。

旋回時やラウンドアバウトに進入するとき

システムの作動を一時解除してください。

前方の車両が急速に速度を落としたとき
や、前方の車両と自車両の間に急に別の
車両が進入したとき

必要に応じてブレーキペダルの操作で減
速してください。

アクティブクルーズコントロールでは、
以下の車両や歩行者などは検知しま
せん。
•	 停止している車両
•	 対向車線を走行している車両
•	 前方を横切って通過する車両
•	 歩行者、自転車、動物

*仕様により異なります。
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レーンポジショニング 
アシスト *

レーンポジショニングアシストは、アク
ティブクルーズコントロール（ストップ＆
ゴー機能付き）と連動して機能するシス
テム（DSドライブアシスト）です。
フロントウィンドウ上部のカメラが走行
車線の車線マーカーを検知し、運転者が
設定した走行車線上の車両の位置を維
持して走行します。
高速道路や自動車専用道路などで走行
しているときに効果的です。
アクティブクルーズコントロール（ストッ
プ＆ゴー機能付き）の詳細は「アクティ
ブクルーズコントロール（ストップ＆ゴー
機能付き）」項を参照してください。

	●レーンポジショニングアシストの作
動中は、ハンドルが自動的に動いて
微調整を行い、走行車線上の車両
の位置を維持します。
	●レーンポジショニングアシストの作
動中も、運転者がハンドル操作を行
うことで作動を中止し、走行車線上
の車両の位置を変更できます。位置
の変更を行ったら、レーンポジショ
ニングアシストの作動が再開される
まで、走行車線上の車両の位置を
運転者のハンドル操作によって維持
してください。

	●動作条件
レーンポジショニングアシストは以下の
すべての条件を満たしているときに作動
します。
・	 アクティブクルーズコントロール（ス

トップ＆ゴー機能付き）の機能がオン
で、正常に作動しているとき

・	 運転者がハンドルを両手でしっかり
持っているとき

・	 ESCシステムが正常に作動していると
き

・	 ASRシステムが解除されていないと
き

・	 スペースセーバータイヤを装着してい
ないとき

・	 車体に対して横方向の強い力が働いて
いないとき

・	 方向指示器が作動していないとき
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	●レーンポジショニングアシスト
は、脇見運転やぼんやり運転な
どの前方不注意や雨、霧などの
視界不良を補助するものではあり
ません。前方に注意し安全運転
に努めて走行してください。安全
の確保は運転者の義務です。長
時間の運転などで疲れているとき
は適度な休憩をとってください。	
走行中は常に両手でハンドルをしっ
かり持ち、必要に応じてアクセルペ
ダルやブレーキペダルの操作をして
ください。
	●必要に応じて、ハンドル操作やブ
レーキペダルを踏んでレーンポジ
ショニングアシストの作動を中止し
てください。思わぬ事故につながる
おそれがあります。

	●以下のようなときは、システムが正
常に作動しないことがあります。
•	 視界が悪いとき（周囲が十分に
明るくない、雪、雨、霧など）

•	 前方から強い光（太陽光や対向
車両のハイビームなど）を受け
たとき

•	 路面の水たまりの反射光が強い
とき

•	 トンネルの出入り口など、明る
さに急な変化があったとき

•	 カメラの前のフロントウィンド
ウに泥や雪、汚れなどが付着し
ているとき

•	 車線マーカーが検知しにくいと
き（不明瞭、汚れや雪などで隠
れている）

•	 消された車線マーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

•	 道路のつなぎ目、線状の補修痕
などがあるとき

•	 細く曲がりくねった道路を走行
するとき

•	 角度のきついカーブを走行して
いるとき

	●以下のようなときは、レーンポジショ
ニングアシストを使用しないでくだ
さい。思わぬ事故につながるおそれ
があります。
•	 スペースセーバータイヤを装着
して走行しているとき

•	 悪天候のとき
•	 滑りやすい路面を走行している
とき

•	 サーキットなどを走行している
とき

•	 点検などで車両をローラーに乗
せて走行しているとき
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	●システムの作動と解除

運転席側のダッシュボードのス
イッチを押すと、インストルメン
トパネルの表示灯とスイッチの

インジケーターが点灯するとともにメッ
セージが表示され、システムが作動しま
す。
再度スイッチを押すと、インストルメント
パネルの表示灯とスイッチのインジケー
ターが消灯し、システムが解除されます。

いずれかの作動条件が満たされ
ていないときは、インストルメ
ントパネルの表示灯が灰色に点

灯します。

全ての 作 動 条 件 が 満 たされ、
レーンポジショニングアシスト
が作動しているときは、インス

トルメントパネルの表示灯が緑色に点灯
します。

システムに異常がある場合、イ
ンストルメントパネルの表示灯
が橙色に点灯します。

ENGINE START/STOPスイッチ
をオフにしてもシステムの作動／解除
の設定は保持されます。
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	●作動が停止される条件
レーンポジショニングアシストは、以下
のいずれかの条件に当てはまったとき
に、作動が停止されます。
・	 方向指示器を作動させたとき
・	 走行車線の車線マーカーの外側を走行

しているとき
・	 ハンドルを強く握ったとき
・	 急なハンドル操作を検知したとき
・	 一定時間以上、ハンドルをしっかりと

持っていないとき
・	 アクセル操作、ブレーキ操作を検知し

たとき
・	 アクティブクルーズコントロール（ス

トップ＆ゴー機能付き）の作動を停止
したとき

・	 ASRシステムを解除したとき
・	 ESCシステムが車両を制御していると

き
・	 一定時間以上、片側の車線マーカーが

検知されないとき

	●運転者がハンドルをしっかりと持っ
ていないとシステムが判断すると、
段階的に警告が表示されます。その
まま一定時間以上経過すると、レー
ンポジショニングアシストの作動が
停止されます。その場合は、運転席
側のダッシュボードのスイッチを押
して作動を再開してください。
	●ブレーキペダルを踏むとアクティブク
ルーズコントロール（ストップ＆ゴー
機能付き）の作動が停止されるため、
レーンポジショニングアシストの作動
も停止されます。ブレーキペダルを
放してもレーンポジショニングアシス
トの作動は再開されません。レーン
ポジショニングアシストの作動を再開
するには、アクティブクルーズコント
ロール（ストップ＆ゴー機能付き）を
作動させてください。
	●アクセルペダルを踏むと一時的に
レーンポジショニングアシストの作
動が停止されますが、アクセルペダ
ルを放すと作動が再開されます。

	●一定時間以上、片側の車線マーカー
が検知されず、レーンポジショニン
グアシストの作動が停止されると、
レーンキープアシストが作動します。

	 再度動作条件が満たされると、レー
ンポジショニングアシストの作動が
再開されます。
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	●システムの作動状況と表示灯

A

インストルメントパネルの表示 意味

A：消灯 B：CRUISE位置
アクティブクルーズコントロールの作動は停止してい
ます。 
レーンポジショニングアシストは解除されています。

A：消灯 B：CRUISE位置
アクティブクルーズコントロールが作動しています。 
レーンポジショニングアシストは解除されています。

A：緑点灯 B：CRUISE位置
DSドライブアシストが作動しています。ハンドル操
作を自動制御し走行車線内のポジションを維持しな
がら走行しています。

A：緑点灯 B：CRUISE位置 70 DSドライブアシストの作動は停止しています。

A：緑点灯 B：CRUISE位置
DSドライブアシストが作動しています。ただし、レー
ンポジショニングアシストは動作条件が満たされて
いません。
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A

インストルメントパネルの表示 意味

A：緑点灯 B：OFF／ LIMIT位置

アクティブクルーズコントロールは解除されていま
す。 
レーンポジショニングアシストは動作条件が満たさ
れていません。

A：緑点灯 B：CRUISE位置
DSドライブアシストの作動が停止されました（アク
ティブクルーズコントロールおよびレーンポジショニ
ングアシストの作動は停止されています）。

	●運転状況や走行操作に関して注意が必要な場合、運転者の操作を促すメッセージや警告メッセージが表示されます。インストルメン
トパネルにメッセージが表示された場合は、表示された指示に従い適切な運転操作を行ってください。
	●路面状態の良い、長い直線道路を走行中、運転者がハンドルをしっかりと持っていても警告が表示されることがあります。
	●インストルメントパネルの表示モードをドライブに設定するとレーンポジショニングアシストの画面をディスプレイに表示することが
できます（4-3ページ参照）。
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	●システムの異常
システムに異常がある場合、警
告音とともにSERVICE警告灯
およびレーンポジショニングア
シストの表示灯が点灯し、メッ
セージが表示されます。当社

指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

	●フロントウィンドウのカメラ周辺に衝
撃を受けたら、必ず当社指定サービ
ス工場で点検を受けてください。カ
メラが正常に作動せず、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
	●フロントウィンドウ上部のカメラ付
近をステッカーなどで覆ったり、物
を置いてカメラの視界を遮らないで
ください。システムの妨げとなり、
正常に機能しません。
	●ルーフ上に積載した荷物などがカメ
ラの視界を遮らないように注意して
ください。
	●冬季に、ルーフやボンネットに雪が
積もっているときは取り除いてくだ
さい。
	●フロントウィンドウに泥や雪などが
付着するとカメラが正常に作動しま
せん。常に汚れを落としてください。
	●天候や乗車状況によってはフロント
ウィンドウのウィンドウガラスが曇
ることがあります。ウィンドウガラ
スが曇るとカメラが正常に作動しま
せん。エアコンの曇り取り機能を使
用してウィンドウガラスの曇りを取
り除いてください。

	●傷んだり汚れたフロントワイパーは
視界を妨げ、カメラが正常に作動し
ません。常にワイパーブレードが良
好な状態であることを確認してくだ
さい。
	●フロントウィンドウの交換が必要な
場合は、当社指定サービス工場にご
相談ください。カメラの取り付け位
置や向きなどを正しく調整しないと
カメラが正常に作動しません。
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スピードリミッター

スピードリミッターは、あらかじめドライ
バーが設定した速度（最低時速30km以
上）を超えて走行しないようにする機能
です。設定速度以上にアクセルペダルを
踏み込んでも加速しません。

	●コントロールスイッチ

スピードリミッターは、コントロールレ
バーのスイッチを使用して設定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：設定速度の減少
③：設定速度の増加
④：システムの作動／停止
⑤：トラフィックサインインフォメーショ

ンの表示速度受付*

	●表示パネル

スピードリミッターの情報は、インスト
ルメントパネル内のディスプレイに表示
されます。
⑥：スピードリミッターオン／オフ状況

表示
⑦：スピードリミッターモード選択表示
⑧：設定スピード表示
⑨：トラフィックサインインフォメー

ションの速度規制標識の制限速度表
示*

	●スピードリミッターの設定
コントロールレバーのスピードリミッ
ター／クルーズコントロール切り替えス
イッチ①をLIMIT側に回すと、スピード
リミッター機能が使用可能になり、設定
速度が表示されます。（機能は停止され
ています。スピードリミッターオン／オフ
状況表示⑥、スピードリミッターモード
選択表示⑦、設定スピード表示⑧が灰色
に点灯）
ENGINE START/STOPスイッチをオ
フにしたり、スピードリミッター／クルー
ズコントロール切り替えスイッチをOFF
またはCRUISEにするとシステムはオフ
になりますが、設定速度の記憶は残りま
す。

*仕様により異なります。
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	●最高速度の設定
コントロールレバーのスイッチ②か③を
押して、希望する速度を設定します。ス
イッチ②を押すと設定速度が減少し、ス
イッチ③を押すと増加します。
短く押すと1km ／ hずつ、長く押すと
5km ／ hずつ速度が変化します。
トラフィックサインインフォメーション*
が認識した速度規制標識の制限速度を、
スイッチ⑤の操作で走行速度に設定する
ことができます。詳細は「トラフィック
サインインフォメーション」項を参照し
てください。

	●スピードリミッターの作動
スイッチ④を押すと、スピードリミッター
が作動します（スピードリミッターオン／
オフ状況表示⑥、スピードリミッターモー
ド選択表示⑦、設定スピード表示⑧が
橙色に点灯）。アクセルペダルを踏み込
んでもその速度以上では走行しません。
再度スイッチ④を押すと、停止されます。

スピードリミッターを過信せず、走行
速度には十分注意してください。

スピードリミッターが作動中でも、ア
クセルペダルをいっぱいに踏み込むこ
とで一時的に加速することができま
す。その際、速度の表示が点滅します。
一定時間以上、走行速度が設定速度
を超えた状態で走行すると、警告音
が鳴ります。また、急な下り坂など、
アクセルペダルを踏まなくても設定速
度を超えてしまう場合は、警告音とと
もに速度の表示が点滅します。ブレー
キペダルを踏んで走行速度を下げてく
ださい。
これらの場合、スピードリミッターは
一時的に解除されます。車速が設定
速度まで戻ると、スピードリミッター
は再度作動します。
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	●システムの異常

速度表示が消えて−が点滅したのち連続
点灯したときは、システムに異常があり
ます。
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ブラインドスポットモニター

ブラインドスポットモニターは、ドアミ
ラーでの確認が困難な範囲に他車が進
入した際に、その存在を検知して運転者
に警告するシステムです。

このシステムは安全確認を補助するた
めの装備であり、ルームミラーやドア
ミラーの代わりではありません。運転
者の責任の下で、道路状況、他車と
の距離、相対速度を必ず確認し、車
線変更などを行ってください。

他車を検知した側のドアミラーに警告灯
が点灯します。
・	 自車が追い越しをされる場合は、追い

越そうとする車がブラインドゾーンに
進入した直後に点灯します。

・	 自車が追い越しをする場合は、追い越
してから約1秒後に点灯します。

	●システムの作動と解除
ブラインドスポットモニターの作動と解
除は、タッチスクリーンで設定します。
システムを作動させると、ドアミラーの
警告灯が一時的に点灯します。

	●ブラインドスポットモニターが作動
しているときは、EVシステムを始
動するとドアミラーの警告灯が一時
的に点灯します。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにしても、システムの作動
／解除の設定は保持されます。
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以下の条件を満たすとき、車両を検知し
てドアミラーの警告灯が点灯します。
・	 自車を含めた周囲すべての車が同じ方

向に走行している
・	 時速12km ～時速140kmで走行して

いる
・	 追い越しをしている場合、他車との速

度差が時速10km未満
・	 追い越される場合、他車との速度差が

時速25km未満
・	 道路状況が混雑していない
・	 追い越しをしている場合、追い越し状

態が継続していて、かつ追い越された
車両が依然としてブラインドゾーンに
ある

・	 直線またはゆるやかなカーブを走行し
ている

以下の物や状況の場合、警告灯は点灯しません。
・	 静止している物（駐車している車、壁、街灯、道路標識）
・	 自車とは逆方向に走行している車
・	 曲がりくねった道や角度のきついカーブを走行しているとき
・	 大型車を追い越す（または追い越される）とき 

（大型車の先頭部分が運転者の視界にあり、かつ大型車の後方部分がブラインドゾーン
にあることを検知したとき）

・	 道路状況が混雑しているとき 
（前方の車とブラインドゾーンにある車を同時に検知するため、システムは大型車と判
断がつかない）

・	 急速に追い越すとき

*仕様により異なります。
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	●システムの故障
システムに異常が発生したとき
は、SERVICE警告灯が点灯す
るとともにメッセージが表示され

ます。当社指定サービス工場でシステム
の点検を受けてください。

	●ドアミラーにある警告ゾーン、フロ
ントバンパーおよびリアバンパーに
あるセンサーをステッカーなどで覆
わないでください。システムの妨げ
となり、正常に機能しません。
	●悪天候や冬季には、泥や氷雪など
でセンサーが覆われないように注意
してください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも30cm以上フ
ロントバンパーおよびリアバンパーに
あるセンサーから離してご使用くださ
い。

	●システムは雨や雪などの天候に左右
される可能性があります。
	●濡れた路面を走行しているときに、
霧状の水しぶきなどを誤って検知す
ることがあります。

	●アクティブブラインドスポット
モニター *

アクティブブラインドスポットモニター
は、ブラインドスポットモニターが他車
の存在を検知しているとき、車線変更な
どで方向指示器を作動させている状態
で走行車線の車線マーカーを越えよう
とした場合、他車を検知した側のドアミ
ラーに警告灯が点灯するのに加え、ハン
ドル操作を自動修正して衝突を避ける支
援をします。

アクティブブラインドスポットモニター
は以下のすべての条件を満たしていると
きに作動します。
・	 時速65km ～時速140kmで走行して

いるとき
・	 ブラインドスポットモニターが作動し

ているとき
・	 レーンキープアシストが作動している

とき

レーンキープアシストの詳細は「レーン
キープアシスト」項を参照してください。
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フロント／バックソナー

フロント／リアバンパーに埋め込まれた
センサーが障害物（歩行者、車、立木、
門など）を検知します。
システムは、EVシステムが始動してい
る状態でシフトポジションをRにすると
作動します。シフトポジションをR以外
にすると、システムは解除されます。
以下のとき、フロントソナーは作動を停
止します。
・	 時速10km以上のとき
・	 前進方向で3秒以上停止したとき
・	 障害物が車両前方の検知範囲から出た

とき

フロント／バックソナーは、警告音と表
示の色で運転者に車両と障害物とのおお
よその距離をお知らせします。
障害物に接近すると、警告音の頻度が上
がり、およそ30cm以内に接近すると連
続した警告音に変わります。
表示の色は、障害物までのおおよその距
離を表示します。
・	 白色のバー：遠い
・	 橙色のバー：近い
・	 赤色のバー：とても近い（危険を表す

アイコンが表示されます）

	●バックソナーの警告音は、ハンドル
を切った角度に応じて障害物の検
知範囲が変化します。

	 例えば、ハンドルを右に切った場合
は、障害物の検知範囲が右方向に変
化し、右方向の検知範囲内に障害物
が検知されると、障害物に近付くに
つれ、警告音の頻度が上がります。

	●フロント／バックソナーの警告音は、
タッチスクリーンの操作で音量を調
整できます。

作動中、タッチスクリーン
のアイコンにタッチし、表
示された画面の操作で音

量を調整してください。
	●EVシステムを始動した直後は、タッ
チスクリーンが完全に起動するまで
画面表示や警告音でのソナーの警
告は行われません。
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	●フロント／バックソナーの設定
フロント／バックソナーの機能をオン／オ
フするには、タッチスクリーンで設定し
ます。

ENGINE START/STOPスイッチを
オフにしても、システムのオン／オフの
設定は保持されます。

	●システムの異常
この機能に異常があると、シフ
トポジションをRにすると短い
警告音とともにフロント／バッ

クソナー警告灯が点灯し、メッセージが
表示されます。
当社指定サービス工場にご連絡くださ
い。

	●以下のようなときは、センサーが障
害物を検知しないことがあります。
•	 センサーが検知することが困難
な範囲に障害物があるとき、ま
たは一度検知した障害物が、セ
ンサーが検知することが困難な
範囲に入ったとき

•	 他の車両のホーン、オートバイや
トラックのエンジン音、ドリルな
ど、騒音の大きいものが近付い
たとき

•	 路面に雪や落ち葉が積もってい
るとき

•	 バンパーやミラーに損傷があると
き

•	 フロント／リアバンパーに衝撃を
受け、センサーの設置位置がず
れるなどしたとき

•	 重い荷物を積むなどして車両姿
勢が傾いているとき

•	 悪天候（雨、雪、霧など）
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	●以下のような形状の障害物はセン
サーが検知しないことがあります。
システムを過信せず、目視で障害物
の有無を確認してください。
•	 細い木、針金、フェンス、ポール、
ロープなどの細いもの
•	 背の低いもの
•	 綿や雪などの音波を吸収しやす
いもの（着用している衣類の種類
によっては、人を検知できないこ
とがあります）

	●フロント／リアバンパーに衝撃を受
けたら、必ず当社指定サービス工場
で点検を受けてください。センサー
が正常に作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
	●フロント／リアバンパーのセンサー
が、泥や雪などで覆われていると障
害物の検知ができません。常に汚れ
を落としてください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも30cm以上フ
ロントバンパーおよびリアバンパーに
あるセンサーから離してご使用くださ
い。

	●シフトポジションをRにしたときに、
長い警告音が鳴る場合は、フロン
ト／リアバンパーのセンサーに泥や
雪、汚れなどが付着していないか確
認してください。
	●フロント／リアバンパーの真下付近
は検知しません。
	●自転車用リアキャリアを装着してい
るときは、システムを解除する必要
があります。



運転装置の使いかた

３

3-61

テールゲートのカメラ、およびリアバン
パーに埋め込まれたセンサーがタッチス
クリーンに車両周囲の映像を映し出し、
駐車や出庫の際の安全確認を補助しま
す。
タッチスクリーンの画面は左右2分割さ
れ、左側にバックビュー、右側にパノラ
ミックビューが表示されます。

	●パノラミックビュー

パノラミックビューは、テールゲートの
カメラの映像を合成して表示します。駐
車や出庫の際に、車両周辺の障害物を
確認できます。
バックビューに連動して作動します。

	●長時間車を停止させていると、パノ
ラミックビューの映像がオフになる
ことがあります。
	●作動直後は、正しい映像を表示する
までに時間がかかることがあります。

バックカメラ
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	●バックビュー

バックビューは、テールゲートのカメラ
が車両後方の映像を映し出します。オー
トモードで作動し、リアバンパーに埋め
込まれたセンサーが周囲の状況を検知
し、自動でスタンダードとズームビュー
を切り替えます。
また、以下のタッチスクリーンの操作で、
スタンダード、180°ビューまたはズーム
ビューに切り替えることができます。
1.	 タッチスクリーン左下のアイコンに

タッチします。
2.	 タッチスクリーンにタッチして切り

替えたい映像の種類を選択します。

	●バックビューの作動
バックビューは、シフトポジションがR
で、時速10km以下のときに作動します。

バックビューは、以下のときに解除にな
ります。
・	 シフトポジションをR以外にしたとき
・	 時速20km以上のとき
・	 テールゲートを開けたとき
・	 タッチスクリーン左上の←にタッチし

たとき

シフトポジションをR以外にしても、約
7秒間はカメラの映像が保持されます。

	●バックビューの表示

オートモード

リアバンパーに埋め込まれたセンサーが
周囲の状況を検知し、障害物が赤いラ
イン（リアバンパーの後方約30cm）に
近付くと自動でスタンダードからズーム
ビューに切り替えます。
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スタンダード

車両後方の映像がタッチスクリーンに表
示されます。
映像には距離や車幅の目安となるライン
が表示されます。
・	 縦の青いライン①：ドアミラーを除い

た車幅の目安です。ハンドル操作と連
動しています。

・	 赤 い ラ イ ン②： バ ン パ ー の 後 方 約
30cmの目安です。

・	 横の青いライン③④：それぞれバン
パーから1m、2m後方の目安です。

ズームビュー

テールゲートに取り付けられたカメラが、
タッチスクリーンに車両を上から見たよ
うな映像を映し出します。

タッチスクリーンの映像は、車や障害
物などが実際より遠くに見えることが
あります。必ず目視やミラーで確認を
してください。

180°ビュー

垂直駐車から後退して出るときに、左右
から近付く車、自転車や歩行者の映像を
左方向A、後方B、右方向Cに分けて映
し出します。

画面だけを見ながら運転操作をしない
でください。必ず目視やミラーで確認
をしてください。
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	●バックカメラは運転を補助する機能
です。システムを過信せず、安全運
転に努めて適切な操作をしてくださ
い。安全の確保は運転者の義務で
す。
	●バックカメラの映し出す映像を過信
せず、必ず目視やミラーでの確認も
行ってください。
	●リアバンパーに衝撃を受けたら、必
ず当社指定サービス工場で点検を
受けてください。カメラやセンサー
が正常に作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
	●リアバンパーのセンサーが、泥や雪
などで覆われていると障害物の検
知ができません。常に汚れを落とし
てください。
	●カメラに泥や雪などが付着すると映
像の映りが悪くなります。常に汚れ
を落としてください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗浄
ノズルを少なくとも30cm以上カメラ
やセンサーから離してご使用ください。

	●カメラレンズの特性により映像がゆ
がむことがあります。
	●気象条件などにより、映像が見えに
くくなることがあります。また、夜
間など暗い場所では画質が低下しま
す。
	●シフトポジションをRにしたときに、
長い警告音が鳴る場合は、フロン
ト／リアバンパーのセンサーに泥や
雪、汚れなどが付着していないか確
認してください。
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インストルメントパネル

インストルメントパネルの表示は、選択
した表示モードにより異なります。
1.	 パワーインジケーター
2.	 アクティブクルーズコントロール*

／スピードリミッター／トラフィッ
クサインインフォメーション表示

3.	 デジタルスピードメーター
4.	 シフトポジション／ドライブモード*
5.	 リチウムイオンバッテリー残量計／

走行可能距離
6.	 オドメーター

	●スピードメーターの速度の単位は必
ずkm/h表示を使用してください。
誤ってmph表示（マイル）にすると、
正確な速度を認識できず、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
	●安全上の理由から、インストルメン
トパネルの設定などの操作は、車両
を停止し、EVシステムが始動して
いる状態で実施してください。

	●インストルメントパネルの表示
以下は、どの表示モードの場合でも常に
インストルメントパネルに表示される標
準的な項目です。
・	 シフトポジション
・	 リチウムイオンバッテリー残量計
・	 走行可能距離
・	 パワーインジケーター
・	 デジタルスピードメーター
・	 オドメーター
・	 警告灯、表示灯、警告メッセージなど

（表示がある場合）

警告灯および表示灯は、状況により点
灯位置が異なる場合があります。

*仕様により異なります。



4-3

４

メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

以下は、表示モードの種類や作動してい
る機能がある場合に表示されます。
・	 トリップコンピューター
・	 ドライブモード
・	 アクティブクルーズコントロール*な

どの運転支援システムの表示
・	 アクティブクルーズコントロール* ／

スピードリミッター／トラフィックサ
インインフォメーション*表示

・	 現在再生中のメディア
・	 エネルギーモニター

	●表示モードの設定

ステアリングスイッチのダイヤルを回すと
インストルメントパネルの表示モードが
切り替わります。
ダイヤルを押し込むとすぐに表示モード
が切り替わります。

システムのバージョンによって、設定
できる項目や表示内容が異なります。

	●表示モードの種類
表示モードは、以下の5種類から選択し
て表示することができます。
・	 ダイヤル
・	 ドライブ
・	 パーソナル1 ／パーソナル2
・	 エネルギー

ダイヤル
標準的なインストルメントパネルの表示
モードです。

ドライブ
標準的なインストルメントパネルの表示
に加え、アクティブクルーズコントロー
ル* などの運転支援システムが表示され
ます。
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パーソナル1／パーソナル2
標準的なインストルメントパネルの表示
に加え、お好みに合わせて表示項目を選
択することができます。
パーソナル1およびパーソナル2の表示
は、以下のタッチスクリーンの操作で設
定します。

1.	 タッチスクリーンの画面上
部にあるアイコンにタッチ
します。

2.	 にタッチします。

3.	 にタッチします。

4.	 パーソナル1は画面左側の∧または
∨、パーソナル2は画面右側の∧ま
たは∨にタッチして表示したい項目
を選択します。

パーソナル1とパーソナル2で同じ項目
を選択することはできません。例えば、
パーソナル1でトリップコンピューター
を選択した場合は、パーソナル2では
選択できなくなります。

エネルギー

標準的なインストルメントパネルの表示
に加え、エネルギーモニターが表示され
ます。
エネルギーモニターは、車両の駆動状況
やエネルギーの回収状況などを確認で
きます。

①：電動モーター
②：リチウムイオンバッテリーの残量
③：エネルギーの流れ

リチウムイオンバッテリーの残量②は、
電力の残量に応じて目盛りが変化しま
す。

エネルギーの流れ③は、電動モーター
①の色とタイヤの表示の色A／ Bによ
りリチウムイオンバッテリーの電力の消
費と回収の状態を表します。
エネルギーの流れがないときは表示さ
れません。
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A：走行によりリチウムイオンバッテリー
の電力を消費しているときは青色に表示
されます。
B：回生ブレーキによりリチウムイオン
バッテリーに充電をしているときは緑色
に表示されます。

走行中はタイヤの表示が回転します。

	●言語の設定
インストルメントパネルとタッチスクリー
ンの言語を切り替えるには、タッチスク
リーンで設定します。

初期設定は日本語になっています。
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ヘッドアップディスプレイ *

運転者が前方を見ながら運転に必要な
情報を確認できるように、ディスプレイ
に様々な情報を表示します。
A. 	スピードメーター
B. 	アクティブクルーズコントロール表

示／スピードリミッター表示／トラ
フィックサインインフォメーション
表示

C. 	DSドライブアシストなどドライビン
グサポート機能の表示

	●ディスプレイの操作

1.	 オンスイッチ
2.	 オフスイッチ
3.	 照度調整スイッチ
4.	 高さ調整スイッチ

起動／格納
EVシステムが始動している状態のとき
にスイッチ①を押すと、ディスプレイを
起動できます。スイッチ②を長く押すと
ディスプレイを格納できます。

高さ調整
EVシステムが始動している状態のとき
にスイッチ④（△=上、▽=下）を押し
ます。見やすい高さになるよう、ディス
プレイの高さを調整できます。

照度調整
EVシステムが始動している状態のとき
にスイッチ③（太陽 = 明、月= 暗）を短
く押します。ディスプレイの明るさを調
整できます。

ENGINE START/STOPスイッチ
をオフにしたときの状態は、次回EV
システムを始動するときまで残ります。

*仕様により異なります。
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ヘッドアップディスプレイは停車中に
操作してください。

	●ダッシュボード上のディスプレイ付
近に物を置いたり、ディスプレイ出
入口を覆ったりしないでください。
ディスプレイ作動時の妨げになりま
す。
	●お手入れするときは、硬い布、表
面が荒い布、洗剤などは使用しな
いでください。ディスプレイが破損
したり、反射防止のコーティングが
傷付いたりするおそれがあります。	
メガネ拭きのようなやわらかい布を
使用してください。

	●気象条件（雨、雪、光など）によっ
ては、ディスプレイが見づらかった
り、一時的に影響を受ける場合があ
ります。
	●お使いのメガネ（サングラス、偏光
レンズなど）によっては、ディスプ
レイの表示が読み取りづらい場合が
あります。
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警告灯類／表示灯類

	●警告灯について
警 告 灯 には、ENGINE START/STOP
スイッチをアクセサリーポジションにす
る、またはEVシステムを始動すると点
灯するものがあります。数秒後、それら
の警告灯は消灯します。
いずれかの警告灯が、車が動き出す前ま
で点灯していたり、走行中に点灯または
点滅したときは、関連する情報を参照し
てください。
いくつかの警告灯は、点灯状態と点滅
状態で異なる意味を表すものがあった
り、ひとつの警告灯で通常の作動状態
を表示している場合と、故障を表してい
る場合とがあります。また、警告音やメッ
セージ表示とともに点灯するものがあり
ます。

	●表示灯について
表示灯は、作動状態を表示するものと
機能停止を表示するものがあります。
いくつかの表示灯は、点灯状態と点滅
状態で異なる意味を表すものがあった
り、ひとつの表示灯で通常の作動状態
を表示している場合と、故障を表してい
る場合とがあります。また、警告音やメッ
セージ表示とともに点灯するものがあり
ます。

	●STOP警告灯と連動して警告灯が
表示されたときは直ちに車を停止さ
せてください。
	●警告灯が表示される故障は、深刻な
ケガや車両へのダメージを引き起こ
すおそれがあります。安全な場所に
停車し点検してください（6-5ページ
参照）。

高速道路など自動車専用道路でリチウ
ムイオンバッテリーのバッテリー残量
がなくなると、道路交通法違反になり
ます。
走行前にリチウムイオンバッテリーの
バッテリー残量が十分あることを確認
してください。

*仕様により異なります。
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	●赤色の警告灯／表示灯一覧表

警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

STOP
点灯／警告音／
メッセージ

オーバーヒートしているか、ブ
レーキ、パワーステアリングな
どに重大な異常が発生していま
す。

直ちに車を安全な場所に停止させ、EVシステムを停止
し、当社指定サービス工場へご連絡ください。

12V 
バッテリー

点灯
12Vバッテリーの充電機能に異
常が発生しています。

EVシステムを始動すると消灯します。警告灯が消えな
い場合は、直ちに車を安全な場所に停止させ、EVシ
ステムを停止し、当社指定サービス工場にご連絡くだ
さい。
エレクトリックパーキングブレーキが作動しない場合
は、輪止め* をしてください。

半ドア

点灯／警告音／	
メッセージ	

（時速10km以下）
運転席ドアが開いています。

ドアまたはテールゲートを閉めてください。
点灯／メッセージ
（時速10km以下）

助手席ドア、後席ドアまたはテー
ルゲートが開いています。

点灯／警告音／
メッセージ	

（時速10km以上）

いずれかのドアまたはテール
ゲートが開いています。
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警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

シートベルト
点灯 ・	シートベルトを着用していま

せん。
・	着用していたシートベルトを
はずしました。

ベルトを引き出しバックルに差し込んでください。	
警告はシートベルトを着用するまで続きます。

点滅／警告音

エレクトリック
パーキング 
ブレーキ

点灯
エレクトリックパーキング	
ブレーキがかかっています。

アクセルペダルを踏むと、エレクトリックパーキング
ブレーキが自動的に解除されます。

ブレーキペダルを踏んだまま、パーキングブレーキス
イッチを押してエレクトリックパーキングブレーキを
解除してください。

点滅

オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能が作動
しません。作動／解除機構に故
障が発生しています。

直ちに安全で水平な場所に車を停止させ、EVシステム
を停止し、当社指定サービス工場にご連絡ください。
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警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

ブレーキ 点灯

ブレーキに軽微な不良が発生し
ているおそれがあります。

注意して速度を下げて走行し、当社指定サービス工場
で点検を受けてください。

ブレーキ液量が大幅に低下して
います。

直ちに安全な場所に車を停止させ、EVシステムを
停止し、当社推奨のブレーキ液を補給してください。	
問題が解消されない場合は、当社指定サービス工場に
ご連絡ください。

電子式制動力制御装置（EBFD）
に異常が発生しています。

直ちに安全な場所に車を停止させ、EVシステムを停止
し、当社指定サービス工場にご連絡ください。

EVシステム 点灯
電動モーターやリチウムイオン
バッテリーなどに異常が発生し
ています。

直ちに車を安全な場所に停止させ、EVシステムを停止
し、当社指定サービス工場へご連絡ください。

充電コネクター 点灯
充電ポートに充電コネクターが
接続されています。EVシステム
を始動できません。

EVシステムを始動するには、充電ポートから充電コネ
クターを取りはずして充電ポートリッドを閉じてくださ
い。
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	●黄色の警告灯／表示灯一覧表

警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

ABS 
（アンチロック

ブレーキ）
点灯

アンチロックブレーキシステム
に異常が発生しています。

通常のブレーキとして機能します。	
注意して速度を下げて走行し、当社指定サービス工場
で点検を受けてください。

SERVICE

点灯（一時的）／	
メッセージ

軽微な不良が発生しているおそ
れがあります。

表示されたメッセージと連動しています。
・	タイヤ空気圧
・	ウィンドウウォッシャー液量　など
解決しない場合は、当社指定サービス工場で点検を受
けてください。

点灯／メッセージ

重大な不良が発生しているおそ
れがあります。

表示されたメッセージと連動しています。	
当社指定サービス工場で点検を受けてください。

パーキングブレーキ故障のメッ
セージが表示されている場合
は、エレクトリックパーキング
ブレーキはオートマチックでの
解除ができません。

当社指定サービス工場にご連絡ください。

*仕様により異なります。



4-13

４

メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

アクティブ 
セーフティ 
ブレーキ*

点滅
アクティブセーフティブレーキ
の自動ブレーキが作動中です。

前方の車両との衝突速度を抑制するために自動的にブ
レーキが作動しました。ブレーキを踏んでスピードを
落としてください。

点灯／警告音／	
メッセージ

アクティブセーフティブレーキ
機能に異常があります。

当社指定サービス工場でシステムの点検を受けてくだ
さい。

点灯
アクティブセーフティブレーキ
機能が解除されています。

詳細は「アクティブセーフティブレーキ」項を参照してく
ださい。

点灯	
（SERVICE警告灯

も点灯）

アクティブセーフティブレーキ
機能に異常があります。

EVシステムを停止し、再度始動しても消灯しない場合
は、当社指定サービス工場で点検を受けてください。
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警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

レーンキープ 
アシスト

点灯
レーンキープアシスト機能が解
除または停止されています。

詳細は「レーンキープアシスト」項を参照してください。

点滅

方向指示器が作動していないと
き、車線マーカーを逸脱する可
能性があると判断されました。	
ハンドル操作の自動修正が行わ
れます。

点灯／警告音／	
メッセージ

（SERVICE警告灯
も点灯）

レーンキープアシスト機能に異
常があります。

レーンキープアシスト機能が作動していません。	
注意して走行し、当社指定サービス工場で点検を受け
てください。

レーン 
ポジショニング

アシスト*

点灯／警告音／	
メッセージ	

（SERVICE警告灯
も点灯）

レーンポジショニングアシスト
機能に異常があります。

レーンポジショニングアシスト機能が作動していませ
ん。注意して走行し、当社指定サービス工場で点検を
受けてください。

*仕様により異なります。
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警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

ASR ／ DSC

点滅
ASR／ DSCシステムが作動
中です。

システムは正常です。	
安定した走行に戻ると消灯します。

点灯／警告音／	
メッセージ

ASR／ DSCシステムに異常が
発生しています。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

非常ブレーキ
（エレクトリック

パーキング 
ブレーキ）

点灯／メッセージ
（SERVICE警告灯

も点灯）

非常ブレーキに異常が発生して
います。

エレクトリックパーキングブレーキの自動解除ができ
ない場合は、ブレーキペダルを踏みながら手動操作で
解除してください。

ヒルスタート 
アシスタンス

点灯／メッセージ	
（SERVICE警告灯	

も点灯）

ヒルスタートアシスタンス機能
に異常があります。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

空気圧警告

点灯／警告音／	
メッセージ

タイヤの空気圧に異常がありま
す。

タイヤの空気圧を確認して必要な処置をしてください。
タイヤの空気圧を調整したら、必ず間接式タイヤ空気
圧警告システムのリセットをしてください。

点灯／警告音／	
メッセージ	

（SERVICE警告灯
も点灯）

タイヤ空気圧警告システムに異
常が発生しています。システム
は作動していません。

タイヤの空気圧を確認して必要な処置をしてください。	
直ちに当社指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

エアバッグ

点灯（一時的）
システムの点検中です。（数秒
間点灯した後に消灯）

EVシステムを始動すると消灯します。警告灯が消えな
い場合は、当社指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

点灯
エアバッグまたはシートベルト
プリテンションシステムに異常
が発生しています。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

オートマチック
エレクトリック

パーキング 
ブレーキ

点灯
オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能が解除
されています。

パーキングブレーキは手動操作のみ可能です。オート
マチックエレクトリックパーキングブレーキ機能を復
帰させてください。

点灯／メッセージ
（SERVICE警告灯

も点灯）

手動操作によるエレクトリック
パーキングブレーキの締結がで
きません（EVシステムが始動し
ている状態のときの締結がで
きません）。

手動操作によるエレクトリックパーキングブレーキの
締結／解除ができないときは、パーキングブレーキス
イッチの故障が考えられます。	
EVシステム停止時の自動締結およびアクセルを踏ん
だときの自動解除のみ作動します。	
当社指定サービス工場にご連絡ください。

点灯／メッセージ
（SERVICE警告灯

も点灯）

パーキングブレーキに異常が発
生しています。自動／手動操作
ともに動作しません。

車を止めておくには、7秒から15秒間、警告灯が点灯
するまでパーキングブレーキスイッチを引きます。	
上記の操作を失敗した場合は、安全で平らな場所に停
車して、シフトポジションをPにした状態でEVシステ
ムを停止し、輪止め*をしてください。その後、当社
指定サービス工場にご連絡ください。
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警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

リアフォグ 
ランプ

点灯
ライトスイッチレバーのリング
を前方へ回しました。

ライトスイッチレバーのリングを後方へ回すと消灯しま
す。

フロント／ 
バックソナー

点灯／警告音／	
メッセージ

フロント／バックソナーの機能
に異常があります。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

DSマトリクス
LEDビジョン*

点灯／警告音／	
メッセージ

DSマトリクスLEDビジョン
ヘッドライトまたはフロントウィ
ンドウ上部のカメラに異常があ
ります。

当社指定サービス工場にご連絡ください。

リチウムイオン
バッテリー残量

点灯／警告音
リチウムイオンバッテリーの残
量が低下しています。

走行可能距離を確認してください。
すみやかに最寄りの充電施設で充電してください。

出力制限 点灯／警告音

リチウムイオンバッテリーの残
量が極端に低下しています。電
動モーターの出力が徐々に制限
され、エアコンなどの機能が自
動的にオフになります。

直ちに最寄りの充電施設で充電してください。	
充電しても消灯しない場合は、当社指定サービス工場に
ご連絡ください。

車両接近
通報システム

点灯
車両接近通報システムに異常が
発生しています。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

*仕様により異なります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

	●緑色の警告灯／表示灯一覧表

警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

レーン 
ポジショニング 

アシスト*
点灯

レーンポジショニングアシスト
が作動しています。

詳細は「レーンポジショニングアシスト」項を参照してく
ださい。

ウィンカー 点滅／ブザー
ライトスイッチレバーが上または
下に動かされています。

ライトスイッチレバーを水平にすると消灯します。

ポジション 
ランプ

点灯

ライトスイッチがポジションラン
プの位置にあります。または、
ライトスイッチがAUTOの位置
にあり、周囲の明るさに応じて
デイタイムランニングランプが
点灯しています。

-

ロービーム 点灯

ライトスイッチがロービームの
位置にあります。または、ライ
トスイッチがAUTOの位置にあ
ります。（周囲の明るさに応じて
点灯）

-

*仕様により異なります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

DSマトリクス
LEDビジョン*

点灯

タッチスクリーンの設定で機能
が有効になっていて、ライトス
イッチがAUTOの位置にあり
ます。	
周囲の明るさや運転状況により、
ロービームが点灯しています。 詳細は「DSマトリクスLEDビジョン」項を参照してく

ださい。

点灯

タッチスクリーンの設定で機能
が有効になっていて、ライトス
イッチがAUTOの位置にあり
ます。	
周囲の明るさや運転状況により、
ハイビームが点灯しています。

オートワイパー 点灯 オートワイパーが作動中です。
ワイパーレバーを押し下げるか、0以外の位置にすると
オートワイパー機能がオフになります。

READYインジ
ケーター

点灯／ブザー

EVシステムが正常に始動してい
ます。走行できる状態です。	
エアコンやシートヒーター *が使
用できます。

走行速度が時速約5kmに達すると消灯し、停止すると
再度点灯します。	
EVシステムを停止すると消灯します。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

	●青色の警告灯／表示灯一覧表

警告灯／表示灯 状態 意味 対処方法

ハイビーム 点灯
ライトスイッチレバーが手前に引
かれています。

ライトスイッチレバーを再度手前に引くとロービームに
戻ります。
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サービスインジケーター

サービスインジケーターは、お客様に次回のメーカー推奨点検時期がいつ頃かをお知らせするものです。
次回の点検まで3000km以内になったとき、ENGINE START/STOPスイッチをアクセサリーポジションにする、またはEVシステムを
始動した後の数秒間、インストルメントパネルに表示されます。
また、タッチスクリーンからも次回のメーカー推奨点検時期を確認することができます。

	●サービスインジケーター表示一覧

表示 状態 意味

点灯（数秒間）
次回の点検まで1000kmから3000kmであることを示しています。 
次回の点検までのおよその残りキロ数や期間（両方またはどちらか一方）が
表示されます。

点灯
次回の点検まで1000km以内であることを示しています。 
次回の点検までのおよその残りキロ数や期間（両方またはどちらか一方）が
表示されます。

点滅後に点灯

点検時期を経過したことを示しています。
点検時期を経過してからのおよその走行距離や点検時期を経過したことを
お知らせするメッセージ（両方またはどちらか一方）が表示されます。
定期点検が完了するとスパナマークが消灯します。

点検時期のお知らせは、走行距離と前回の点検時期から割り出されています。最後の点検から2年を経過した場合にもスパナマークが
点灯します。
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	●ゼロリセット

リセットは当社指定サービス工場にて点
検終了後に行いますが、お客様がご自分
でリセットする際には以下の方法で行い
ます。
1.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

をオフにします。
2.	 ライトスイッチレバーの先端のス

イッチを押し続けます。
3.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

をアクセサリーポジションにします。
4.	 数字のカウントダウンが始まります。
5.	 カウントダウンが終了したら、押し

ていたライトスイッチレバー先端の
スイッチを放します。

6.	 リセットが完了。スパナのマークが
消えます。

	●当社指定サービス工場では、定期点
検が完了したときにサービスインジ
ケーターをリセットして、次の定期点
検時期をお知らせするようにしてい
ます。もし、サービスインジケーター
を継続してご使用になりたいときは、
車をお預けの際に当社指定サービス
工場の担当者にお伝えください。
	●リセット直後に12Vバッテリーをは
ずすと、リセットが無効になります。
ドアを施錠して少なくとも5分間
待ってから、12Vバッテリーをはず
してください。

オドメーター
オ ド メ ー タ ー は、ENGINE START/
STOPスイッチがアクセサリーポジショ
ンのとき、またはEVシステムが始動し
ている状態のときに表示されます。また、
以下の後、約30秒間表示されます。
・	ENGINE START/STOPスイッチを

オフにしたとき
・	ENGINE START/STOPスイッチが

オフで運転席側ドアを開閉したとき
・	 施錠または解錠したとき

距離の単位は必ずkm表示を使用して
ください。
設定はタッチスクリーンで行います。
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パワーインジケーター 

ENGINE START/STOPスイッチをア
クセサリーポジションにする、またはEV
システムを始動すると、パワーインジケー
ターが表示されます。
パワーインジケーターは、走行中の電
動モーターの消費電力の状態と回生ブ
レーキによる電力の充電状態を表示しま
す。

	●CHARGE
アクセルペダルを放して速度を落として
いるとき、ブレーキペダルを踏んでいる
ときに、回生ブレーキによりリチウムイ
オンバッテリーの充電が行われているこ
とを示します。パワーインジケーターの
カーソルがCHARGE側に振れるほど多
くの電力を充電しています。

	●ECO
消費電力を抑えた走行ができている状
態を示します。より長い距離を走行する
ことができます。

	●POWER
アクセルペダルを踏んで加速していると
きに、電動モーターが電力を消費して
いる状態を示します。パワーインジケー
ターのカーソルがPOWER側に振れるほ
ど加速力が強くなり、多くの電力を消費
しています。
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リチウムイオンバッテリー 
残量計

ENGINE START/STOPスイッチをア
クセサリーポジションにする、またはEV
システムを始動すると、現在のリチウム
イオンバッテリーの残量と走行可能距離
が表示されます。

	●リチウムイオンバッテリーの残
量警告

リチウムイオンバッテリーの残量警告は、
以下の2種類の警告灯によって段階的に
表示されます。

リチウムイオンバッテリーの残
量が低下すると、警告音ととも
にリチウムイオンバッテリー残

量警告灯が点灯します。
走行可能距離を確認し、すみやかに最寄
りの充電施設で充電してください。

リチウムイオンバッテリーの残
量が極端に低下すると、警告音
とともにリチウムイオンバッテ
リー残量警告灯と出力制限警
告灯が点灯します。

直ちに最寄りの充電施設で充電してくだ
さい。

	●出力制限警告灯が点灯すると、走行
可能距離が表示されなくなります。
また、電動モーターの出力が徐々に
制限され、エアコンなどの機能が自
動的にオフになります。
	●走行可能距離はリチウムイオンバッ
テリーの残量、これまでの平均電費、
現在のエアコンの作動状態などから
算出されています。この数値は、走
行状況によって変化する場合があり
ます。

	 例えば、リチウムイオンバッテリー
が満充電の状態でも、走行状況に
よっては表示される走行可能距離の
数値が異なることがあります。
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マニュアルチェック
ENGINE START/STOPスイッチをア
クセサリーポジションにする、またはEV
システムを始動すると、インストルメント
パネルに以下の情報が表示されます。
・	 サービスインジケーター
・	 タイヤ空気圧警告
・	 現在の不具合状況

タッチスクリーンからもマニュアル
チェックの情報を確認することができ
ます。

インストルメントパネルの 
調整（明るさ調整）
照度調整

1.	 にタッチします。

2.	 にタッチします。

3.	 ＜または＞にタッチするか、カーソ
ルを動かして調整します。

	●インストルメントパネルの明るさを
調整すると、タッチスクリーンの照
度も調整されます。
	●ポジションランプまたはヘッドラン
プが点灯中に調整できます。

タッチスクリーンの画面のオン／オフ

1.	 にタッチします。

2.	 にタッチします。

再度タッチスクリーンにタッチすると、
タッチスクリーンの画面が点灯します。
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ラ イト 類（ ヘッド ラ ン プ、 
フォグランプ、方向指示器、
ハザードランプ）

	●ヘッドランプ

DSマトリクスLEDヘッドライト装着
車は、点灯中のヘッドランプを至近距
離から直視しないでください。LED
ヘッドライトは強い光を照射するため、
失明などの重大な傷害につながるおそ
れがあります。

低温高湿度のとき、ヘッドランプやテー
ルランプのレンズ内側が曇ることがあ
りますが異常ではありません。点灯し
て数分後になくなります。

	●ライトスイッチ
ヘッドランプの操作は、レバーのリング
を回します。

オートライトモード

ポジションランプが点灯しま
す。

ポジションランプは、他の車からあな
たの車を確実に確認できるほどの十分
な明るさではありません。事故のおそ
れがありますので、周囲が暗いときや
視界が悪いときは、ヘッドランプを点
灯してください。

ヘッドランプのロービーム／ハ
イビームが点灯します。

ヘッドランプをハイビームに切り替える
ときは、スイッチレバーを手前に引きま
す。再度、手前に引くとロービームに切
り替わります。

DSマトリクスLEDヘッドライト装着
車は、より遠くまでの視界を確保する
ため、走行速度が時速110kmを超え
るとロービームの照射範囲が自動的に
拡大します。
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	●パッシング
スイッチレバーを浅く手前に引くと、パッ
シングライトとして使用できます。

	●ライト類の異常
ライト類に異常が発生した場合
は、警告音とともにSERVICE
警告灯が点灯し、メッセージが

表示されます。

	●リアフォグランプ

ヘッドランプが点灯しているときに使用
できます。

リングを前方へ回すと点灯しま
す。後方へ回すと消灯します。

リアフォグランプは晴天時や雨天時に
は使用しないでください。後続車に眩
惑を与えます。

オートライトでヘッドランプが点灯中
に、リアフォグランプを点灯させると、
周囲が明るくなってもヘッドランプと
リアフォグランプは点灯し続けます。
リングを回してリアフォグランプを消
灯してください。リアフォグランプと
同時にヘッドランプも消灯します。

	●デイタイムランニングランプ
EVシステムを始動すると、ライトスイッ
チがAUTOで周囲が明るいときにデイ
タイムランニングランプだけが自動的に
点灯します。デイタイムランニングラン
プが点灯中は、インストルメントパネル
内のポジションランプ表示灯が点灯しま
す。

点灯中のデイタイムランニングラン
プを至近距離から直視しないでくだ
さい。デイタイムランニングランプの
LEDライトは強い光を照射するため、
失明などの重大な傷害につながるおそ
れがあります。
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	●オートライト

周囲が暗くなったりウィンドウワイパーが
作動すると、自動的にポジションランプ
やヘッドランプが点灯します。周囲が明
るくなったりワイパーが停止すると、自
動的に消灯します。

作動
リングをAUTO位置に回します。

機能解除
リングをAUTO以外の位置に回します。

	●昼間の霧や雪のときは、周囲が明る
いのでオートライトが作動しないこ
とがあります。	
安全のため、手動でライトを点灯し
てください。
	●フロントウィンドウの照度センサー
を覆わないでください。オートライ
ト機能が正常に作動しません。

照度センサーに異常が発生した
場合は、自動的にヘッドランプ
が点灯するとともにインストル

メントパネルに警告が表示され、警告音
とともに故障の発生を通知します。当社
指定サービス工場で点検を受けてくださ
い。

	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにすると、すべてのライト
が消灯します（フォローミーホーム
機能がオンのときを除く）。再度ラ
イトを点灯するには、AUTOから他
の位置にレバーのリングを回すか、
いったんAUTOにしてから他の位
置にレバーのリングを回してくださ
い。

	 ENGINE START/STOPスイッ	
チがオフの状態で、マニュアル
操作でライトを点灯したまま運
転席側のドアを開けると、ライ
ト消し忘れブザーが鳴ります。	
レバーのリングをAUTO位置に回
すとライトが消灯します。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チがオフの状態でライトを点灯した
ままにすると、12Vバッテリーの
バッテリー上がりを防止するために
一定時間後、自動的に消灯します。
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	●フォローミーホーム（駐車時照
明機能）

周囲が暗いときや夜間にEVシステムを
停止した後しばらくの間、ヘッドランプ
などが点灯したままになります。

オート操作
オートライトモードになっていると自動
的にこの機能が作動します。

マニュアル操作

ライトスイッチの位置にかかわりなく作
動させることができます。
ENGINE START/STOPスイッチをオ
フにして、パッシング（スイッチレバーを
浅く手前に引く）してから車を降りて施
錠してください。

キャンセル操作
パッシング（スイッチレバーを浅く手前に
引く）してから車を降りて施錠してくだ
さい。

設定
フォローミーホームのオン／オフの切り
替え、点灯時間の設定は、タッチスクリー
ンで行います。

	●エクステリアウェルカムランプ
周囲が暗いときや夜間に車外でリモコン
の解錠ボタンを押すと、ヘッドランプな
どが点灯して乗車をサポートします。

点灯
リモコンの解錠ボタンを押すと、ドアの
解錠とともに点灯します。

消灯
以下のときに消灯します。
・	ENGINE START/STOPスイッチを

アクセサリーポジションにする
・	 EVシステムを始動する
・	 ドアを施錠する

設定
タッチスクリーンで、この機能のオン／
オフと点灯時間の設定ができます。
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	●エクステリアサイドランプ

エクステリアサイドランプは、フロントルー
ムランプに連動して点灯／消灯します。

	●ヘッドランプ照射角度調整	
（ハロゲンヘッドライト装着車）

ラゲッジルームに重量物を積んでヘッド
ランプが上向きになったときは、対向車
に眩しくないよう、ダイヤルの数値を上
げて照射角度を下向きにしてください。

ダイヤルの4、5、6は未使用の目盛り
です。照射角度の調整はできないため
使用しないでください。

	●照射角度自動調整機能	
（DSマトリクスLEDヘッドライト
装着車）

車の積載状態に応じて、ヘッドランプの
照射角度を自動的に調整します。

自 動 調 整 機 能 に 異 常 が 発 生
した 場 合 は、 警 告 音ととも に
SERVICE警告灯が点灯し、メッ

セージが表示されます。このとき、ヘッド
ランプは一番下向きの位置に自動調整さ
れます。

異常が発生した場合は、ヘッドランプ
に触らず、当社指定サービス工場で点
検を受けてください。感電する可能性
があり危険です。
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	●パーキングライト

路肩に駐車する場合、ポジションランプ
を片側（車両通行側）のみ点灯させるこ
とができます。
ENGINE START/STOPスイッチをオ
フにして、1分以内にライトスイッチレ
バーを点灯させたい方に操作します。警
告音とともに表示灯（ウィンカー）が点
灯します。
以下のとき、ポジションランプは消灯し
ます。
・	 ライトスイッチレバーを戻す
・	ENGINE START/STOPスイッチを

アクセサリーポジションにする
・	 EVシステムを始動する

*仕様により異なります。

	●DSマトリクスLEDビジョン*
DSマトリクスLEDビジョンは、フロン
トウィンドウ上部のカメラによって先行
車や対向車のランプや街路灯などの明る
さ、また道路状況を検知し、ハイビーム
の照射範囲を自動的に変化させるシステ
ムです。独立したハイビーム用のLEDラ
ンプユニットが段階的にそれぞれ点灯／
消灯し、先行車や対向車へのまぶしさを
抑えながら、前方視界の確保を補助しま
す。

DSマトリクスLEDビジョンは、夜間
の走行中の視界を補助する機能です。
運転者の責任の下で、点灯状態、視界、
道路状況などを把握し、他の車の妨
げにならないよう、また法律で義務付
けられた方法に従って、正しく使用し
てください。

先行車がある場合

先行車を検知すると、先行車の周囲を
照らすLEDランプユニットのみ消灯しま
す。

対向車がある場合

対向車を検知すると、対向車の周囲を
照らすLEDランプユニットのみ消灯しま
す。
対向車とすれ違った後は、消灯したLED
ランプユニットを再度点灯します。



4-32

４

メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

市街地など周囲の明るさが十分にあるエ
リアに入った場合
街路灯が並んでいる道路や、明るい街中
に入った場合は、車両外側から内側に向
かって段階的にハイビーム用のLEDラン
プユニットが消灯し、ロービームの点灯
に切り替わります。

市街地などから出て周囲の明るさが十分
ではないエリアに入った場合
街路灯が少なく明るさが十分にない道路
などに入った場合は、車両内側から外側
に向かって段階的にハイビーム用のLED
ランプユニットが点灯し、ロービームか
らハイビームに切り替わります。

機能をオンにする
1.	 ライトスイッチレバーのリングを
AUTO位置に回します。

2.	 	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

3.	 車両設定にタッチします。

4.	 ヘッドライトにタッチします。

5.	 アダプティブライトにタッチします。

	●DSマトリクスLEDビジョンは時
速40km以上で作動します。時速
20km以下になると作動が停止しま
す。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにしてもシステムのオン／
オフの設定は保持されます。

インストルメントパネルの表示

ロービームが点灯すると、この
表示灯が点灯します。

ハイビームが点灯すると、この
表示灯が点灯します。
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作動を中断する
システム作動中でも、ライトスイッチレ
バーを手前に引くことで DSマトリクス
LEDビジョンの作動を中断し、オートラ
イトモードに切り替えることができます。
DSマトリクスLEDビジョンの作動を再
開したいときは、再度ライトスイッチレ
バーを手前に引きます。

	●機能を中断または再度作動させる
と、状況により、ハイビームまたは
ロービームが点灯します。
	●濃い霧が発生している場所を走行
しているときは、自動的にDSマ
トリクスLEDビジョンが一時中
断されることがあります。DSマト
リクスLEDビジョンが一時中断
されると、表示灯が消灯します。	
その後、システムがDSマトリクス
LEDビジョンの作動に適していると
判断すると、DSマトリクスLEDビ
ジョンの作動が再開します。
	●リアフォグランプを点灯するとDS
マトリクスLEDビジョンが中断され
ます。

機能をオフにする
DSマトリクスLEDビジョンをオフにす
るには、タッチスクリーンで設定します。

	●DSマトリクスLEDビジョンをオフ
にすると、オートライトモードに切
り替わります。
	●ライトスイッチレバーの操作ではDS
マトリクスLEDビジョンをオフにでき
ません。

システムの異常
DSマトリクスLEDビジョンや
フロンドウィンドウ上部のカメ
ラに異常が発生したときは、警

告音とともに表示灯が点灯し、メッセー
ジが表示されます。
当社指定サービス工場にご連絡くださ
い。
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	●以下のようなときは、機能が正確に
作動しないことがあります。
•	 降雪、豪雨、濃霧などの悪環境
のとき
•	 フロントウィンドウが汚れてい
る、曇っている、ステッカーを貼っ
ているなど、カメラ部分の視界
が不十分なとき
•	 看板や標識などに反射した強い
光が車両に当たっているとき

	●カメラは以下のような対象物は検知
しません。
•	 歩行者のように光を発しないも
の
•	 高速道路の中央分離帯などで光
を遮られている車両
•	 急勾配な坂の頂上やふもと、曲
がりくねった道、交差点などにお
ける周囲の車両

	●フロントウィンドウのカメラ周辺に
衝撃を受けたら、必ず当社指定サー
ビス工場で点検を受けてください。
カメラが正常に作動せず、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

	●フロントウィンドウ上部のカメラ付
近をステッカーなどで覆ったり、物
を置いてカメラの視界を遮らないで
ください。システムの妨げとなり、
正常に機能しません。
	●ルーフ上に積載した荷物などがカメ
ラの視界を遮らないように注意して
ください。
	●冬季に、ルーフやボンネットに雪が
積もっているときは取り除いてくだ
さい。
	●フロントウィンドウに泥や雪などが
付着するとカメラが正常に作動しま
せん。常に汚れを落としてください。
	●天候や乗車状況によってはフロント
ウィンドウのウィンドウガラスが曇
ることがあります。ウィンドウガラ
スが曇るとカメラが正常に作動しま
せん。エアコンの曇り取り機能を使
用してウィンドウガラスの曇りを取
り除いてください。
	●傷んだり汚れたフロントワイパーは
視界を妨げ、カメラが正常に作動し
ません。常にワイパーブレードが良
好な状態であることを確認してくだ
さい。

	●フロントウィンドウの交換が必要な
場合は、当社指定サービス工場にご
相談ください。カメラの取り付け位
置や向きなどを正しく調整しないと
カメラが正常に作動しません。

フロントウィンドウの照度センサーを
覆わないでください。DSマトリクス
LEDビジョンが正常に作動しません。
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	●方向指示器

右方向に出す場合：ライトスイッチレバー
を上に動かします。

左方向に出す場合：ライトスイッチレバー
を下に動かします。

	●車線変更などのとき、ライトスイッ
チレバーを1回軽く動かして放すと、
動かした方の方向指示器が3回点滅
します。
	●時速80km以上で運転している際に
方向指示器を20秒以上作動させた
場合、作動音が序々に大きくなりま
す。

	●ハザードランプ

ENGINE START/STOPスイッチのポ
ジションに関係なくスイッチを押すと作
動します。
他車に緊急停車中であることを示します。

緊急制動表示灯
急ブレーキをかけると、減速度によって
ハザードランプが自動的に点滅を始めま
す。車が加速を始めると自動的に解除さ
れますが、スイッチを押して解除するこ
ともできます。

渋滞の最後尾についたときは、手動で
ハザードランプを点滅させて、他の運
転者に警告してください。
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ワイパー／ウォッシャー

	●フロントワイパー

ワイパーレバーは以下のように5段階で
作動します。

2	 高速作動
1	 通常作動
Int	 間欠作動
0	 停止
AUTO　自動作動

間欠作動は、車速に応じて休止時間が変
化します。

ワイパーレバーが高速作動や通常作
動のポジションにあるときでも、時速
5km以下で走行している場合はワイ
パーの休止時間が長くなります。時速
10kmを超えると元の休止時間に戻っ
て作動します。

	●リアワイパー

リングを回すとリアワイパーが作動しま
す。（間欠式）
リングをいっぱいまで回している間、
ウォッシャー液が噴射され、ワイパーが
作動します。リングを放すと数秒後にワ
イパーが停止します。

停止

間欠作動

ウォッシャー作動
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リバース連動機能
フロントワイパーを作動中にシフトポジ
ションをRにすると、リアワイパーが作
動します。
シフトポジションをRから変更すると、
リアワイパーは停止します。
この機能のオン／オフを切り替えるとき
はタッチスクリーンで設定します。

リアウィンドウに雪が積もっていると
きやテールゲートにキャリアを取り付
けているときは、この機能をオフにす
ることをお勧めします。

	●ウィンドウガラスが乾いているとき
は、ワイパーを使用しないでくださ
い。ウィンドウに傷を付けることが
あります。
	●外気温が高温のときや、低温で凍
結のおそれがあるときは、ワイパー
がウィンドウに貼り付いていないか
確認してください。ワイパーを損傷
するおそれがあります。

	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにして1分以上経過すると、
ワイパーレバーがどの位置にあって
も、フロントワイパーはオフの状態
になります。再度作動させるには、
ワイパーレバーを操作してください。
	●ウィンドウガラスやワイパーに雪が
積もっているときや凍結していると
きは、ワイパーを使用する前に取り
除いてください。

	●オートワイパー
ワイパーを AUTO モードにしておくと、
降る雨の量に応じて自動的にワイパーが
作動します。

作動

レバーを押し下げると AUTO
モードが作動します。インスト
ルメントパネルの表示灯が点灯

し、メッセージが表示されます。動作確
認のためワイパーが1回作動します。
システムに異常が発生すると、ワイパー
レバーがAUTOの位置では間欠作動と
なります。当社指定サービス工場で点検
を受けてください。
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解除
レバーをもう一度押し下げるか、もしく
は0以外のポジションに動かします。イ
ンストルメントパネルの表示灯が消灯し、
メッセージが表示されます。

ENGINE START/STOPスイッチ
をオフにして1分以上経過すると、
AUTOモードは解除されます。AUTO
モードを使用する場合は再度レバーを
押し下げてください。

洗車する際は、オートワイパー機能を
解 除 し、ENGINE START/STOP
スイッチをオフにしてください。水滴
によってオートワイパーが突然作動し
て、ケガをしたり、車を損傷するおそ
れがあります。

	●フロントウィンドウの雨滴センサー
を覆わないでください。
	●フロントウィンドウが凍結している
ときは、氷などが完全に溶けるまで
オートワイパーの使用を控えてくだ
さい。

	●ウィンドウウォッシャー
レバーを手前に引いている間、ウォッ
シャー液が噴射され、ワイパーが作動し
ます。レバーを放すと数秒後にワイパー
が停止します。
レバーを浅く手前に引くと、ウォッシャー
液は噴射されずにワイパーが1回だけ作
動します。

外気温が低温で凍結のおそれがある
ときは、フロントウィンドウが暖まる
までウィンドウウォッシャーを使用し
ないでください。ウォッシャー液がウィ
ンドウガラスに凍り付き、視界を妨げ、
安全性を損ない思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

タンク内のウォッシャー液が不足して、
ウォッシャー液が噴射されないとき
は、ウィンドウウォッシャーを使用し
ないでください。ウィンドウに傷を付
けることがあります。
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ウィンドウウォッシャーを作動させる
とエアコンが自動的に内気モードに切
り替わり外のいやな臭いを遮断しま
す。

	●ワイパーブレードの交換

ワイパーブレードの交換は、ワイパーを
メンテナンスポジションにしてから行い
ます。
1.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

をオフ①にしてから1分以内にワイ
パーレバーを操作する②とワイパー
が中央に停止します。（メンテナンス
ポジション）

2.	 ワイパーブレードを交換するときは
この位置にしてください。

3.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ
をアクセサリーポジションにする、
またはEVシステムを始動してワイ
パーレバーを操作すると、ワイパー
は元の位置に戻ります。

傷んだり汚れたワイパーブレードは視
界を妨げ、安全性を損ない思わぬ事故
につながるおそれがあります。すべて
のウィンドウで良好な視界が確保され
るまでは走行しないでください。

	●ワイパーブレードを長持ちさせるに
は、次のことに気をつけてください。
•	 丁寧に取り扱ってください。
•	 せっけん水で定期的に洗ってくだ
さい。

•	 紙や異物を挟まないでください。
•	 ワイパーゴムが摩耗しているとき
は早めに交換してください。

	●ワイパーアームの交換は当社指定
サービス工場にお申し付けくださ
い。
	●ウィンドウガラスに撥水コーティン
グ剤を使用する場合は、当社指定
サービス工場にご相談ください。
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間接式タイヤ空気圧警告
ESCシステムが検知しているタイヤの回
転に関する情報をもとにして、タイヤの
空気圧に大きな変化があった場合に、警
告をする機能です。

この機能は、以下のような状況のときに
正常に作動します。
・	 初期化がされている。
・	 時速5km以上の速度で走行している。

警告音とともに間接式タイヤ空
気圧警告灯が点灯し、メッセー
ジが表示された場合はすみやか

に停止し、タイヤの空気圧を確認して必
要な処置をしてください。

	●タイヤの空気圧に20％以上の変化
があった場合に警告灯が点灯しま
す。
	●異常が検知された場合は、8分以内
に警告灯が点灯します。

	●間接式タイヤ空気圧警告システ
ムの初期化

タイヤの空気圧を調整したり、ホイールを
変更したりした場合は、必ず間接式タイヤ
空気圧警告機能を初期化してください。

1.	 ダッシュボードのアイコンに
タッチします。

2.	 ドライビング機能にタッチします。

3.	 タイヤ空気圧警告　初期化にタッチ
します。

4.	 Yesにタッチします。

スノーチェーンの脱着については、そ
の都度初期化する必要はありません。

	●初期化を行う前に、すべてのタイヤ
の空気圧が適正であることを確認し
てください。
	●間接式タイヤ空気圧警告機能は、初
期化時の空気圧が適正であるかどう
かを検知することはできません。

	●システムの異常

間接式タイヤ空気圧警告システムに異常
が発生した場合は、警告音とともに間接
式タイヤ空気圧警告灯およびSERVICE
警告灯が点灯し、メッセージが表示され
ます。当社指定サービス工場で点検を受
けてください。
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ドライブコンピューター

	●コントロールスイッチ

ドライブコンピューターは、ワイパーレ
バー先端のスイッチを押すことにより、
トリップコンピューター、トリップ1、ト
リップ2を切り替えて表示します。

インストルメントパネルの表示モード
がパーソナルで、トリップコンピュー
ターを設定している場合は、トリップ
コンピューターの情報が常にインスト
ルメントパネルに表示されます。

	●トリップコンピューター
トリップコンピューターは、瞬間
電費を表示します。
 

	●トリップ1／トリップ2
トリップ1／トリップ2は、以下
の情報を表示します。
・走行距離
・平均電費
・平均速度

例えば、トリップ1を月間の走行の平均
に、トリップ2を旅行用に、と使い分け
ます。

	●リセット
トリップ1／トリップ2をリセットすると
きは、ワイパーレバー先端のスイッチを2
秒以上押し続けます。リセットは各トリッ
プごとに行うことができます。リセット
後しばらくはデータ不足のために正確な
値が表示されないことがあります。
数字の代わりに水平なセグメントだけが
表示されるときは、当社指定サービス工
場にご連絡ください。
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	●瞬間電費
過去数秒間の電費を表示しま
す。ただし、車の速 度が時速
30km 以上のときのみ作動し、

表示します。

	●平均速度
コンピューターをリセットして
から現在までの平均速度を表示
します。

	●平均電費
コンピューターをリセットして
から現在までの平均電費を表示
します。

	●走行距離
コンピューターをリセットして
から現在までの走行距離を表
示します。
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エアコンディショナー

①：フロントウィンドウ吹き出し口
②：サイドウィンドウ吹き出し口
③：ダッシュボード左右吹き出し口
④：ダッシュボード中央吹き出し口
⑤：ダッシュボード足元吹き出し口
⑥：後席用足元吹き出し口

ダッシュボード中央および左右の吹き出
し口にはルーバーやシャッターが付いて
います。これを使用すると、風向や風量
の調整、他の吹き出し口へより多くの風
を送るなどができます。

	●エアコンを長期間、快適に使用す
るためにも、1ヶ月に1度は5分から
10分間の使用を推奨しています。
	●長時間、高温の場所に停車すると、
室内の温度は非常に高くなります。
吹き出し風量を最大にして数分間、
換気を行ってください。
	●室内フィルターは定期的に交換して
ください。2層構造の室内フィルター
は、アレルギー物質や悪臭、油汚れ
の除去に効果を発揮し、室内の空
気をよりきれいにします。
	●エアコンを正しくお使いいただくた
め、定期的に点検することを推奨し
ています。
	●湿度が高いときなど、エアコンを使
用していると車体の下から無色の水
が流れ出ることがあります。これは
空気中の水分が凝結したもので、異
常ではありません。
	●エアコンを使用していても冷気が出
ないときは、使用を中止して当社指
定サービス工場にご連絡ください。

	●室内の空気の入れ替えが十分に行え
るように、装置を適切にコントロー
ルしてください。
	●室内と設定温度に差があっても、設
定温度は変更する必要はありませ
ん。自動制御により、できるだけ早
く温度差を解消します。
	●空気の流れをスムーズにするため
に、次のことに注意してください。
•	 ボンネット内の外気取り入れ口が
ふさがれていないか。

•	 前席下のエアダクトや吹き出し口
がふさがれていないか。

•	 ラゲッジルーム内の空気排出口
がふさがれていないか。

	●ダッシュボードには日射センサーが
あります。この上に物を置いたり、
布を被せるなどしないでください。
エアコンが正しく作動しない場合が
あります。
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	●オートエアコン

オートモードでは、ディスプレイに表示
されている数値になるまで、エアコンの
オン／オフ、内気／外気の切り替えや風
量、吹き出し口が選択されます。

寒冷時や雨天時には、ウィンドウの曇
りを防ぐためにオートモードを選択し
てください。

エアコン設定の表示
エアコンの設定は、タッチスクリーンで
行います。

アイコンにタッチしてエアコン
設定画面を表示させてくださ
い。

タッチスクリーン画面上部のエアコン
表示にタッチすると、エアコンの設定
画面にアクセスできます。この画面で
は、温度の設定、風量の調整、エアコ
ンのオン／オフができます。

オートモード

	●オートモードでは、エアコンが適切
に制御できるよう、各吹き出し口を
開いた状態にしてください。
	●ウィンドウが開いていると設定した
温度を保てないことがあります。
	●ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにしてもエアコンの設定は
保持されます。

①：オートモードの設定
アイコンにタッチすると、イン
ジケーターが点灯しオートモー
ドになります。
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②：オプション
	 アイコンにタッチすると、オー
オプション	トモードの作動モードを変更

できます。

室内の送風量を制限し、静
かで穏やかに作動します。

室内の温度を最適に保ちな
がら、エアコンの作動音を
抑えて作動します。

室内の送風量制御を効果
的に最大限活かして作動し
ます。

SOFT

オートモード

オートモード

NORMAL

オートモード

FAST

マニュアルモード
オートモードで設定された条件は個々に
変更できます。
変更した条件を元に戻すときは、AUTO
にタッチするとオートモードになります。

温度を最高に設定したいときは、ディス
プレイにHIが表示されるまで∧にタッ
チし、最低に設定したいときは、LOが
表示されるまで∨にタッチします。

③：温度の設定

ディスプレイの表示を希望の数値に合わ
せます。
∧にタッチすると温度が上がり、∨にタッ
チすると温度が下がります。この値は室
内温度ではなく、快適さのレベルを表し
ています。
21に設定しておくと、快適な室内となり
ますが、お好みにより14～ 28の間を
設定してください。
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④：エアコンのオン／オフ
アイコンにタッチするとエアコン

（冷房・除湿機能）は停止します。
エアコンを作動させるには、再

度アイコンにタッチします。インジケー
ターが点灯してエアコンが作動します。

エアコンを停止させると、空気の循環
が全く行われません。ウィンドウが曇
るので、一時的な停止にとどめてくだ
さい。

⑤：吹き出し口の切り替え
アイコンにタッチして吹き出し口を選択
します。

フロントウィンドウとサイドウィ
ンドウ

ダッシュボード中央と左右

足元

⑥：風量の調整
アイコンにタッチすると風量が増減します。

ディスプレイのファンの羽根が消える
とエアコンが停止します。室温の調整
は行われませんが走行により微量の風
が吹き出し口から出ます。
再度アイコンにタッチすると、停止時
の設定でエアコンが作動します。

エアコンを停止させると、空気の循環
が全く行われません。ウィンドウが曇
るので、一時的な停止にとどめてくだ
さい。



5-6

室内装置の使いかた

５

⑦：急速冷房
室温を急速に冷やしたいときに
使用します。
アイコンにタッチするとエアコ

ンの設定温度が一番低くなり、ダッシュ
ボード中央と左右吹き出し口の風量が最
大になります。また、内気モードに切り
替わります。元の設定に戻すには、再度
アイコンにタッチします。

	●エアコンの全機能のオフ
アイコンにタッチするとインジ
ケーターが点灯し、エアコンの
全機能が停止します。

再度アイコンにタッチすると、停止時の
設定でエアコンが作動します。

エアコンを停止させると、空気の循環
が全く行われません。ウィンドウが曇
るので、一時的な停止にとどめてくだ
さい。

	●内／外気の切り替え
外気が車内に入るのを防ぎます。
外のいやな臭いの遮断や急速に
冷暖房するときに使用します。

アイコンにタッチする度に内気モード／
外気モードが切り替わります。インジケー
ターが点灯しているときは内気モードに
なっています。
内気モードでの長時間の使用は避けてく
ださい。換気が行われず、ウィンドウが
曇ることがあります。

内気循環モードは、必要以外は使用し
ないでください。ウィンドウが曇るだ
けでなく、車内の空気が新鮮でなくな
り、運転者の集中力が低下したり疲れ
やすくなるため、事故やケガにつなが
るおそれがあります。

ウィンドウウォッシャーを作動する、
またはシフトポジションをRにすると
自動的に内気モードに切り替わりま
す。
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	●視界の確保
天候や乗車状況によっては、オートモー
ドを選択していてもウィンドウガラスが
曇ることがあります。フロント／リアそ
れぞれの視界確保モードを作動させて曇
りを取ってください。

すべてのウィンドウの視界が保たれな
いと、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

フロントウィンドウ
アイコンにタッチするとインジ
ケーターが点灯し、システムは
自動的に曇りを取り除くように

エアコンのオン／オフ、内気／外気の切
り替えや風量、吹き出し口を選択してコ
ントロールします。
このモードを解除するときは再度アイコ
ンにタッチするか、AUTOにタッチしま
す。

リアウィンドウ
EVシステムが始動している状
態のときにアイコンにタッチす
るとインジケーターが点灯し、

リアウィンドウやドアミラーの曇りを取
ります。スイッチは自動的に切れます。
このモードを解除するときは再度アイコ
ンにタッチします。

	●換気モード
ENGINE START/STOPスイッチをア
クセサリーポジションにしてから数分間、
EVシステムが停止していてもエアコン
設定画面で風量と吹き出し口の切り替え
を操作することができます。

	●換気モードは、12Vバッテリーの電
力が十分なときに作動します。
	●換気モードでは、エアコン（冷房・
除湿機能）は作動しません。
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タッチスクリーン
コンソールのタッチスクリーンから、車
の設定やオーディオシステムの操作な
ど、以下のような操作や表示が行えます。
・	 エアコンの操作
・	 車の機能の設定
・	 オーディオの設定
・	 タッチスクリーンの設定
・	 ハンズフリー通話の設定
・	 フロント／バックソナーなどの画面表

示と設定
・	 外気温度計
・	 カーナビゲーション*

安全上の理由から、各種設定などの
複雑な操作は、車両を停止し、EVシ
ステムが始動している状態で実施して
ください。

本書に記載したタッチスクリーン関連
の機能や操作方法、表示、デザインな
どは、本書の編集時点のものです。
タッチスクリーンのシステムのバー
ジョンアップや、オプションのナビゲー
ションの接続によってこれらが変わる
ことがありますので、ご了承ください。

	●タッチスクリーンの基本操作
タッチスクリーンを操作する際は、一本
の指でやや強めにタッチおよびフリック

（タッチした状態での指の移動）を行って
ください。

スクリーンを拭く際は、市販の不織布
（メガネ拭きなど）をご使用いただけ
ます。

*仕様により異なります。
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	●ページの移動

前のページに戻ります。

タッチスクリーンのグレーアウトされ
たエリアにタッチすると前のページに
戻ります。

	●設定の変更
設定項目の変更後、変更画面に
あるOKにタッチして設定を有
効にします。

	●詳細設定
さらに詳細な設定項目がある場
合には、アイコンにタッチしま
す。

	●メニュー

アイコンにタッチするとそれぞれ以下の
ような設定が行えます。

オーディオやラジオの再生・設
定画面を表示します。

エアコンの設定画面を表示しま
す。

ナビゲーションを表示します。
（装着車のみ）
Apple CarPlay や Android 

Autoのマップを表示します。（使用中の
み）*

車の機能の設定を表示します。

ハンズフリー通話の通話・設定
画面を表示します。
Apple CarPlayやAndroid Auto 

の画面を表示します。（使用中のみ）

画像ファイルを表示します。

ス イッ チ を 押 すと ミ ュ ー ト
（消音／停止）になります。
ENGINE START/STOP ス

イッチをオフにした後しばらくの間は、
スイッチを押すとタッチスクリーンの画面
が点灯します。

音量を調節します。

タッチスクリーンの画面上部の
アイコンにタッチすると、タッ
チスクリーンの設定画面を表示

します。
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	●タッチスクリーンに指3本でタッチ
すると、メニューが表示されます。
	●一部の画面は指で左右にスワイプ
（タッチした状態で指を滑らせる）す
ることで画面を切り替えることがで
きます。
	●オーディオ、ハンズフリー通話、
Apple CarPlay やAndroid Auto 
に関しては、付録を参照してくださ
い。
	●ナビゲーションに関しては、ナビゲー
ションの取扱説明書を参照してくだ
さい。

	●日付と時刻の設定

時刻の設定

1.	 にタッチします。

2.	 にタッチします。

3.	 にタッチします。

4.	 時間にタッチします。

5.	 時間にタッチしてタッチスクリーン
で数値を入力します。

6.	 ＯＫにタッチします。

日付の設定

1.	 にタッチします。

2.	 にタッチします。

3.	 にタッチします。

4.	 日付にタッチします。

5.	 日付にタッチし、画面をスクロール
して、日付を設定します。
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	●設定項目一覧

アイコン 設定項目 追加設定項目

ドライビング機能

パーキングセンサー
アイコンにタッチすると、フロント／バッ
クソナーがオン／オフします。

-

タイヤ空気圧警告　初期化
間接式タイヤ空気圧警告の初期化を行い
ます。

-

トラクションコントロール
アイコンにタッチすると、ASRシステム
がオン／オフします。

-

チェック
サービスインジケーターや不具合の発生
状況などを呼び出します。

-
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アイコン 設定項目 追加設定項目

車両設定

パーキン
グ

電格ミラー解除

アイコンにタッチすると、オン／オフし
ます。 
OFFにすると、解錠／施錠時にドアミ
ラーが展開／格納します。

-

リバース連動リヤワイパー

アイコンにタッチすると、オン／オフし
ます。 
リバース時にリアワイパーが作動します。

（フロントワイパー作動時）

-

ヘッド	
ライト

フォローミーホームライト
アイコンにタッチすると、フォローミー
ホームがオン／オフします。

点灯時間を設定することが
できます。

ウェルカムライト

アイコンにタッチすると、エクステリア
ウェルカムランプがオン／オフします。 
リモコンによって解錠したときに一定時
間ライトが点灯します。

点灯時間を設定することが
できます。

アダプティブライト*
アイコンにタッチすると、DSマトリクス
LEDビジョンがオン／オフします。

-

*仕様により異なります。
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アイコン 設定項目 追加設定項目

車両設定

コン
フォート

開錠：運転席側ドアのみ
アイコンにタッチすると、オン／オフし
ます。 
選択解錠モードになります。

-

トランクのみ開錠

アイコンにタッチすると、オン／オフしま
す。 
テールゲートだけを解錠することができ
ます。

-

セーフ
ティー

ハンズフリーアクセス
アイコンにタッチすると、プロキシミティ
キーレスエントリー機能の自動施錠／解
錠機能がオン／オフします。

-

アクティブセーフティブレーキ
アイコンにタッチすると、アクティブセー
フティブレーキがオン／オフします。

車間距離を設定することが
できます。

制限速度の表示/推奨速度*
アイコンにタッチすると、速度規制標識の
認識機能がオン／オフします。

-

トラフィックサインインフォメー
ション*

アイコンにタッチすると、道路標識の認識
機能がオン／オフします。

-

ブラインドスポットモニター
アイコンにタッチすると、ブラインドス
ポットモニターがオン／オフします。

-
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アイコン 設定項目 追加設定項目

タッチスクリーンの画面が消灯します。 -

インストルメントパネルとタッチスクリー
ンの画面の明るさを調整します。

-

タッチスクリーンのプロファイルを設定し
ます。

-

単位
温度の単位や電費表示の単位を設定しま
す。

-

初期設定 タッチスクリーンの初期化を行います。 -

システム情報
タッチスクリーンのシステム情報を参照
します。

-
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アイコン 設定項目 追加設定項目

プライバシー

スマートフォンアプリとの GPS（車両の
位置情報）やその他の車両情報の共有
を制限する機能です。
データおよび車両位置情報をシェアしな
い：GPSと車両情報の共有を制限しま
す。Apple CarPlayやAndroid Autoの
接続が無効になります。スマートフォンア
プリとの情報共有ができなくなります。
データのみシェア：GPS の共有を制限
します。車両情報の共有を許可します。
Apple CarPlay や Android Auto の 接
続が無効になります。スマートフォンアプ
リとの情報共有ができるようになります。
データ及び車両位置情報をシェア：GPS
と車両情報の共有を許可します。Apple 
CarPlayやAndroid Autoの接続が有効
になります。スマートフォンアプリとの情
報共有ができるようになります。

-
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アイコン 設定項目 追加設定項目

明るさ
インストルメントパネルとタッチスクリー
ンの画面の明るさを調整します。

-

アニメーション 画面のアクションなどを設定します。 -

インストルメントパネルの表示モードが
パーソナルに設定された場合に表示され
る項目を選択します。
画面左側の∧または∨をタッチすると
パーソナル1、画面右側の∧または∨を
タッチするとパーソナル2の表示項目を
選択できます。

-

言語を設定します。 -

日時を設定します。 -

表内のプライバシーの項目を参照してく
ださい。

-
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E-Tense リモート 
コントロール

E-Tenseリ モ ート コ ント ロ ー ル は、
MYDSアプリで利用できるEVオーナー
向けの機能です。MYDSアプリ上で車の
充電状態のチェックや、充電予約、プリコ
ンディショニングのスケジュール設定を行
うことができ、より快適なカーライフのサ
ポートをします。
E-Tenseリモートコントロールのご利用開
始のしかたや詳しい操作方法は、DSサー
ビ ス スト ア（https://services-store.
dsautomobiles.jp/）をご確認ください。

	●MYDSアプリは、Android スマー
トフォンの場合はGoogle PlayTM 
で、iPhone の場合はApp Store 
からダウンロードできます。
	●Android 、Google Play および
Google Play ロゴは、Google 
LLC. の商標です。
	●App Store は Apple Inc. のサー
ビスマークです。
	●MYDSアプリの使用にはパケット
通信料がかかります。
	●E-Tenseリモートコントロールのご
利用前に、タッチスクリーンの設定
でデータ及び車両位置情報をシェア
を選択し、プライバシーモードを解
除してください（5-15ページ参照）。
	●E-Tenseリモートコントロールの作
動や設定などの操作は、スマートフォ
ンおよび車両が3G回線の通信圏内
にあることが必要です。また、リチ
ウムイオンバッテリーに一定以上の
残量が必要です。バッテリー残量が
一定以上ないと、作動しない場合が
あります。

	●3G回線の通信環境によっては機能
を使用できないことがあります。ま
た、タイムラグが発生することがあ
ります。
	●一度設定のリクエストを送信してか
ら続けて次のリクエストを送信する
場合は、前回送信したリクエストが
実行されたことを確認してから次の
リクエストを送信してください。ま
た、前回のリクエストが実行されて
から60秒以上経過した場合は、車
両がスリープ （ドライブセレクター
レバーのP表示が消灯） した後約
30秒待ってから次のリクエストを
送信してください。60秒経過後す
ぐに送信すると、エラーが発生する
ことがあります。
	●車両が一週間程度使用されていな
いとE-Tenseリモートコントロール
が作動しない場合があります。一定
時間車両を走行させ、EVシステム
を停止してからしばらくすると再度
機能を利用できるようになります。
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	●MYDSアプリやDSサービススト
ア（https://services-store.
dsautomobiles.jp/）についての詳
細は、当社販売店またはDSコール
（0120-92-6813 9:00-19:00 
年中無休）にお問い合わせください。

	●プリコンディショニングについて
お出かけ予定時刻を設定しておくこと
で、お出かけ前にエアコンを作動させて
車室内を快適な温度にしておくことがで
きます。
車両を充電器やコンセントに接続してお
けば、コンセントや充電器から供給され
る電力でエアコンを作動させるため、リ
チウムイオンバッテリーの消費を抑える
ことができます。

プリコンディショニングを作動させるに
は、以下の条件を満たしている必要があ
ります。
・	ENGINE START/STOPスイッチが

オフになっている
・	 車が施錠されている
・	 リチウムイオンバッテリーの残量が

50%以上ある（車両が充電器やコン
セントに接続されていれば、リチウム
イオンバッテリーの残量に関わらずプ
リコンディショニングが作動します）

	●充電予約について
充電の開始時刻をあらかじめ設定してお
くことで、お好みの時間帯にリチウムイ
オンバッテリーの充電を開始することが
できます。
電力量料金がお得な時間帯に充電をス
タートさせることで、充電にかかる電気
料金を安く抑えられる場合があります。

	●設定した予約時刻に充電を開始する
には、車両を充電器やコンセントに
接続し、充電できる状態にしておく
必要があります。

	 充電のしかたの詳細は、P.7-24の
「リチウムイオンバッテリーの充電」
項を参照してください。
	●リチウムイオンバッテリーが満充電
に近い場合、充電予約が作動しな
い場合があります。
	●急速充電器で充電予約を行うことは
できません。
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お子さまや介護の必要な方、ペットを
車室内に残さないでください。プリコ
ンディショニングを設定していても、
システムの自動停止などの理由で車内
が高温または低温になることがあり、
重大な障害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

	●プリコンディショニングは、車室内
の温度を約21℃に保つようにエア
コンを作動します。温度の調整はで
きません。
	●エアコンの作動は設定時刻の最大
約45分前に開始され、設定時刻の
約10分後に停止します。
	●プリコンディショニングの作動スケ
ジュール設定は、設定時刻の45分
前までに完了させてください。例え
ば7時45分にエアコンを作動させ
たい場合は、7時前までに設定を
完了しないとエアコンは作動しませ
ん。
	●リチウムイオンバッテリーの充電中
にプリコンディショニングが作動し
ているときは、満充電までに必要な
時間が延びることがあります。
	●次のようなときは、プリコンディショ
ニングの効果が少なくなったり、リ
チウムイオンバッテリーの残量が低
下することがあります。
•	 外気温が高いとき
•	 日射が強いとき
•	 外気温が低いとき

	●繰り返し予約（曜日設定）が設定さ
れているとき、2日連続してプリコ
ンディショニングが作動したにもか
かわらず車を使用しなかった場合に
は、プリコンディショニングの作動
スケジュール設定が解除されます。
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ルームランプ

①：フロントルームランプ
②：フロントマップランプ
③：リアマップランプ

	●フロントルームランプ
フロントルームランプ①は、次の状況で
点灯します。
・	 ドアのロックを解除したとき
・	ENGINE START/STOPスイッチを

オフにしたとき
・	 ドアが開いたとき
・	 フロントルームランプにタッチしたとき

また、次の状況では消灯します。
・	 ドアをロックしたとき
・	ENGINE START/STOPスイッチを

アクセサリーポジションにしたとき
・	 EVシステムを始動したとき
・	 最後のドアが閉まって30秒後
・	 フロントルームランプにタッチしたとき

フロントルームランプに長くタッチし
てオフにすると、消灯したままになり
ます。

	●フロントマップランプ／	
リアマップランプ

フロントルームランプに連動して点灯／
消灯します。また、ENGINE START/
STOPスイッチがアクセサリーポジショ
ンのとき、またはEVシステムが始動し
ている状態のとき、フロントマップラ
ンプ②／リアマップランプ③にタッチす
ると点灯／消灯します。
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	●ラゲッジルームランプ

テールゲートの開閉に合わせて点灯／消
灯します。

点灯時間は、次の状況で変わります。
・	ENGINE START/STOPスイッチを

オフにして約10分間
・	 エコノミーモードで約30秒間
・	 EVシステムを始動すると無制限
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	●サンバイザー

サンバイザーの裏側には、ミラーが備え
つけられています。
ENGINE START/STOPスイッチがア
クセサリーポジションのとき、またはEV
システムが始動している状態のときにカ
バーを開けるとライトが点灯します。
通行券などを挟むカードホルダーも備
えつけられています。

	●グローブボックス

ハンドルを引くと開きます。

グローブボックスのふたを開けたまま
走行しないでください。急ブレーキ時
や衝突時に身体がぶつかり、ケガをす
るおそれがあります。

*仕様により異なります。

インテリア

	●各部の名称
①：グリップハンドル
②：サンバイザー
③：グローブボックス
④：ドアポケット
⑤：ワイヤレス充電器
⑥：カップホルダー
⑦：	フロントアームレスト（小物入れ）*

／ 12V電源ソケット（最大使用電力：
120W）

⑧：小物入れ* 
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	●USB ポート

センターコンソールのUSBポートにさま
ざまなデバイスをつなげ、保存された音
楽を車両スピーカーで楽しむことができ
ます（接続する機器やファイル形式によ
り再生できないものもあります）。
ステアリングスイッチおよびタッチスク
リーンで再生操作が行えます。
USBポートを使用すると、接続したデバ
イスが自動的に検出されます。

	●USBポートへ接続すると、自動的に
接続した機器の充電が行われます。
	●使用電力が規定容量を超える機器
を使用するとメッセージが表示され
ることがあります。

	●ワイヤレス充電器

ワイヤレス充電器は、ワイヤレスパワー
コンソーシアム（WPC）によるワイヤレ
ス充電規格 Qiに適合したスマートフォン
などの携帯機器を、Qiマークのある充
電エリアに置くだけで充電することがで
きます。

「Qi（チー）」は、Wireless Power 
Consortiumの登録商標です。

	●12V電源ソケット

12V 電源（最大使用電力：120W）を
使用する際は、カバーを持ち上げてはず
し、適切なアダプターを接続します。

	●12V電源ソケットを使用するとき
は、最大使用電力を守ってください。	
規定容量を超える電気製品を使用
すると、車両ヒューズが切れること
があります。
	●接続する機器によっては、車に適合
しなかったり正常な作動を妨げる可
能性があります。
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充電
EVシステムが始動して
いる状態のときに携帯

機器の充電面を下にして、充電エリアの
中心付近に置くと、表示灯が緑色に点灯
し、充電が開始されます。
充電が完了すると、表示灯が消灯します。

	●携帯機器の充電を開始する前に、充
電エリアに異物がないか確認してく
ださい。
	●携帯機器の充電は、1度につき1つ
の機器のみ可能です。
	●ドアを開けたりENGINE START/
STOPスイッチの操作を行うと一時
的に充電が停止することがあります。

表示灯

消灯しているとき
・	 EVシステムが停止しています
・	 充電が完了しています
・	 充電エリアに携帯機器がありません

緑色に点灯しているとき
・	 携帯機器を検出しています
・	 充電中です

橙色に点滅しているとき
・	 携帯機器と充電エリアの間に異物があ

ります
・	 携帯機器が充電エリアの中心からずれ

ました

橙色に点灯しているとき
・	 携帯機器に異常があります
・	 携帯機器の温度が上昇しました
・	 ワイヤレス充電器が故障しました

	●表示灯が橙色に点滅したら、携帯機
器と充電エリアの間にある異物を取
り除くか、携帯機器を充電エリアの
中心付近に置き直してください。
	●表示灯が橙色に点灯したら、一旦充
電を停止し、しばらくしてから充電
を開始してください。解決しない場
合は、当社指定サービス工場へご
連絡ください。

*仕様により異なります。
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	●安全上の理由から、携帯機器を充
電する場合、車両を停止した状態で
操作してください。
	●ワイヤレス充電器が心臓ペースメー
カーなど医療用機器に影響をおよ
ぼすおそれがあります。事前に医療
用機器メーカーなどに確認してくだ
さい。
	●機器の故障や火災を防ぐために、次
のことをお守りください。
•	 携帯機器と充電エリアの間に金
属製のものなどを挟まないでく
ださい。
•	 充電エリアにものを置かないで
ください。
•	 強い衝撃を与えないでください。
•	 分解や改造をしないでください。
•	 指定の携帯機器以外は使用しな
いでください。
•	 磁気を帯びたものを近付けない
でください。
•	 充電エリアが汚れた状態で充電
しないでください。
•	 充電エリアを水などで濡らさな
いでください。

携帯機器の充電中は、充電エリアの付
近にコインやスマートキーなどの金属
製のものなどを置かないでください。
発熱により機器が故障するおそれがあ
ります。

	●充電中は携帯機器が温かくなること
がありますが、異常ではありません。
	●携帯機器にカバーやアクセサリーを
取り付けた状態で充電しないでくだ
さい。カバーやアクセサリーの種類
によっては、充電できないことがあ
ります。
	●近くに強い電波を発する設備があ
るときは充電できないことがありま
す。
	●携帯機器の種類により充電できない
ことがあります。
	●携帯機器の取扱説明書も参照してく
ださい。

	●フロントアームレスト*

アームレストの中に小物入れがあります。
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ラゲッジルーム

	●各部の名称
①：リアパーセルシェルフ
②：ラゲッジルームランプ
③：固定リング
④：ラゲッジルームマット
⑤：パンク修理キット* ／工具入れ*
⑥：パンク修理キット* ／工具入れ*

ラゲッジルームに荷物を積む際には、
しっかりと荷物を固定してください。
固定されていないと荷物が突然動き、
走行に影響をおよぼしたり、急ブレー
キや事故の際に、荷物により乗員がケ
ガをするおそれがあります。

	●リアパーセルシェルフ
リアパーセルシェルフの後部は、テール
ゲートを開くと同時に持ち上がります。

はずしかた

1.	 2つのひもをテールゲートからはず
します。

2.	 シェルフを一方に少し傾けながら持
ち上げてはずします。

リアパーセルシェルフの上には荷物を
積まないでください。急ブレーキのと
きなどに荷物が放り出されて乗員に当
たり、思わぬケガや事故につながるお
それがあります。

	●パンク修理キット*／工具入れ*

ラゲッジルームマットのストラップを引い
て取りはずすとパンク修理キット／工具
入れにアクセスできます。

*仕様により異なります。



6-1

お手入れ・メンテナンス

６

第6章　お手入れ・メンテナンス

外装のお手入れ･････････････････････････････････････ 6-2
内装のお手入れ･････････････････････････････････････ 6-3
モータールームの点検･･･････････････････････････････ 6-5
電球の交換･････････････････････････････････････････ 6-9
ヒューズの交換････････････････････････････････････6-12
電費の改善について････････････････････････････････6-13
推奨交換時期･･････････････････････････････････････6-14
推奨油脂類････････････････････････････････････････6-14
推奨点検時期･･････････････････････････････････････6-15



6-2

お手入れ・メンテナンス

６

外装のお手入れ

自動車の使用される環境はさまざまで、
工場地帯の酸やススを含んだ空気、鉄道
沿線の鉄粉、沿岸部の塩分を含んだ風、
積雪地帯の融雪剤などは車体に対して
腐食、錆といった悪影響を与えます。
長期間にわたって車を美しく安全に使用
していただくためには、こまめなお手入
れをお勧めします。

	●洗車機による洗浄
通常のお手入れは、洗車機による洗浄で
十分です。
ただし、ボンネットの合わせ目、ドアの
下などは汚れが残ることが多いので、手
洗いをお勧めします。

	●手による洗浄（手洗い）
まずホースでたくさん水をかけて、ほこ
りを落とします。
次にスポンジと適当に薄めたカーシャン
プーで車体の上から下へと洗います。
最後に車体の下側をホースで水をかけて
きれいにします。

洗車をするときは、モータールーム内
に水をかけないでください。電気部品
などに水がかかると、故障や火災など
の原因になるおそれがあります。

	●塗装の劣化や車体の腐食や錆を防
ぐために、次のような場合は直ちに
洗車して汚れを落としてください。
•	 海岸部を走行した後
•	 積雪地帯で融雪剤などを散布し
た道路を走行した後

•	 樹液、花粉、鳥のふん、虫の死
がい、コールタールなどが付着
したとき

•	 泥など汚れが付着したとき
•	 塗装面にガソリンやベンジンな
どの有機溶剤が付着したとき

	●溶剤や研磨剤入り洗剤、ガソリンや
オイルなどを使用したり、研磨スポ
ンジなどで強くこすったりしないで
ください。

６

	●自走式の洗車機を使用するときは、
ドアおよびテールゲートを施錠し、
スマートキーを車両周辺の検知エリ
アから出してください。また、プロ
キシミティキーレスエントリー機能
の自動施錠／解錠機能をオフにして
ください。
	●洗車場などで高圧洗浄する場合、
洗浄ノズルを少なくとも30cm以上
ボディ（ドアシール、カメラやセン
サー、塗装面が弱くなっている箇所
など）から離してご使用ください。
	●寒冷時の洗車は行わないでくださ
い。ブレーキに水がかかったり、ブ
レーキ装置に水が入ったりすると凍
結し、走行できなくなるおそれがあ
ります。
	●ボディが熱いときや炎天下での洗車
は行わないでください。水や洗剤が
拭き取る前に蒸発し、ボディにはん
点が残ることがあります。
	●ワックスがけは塗装面の汚れを洗車
などで取り除き、ボディが乾いてか
ら行ってください。ワックスは容器
に記載されている説明に従ってかけ
てください。
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	●炎天下でのワックスがけは行わない
でください。必ず塗装面が冷えてい
るときにワックスをかけてください。
	●塗装されていないバンパーなどの樹
脂部品やゴム部品、ガラス、ミラー
やカメラレンズ部にワックスを使用
しないでください。ワックスが付着
したら、中性洗剤を薄めて柔らかい
布に含ませ拭き取ってください。
	●デカール部分には高圧洗浄機を使
用しないでください。傷が付いたり、
はがれたりするおそれがあります。*
	●デカール部分の洗浄は、ホースで
25℃～40℃の水をたくさんかけて
行ってください。ホースの水はデカー
ルのカット部分へ斜めに当てず、正
面からかけてください。*

	●汚れがひどく通常のお手入れでは落
とせない場合は、当社指定サービ
ス工場にご相談ください。
	●塗装面の修復は当社指定サービス
工場にご相談ください。

	●ビニール（インストルメントパネ
ル、ドアトリムパッド、ヘッドライ
ニング）

やわらかい布に温かい石けん液を含ま
せ、よくしぼって拭きます。

	●シートベルト
石けん水をつけた固くしぼった布で、ベ
ルト部分だけを拭きます。
清掃時は、金属部分に水が付かないよう
にしてください。
当社販売店では、シートベルトに使用で
きるクリーニング製品を取り扱っていま
す。

	●ウィンドウガラス、ミラー
市販のガラス専用クリーナーで洗浄して
ください。

	●フロアマット、カーペット
車外に取りはずし、ほこりや砂を十分に
落として内装用洗剤で洗ってください。

*仕様により異なります。

内装のお手入れ

	●レザー
レザーは、汚したままにしておくと摩耗
してもろくなります。水などで汚れたら
早めに拭き取ってください。また、定期
的にお手入れすることをお勧めします。
清掃は、やわらかい布に石けん液を含ま
せ、よくしぼって表面を拭きます。その
後やわらかい清潔な布で乾拭きします。
汚れがひどいときは、市販の皮革用洗剤
を使用します。

	●皮革の表面に水分や油汚れが残っ
ている場合は、清掃前に拭き取って
ください。
	●皮革の表面を傷つけるおそれのある
汚れは、清掃前に水につけて固くし
ぼった布で取り除いてください。
	●ベンジンやガソリンなどの有機溶
剤、アルコール、その他の酸性やア
ルカリ性の溶剤は使用しないでくだ
さい。
	●皮革用洗剤を使用して清掃するとき
は、レザー以外の部分に洗剤が付
着しないように注意してください。
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	●長期間使用しないとき
車を長期間使用しないときは、保管中の
故障を防ぐために以下の保守を行ってく
ださい。

保管前に行うこと
・	 タイヤのフラットスポット（変形）を

防ぐために、タイヤ空気圧を規準より
30〜50%ぐらい上げてください。

・	 12Vバッテリーの端子をはずしてく
ださい。

・	 必要に応じて、ボディーカバーをかけ
てください。

保管中に行うこと
・	 1 ヶ月に1回程度、12Vバッテリーの

端子を接続し、EVシステムを始動し
て数分〜数十分そのままの状態で12V
バッテリーを充電してください。

・	 ３ヶ月に1回程度、リチウムイオンバッ
テリーを満充電にしてください。 
リチウムイオンバッテリーを充電する
ときは、12Vバッテリーが接続され
ていること、12Vバッテリーがバッ
テリー上がりを起こしていないことを
確認してください。

車内を清掃するときは、ホースで水を
かけたり、高圧洗浄機などを使用しな
いでください。また、洗剤などの液体
をこぼさないでください。電気部品な
どにかかると、故障や火災につながる
おそれがあります。
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モータールームの点検

①：ウィンドウウォッシャー液タンク
②：クーラント（冷却水）タンク
③：ブレーキフルードタンク
④：12Vバッテリー
⑤：アースポイント（－）
⑥：ヒューズボックス
⑦：400V高電圧システム
⑧：サーキットブレーカー

	●モータールームから蒸気や冷却水が
噴き出ている場合は、ボンネットを
開けないでください。やけどやケガ
を負うおそれがあります。
	●作業手順がわからない場合や、必要
な工具が不足していたり工具の使用
方法がわからない場合は、作業を行
わないでください。
	●EVシステムが始動している状態の
とき、エアコン（プリコンディショニ
ングを含む）が作動しているとき、
リチウムイオンバッテリーを充電し
ているとき、充電予約がセットされ
ているときなど車両が充電器やコ
ンセントに接続されているときは、
モータールーム内の点検を行わない
でください。

	 400V高電圧システムが作動して
いると、感電するおそれがあり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

	●モータールーム内の点検をする前
に、EVシステムが冷えていること
を確かめてください。

	 EVシステムが熱いときはENGINE 
START/STOPスイッチがオフに
なっていてもファンが回りだして、思
わぬケガをすることがあります。
	●モータールーム内の点検をする前
に、EVシステムが停止しているの
を確認し、スマートキーを車外に出
してください。また、シフトポジショ
ンがPで、パーキングブレーキがか
かっていることを確認してください。
	●モータールーム内の400V高電圧シ
ステムの点検や整備は当社指定サー
ビス工場にお申し付けください。	
高電圧システムは誤った取り扱いを
すると、重大な傷害におよぶか死亡
につながるおそれがあります。
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	●モータールーム内のサーキットブ
レーカーは絶対に触らないでくださ
い。サーキットブレーカーは、当社
指定サービス工場での車両の修理
や点検時、事故や火災などの消防出
動時に、リチウムイオンバッテリー
の高電圧回路を遮断するために使用
します。
	●熱くなっているモータールーム内の
部品には触れないでください。また、
熱くなっているモータールーム内の
部品の上に、オイルなどの液体をこ
ぼさないでください。やけどや火災
のおそれがあります。

モータールームのカバー類を取りはず
すときは、止めているクリップを損傷
しないように注意してください。また、
取り付けるときにも注意して取り付け
てください。
カバーがしっかりと取り付けられてい
ないと、走行中にはずれて可動部に巻
き込まれるなどして、故障や事故の原
因になることがあります。

モータールームへの高圧洗浄は、電子
機器への影響を避けるためにも絶対に
おやめください。

	●ブレーキフルード
点検
ブレ ー キフル ード の 量 は、 タ ンクの
MAXレベル付近にあれば適正です。定
期的に量を確認してください。

交換
ブレーキフルードは、時間がたつと吸湿
し耐熱温度が低く（ベーパーロックが起
こりやすく）なりますので、定期的に交
換してください。
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。

ブレーキフルードが肌に直接触れるの
は避けてください。腐食性が強く、健
康に害をおよぼすことがあります。

ブレーキフルードは車の塗装面を傷め
ますので、付着した際にはすぐに水で
洗い流してください。
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ブレーキフルードの交換をしたら、タ
ンクのキャップに付着した汚れを落と
してから取り付けてください。

	●冷却水の点検
点検は、EVシステムを停止してから1時
間以上経過して、冷却水が冷えているこ
とを確認してから行ってください。
冷却水が少ないときは、冷却水を補給し
ます。冷却水の減りが著しいときは、当
社指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。
冷却水の補給には、当社純正クーラント
を使用してください。

ラジエター内の圧力が低下する前に
キャップをはずすと、高温の冷却水が
噴出しやけどの原因になります。

	●冷却水の補給は当社指定サービス
工場にお申し付けください。
	●冷却水の交換は必要ありません。

	●ウォッシャー液
タンク内のウォッシャー液が少ないときは、
当社の推奨品で補給してください。

	●12Vバッテリー
特に寒冷地の使用では、冬になる前に
当社指定サービス工場でのチェックをご
依頼ください。

	●室内フィルター
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
市街地やほこりが多いところでの走行が
多いときは、早めに交換してください。
交換はお近くの当社指定サービス工場に
ご依頼ください。

	●ブレーキパッド
ブレーキパッドは運転の状況により消耗
の度合いが変わります。定期的に点検を
受けてください。ブレーキパッドが摩耗
するとブレーキフルードのレベルも下が
ります。
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	●ブレーキディスク
ブレーキディスクは消耗部品です。当社
指定サービス工場で定期的に点検を受
けてください。

	●エレクトリックパーキングブ
レーキ

交換の必要はありませんが、異常が発生
した場合は、当社指定サービス工場にご
連絡ください。

環境汚染防止のために、使用済みのブ
レーキフルードなどは、絶対に地面や
下水に廃棄しないでください。

車のパフォーマンスを最大に引き出す
ためには、パワーステアリングやブレー
キシステム同様、当社が指定する部品
を使用することが重要です。
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電球の交換

	●作業手順がわからない場合や、必要
な工具が不足していたり工具の使用
方法がわからない場合は、作業を行
わないでください。
	●電気回路を改造しないでください。
	●DSマトリクスLEDビジョンヘッド
ライト装着車は、LEDランプに触
らないでください。感電し重大な傷
害におよぶか死亡につながるおそれ
があります。
	●DSマトリクスLEDビジョンヘッド
ライト装着車は、点灯中のヘッドラ
ンプを至近距離から直視しないでく
ださい。LEDヘッドライトは強い光
を照射するため、失明などの重大な
傷害につながるおそれがあります。

	●必ずEVシステムを停止し、ランプ
を消灯してください。

	 また、電球の表面が冷えてから交換
してください。消灯直後は電球の表
面が高温になっているため、やけど
をするおそれがあります。
	●EVシステムの停止直後はモーター
ルーム内が高温になっています。ボ
ンネットを開けるときや電球を交換
するときはやけどに注意して作業を
行ってください。
	●手や衣類（スカーフやマフラーなど）
をファンやベルトから離してくださ
い。手や衣類が巻き込まれ、重大
な傷害を受けるおそれがあります。

	●交換する電球には、油などの汚れを
付けないでください。電球はきれい
な乾いた布で持ち、指紋などを付
着させないでください。
	●ヘッドランプの透明レンズはプラス
チック製です。溶剤を使用したり、粗
い布などで強くこすらないでください。
	●高圧洗車機を使用するときは、ヘッ
ドランプ付近に長時間当てないでく
ださい。塗装がはがれるおそれがあ
ります。
	●交換作業中に電気配線を切断しない
ように注意してください。
	●ヘッドランプを交換するときは、
UVカット仕様の電球を使用してく
ださい。ヘッドランプのレンズなど
が変色するおそれがあります。
	●電球の交換の際は、必ず同じ規格
の新しい電球を使用してください。
	●色付きバルブは、同じ規格の同じ色
の電球を使用してください。
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	●インストルメントパネルのウィン
カー表示灯の点滅が早くなったとき
は、点滅が早い方の方向指示灯の
電球切れが考えられます。
	●低温高湿度のときなど、ヘッドラン
プの透明レンズの内側が曇ることが
ありますが、異常ではありません。
ライトが点灯すると、数分で消滅し
ます。

	●ヘッドランプ

DSマトリクスLEDビジョンヘッドライト 
装着車

①：方向指示器（LED）
②：ハイビームヘッドランプ（LED）
③：ロービームヘッドランプ（LED）
④：デイタイムランニングランプ／ポジ

ションランプ（LED）

	●ヘッドランプ類の交換は当社指定サービス工場にお申し付けください。
	●エクステリアサイドランプ／ドアミラーウィンカーの交換は当社指定サービス工場に
お申し付けください。

ハロゲンヘッドライト装着車

①：ハイビームヘッドランプ（H7）
②：ロービームヘッドランプ（H7）
③：方向指示器（PWY24）
④：デイタイムランニングランプ／ポジ

ションランプ（LED）
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	●テールランプ

DSマトリクスLEDビジョンヘッドライト 
装着車

①：デイタイムランニングランプ／ポジ
ションランプ（LED）

②：リバースランプ（W16 W）
③：方向指示器（LED）
④：ストップランプ（LED）

	●テールランプの交換は当社指定サービス工場にお申し付けください。
	●ハイマウントストップランプ、番号灯、リアフォグランプの交換は当社指定サービス
工場にお申し付けください。

ハロゲンヘッドライト装着車

①：ストップランプ／ポジションランプ
（W21 ／ 5 W）

②：方向指示器（WY16 W アンバー）
③：リバースランプ（W16 W）
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正常なヒューズ 切れたヒューズ

ヒューズを交換するときは、グローブボッ
クス内のカバーに備えてある専用ピン
セットを使用してください。

ヒューズの交換

ヒューズボックスは、助手席のグローブ
ボックス内とモータールーム（左側）にあ
ります。
ヒューズの交換は、当社指定サービス工
場にご相談ください。

交換する前に、ヒューズが不良となっ
た原因を見つけて処置をしておいてく
ださい。正しい処置をしておかないと、
再発するおそれがあります。

ヒューズは容量によって色分けされてい
ます。必ず同じ色（容量）のヒューズと交
換してください。

車の電気回路は、出荷時に装着され
ている装備に合わせて設計、製作され
ています。
推奨していないアクセサリーの取り付
け、アクセサリーの不適切な取り付け、
ワイヤーハーネスの加工などは、他の
電装品の正常な作動を妨げたり火災の
原因となることがあります。
当社では、当社が供給や推奨してい
ない、10mA以上の電流を消費するア
クセサリーの取り付けや、当社の指示
に従わない装着方法によって発生した
車、および機器の不具合の修理につい
ては、その費用を負担いたしません。
モータールーム内ヒューズボックスに
ある大容量ヒューズには手を触れない
でください。整備が必要な場合は、必
ず当社指定サービス工場に依頼してく
ださい。
アクセサリーその他の電気製品の取り
付けは、当社指定サービス工場にご依
頼ください。
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電費の改善について

電費は、車の設計だけではなく、車の状
態や運転方法によって大きく影響を受け
ます。車を最良の状態に保ち電費をよく
するためにも、定期的に点検整備を行っ
てください。

	●EVシステムのコンディション
主要部品については、少なくとも年に1
回は点検を受けてください。

	●手荷物など
ラゲッジルームに不用な手荷物などが積
みっぱなしになっていると、車両重量が
増加して、電費の悪化につながります。
ルーフキャリアやスキーキャリアなどの
アクセサリーは、風の抵抗を受けて電費
を悪化させます。
必要がなくなったらすみやかに取りはず
してください。

	●運転方法
走行前にあらかじめプリコンディショニ
ングを作動させ、車室内を適切な温度に
しておくことで、走行を始めてからの消
費電力を抑えることができます。
運転時は急発進、急加速をするとより
多くの電力を消費します。パワーインジ
ケーターを確認しながら走行することで、
消費電力を抑えた走行ができます。また、
走行中は一定のスピードを保つようにし
てください。走行速度が上がると電費も
悪化します。法定速度を遵守して、スムー
ズな運転を心がけてください。減速時に
は回生ブレーキを使用してゆるやかに減
速することで、発生する電力をより多く
回収することができます。
あらかじめ走行経路を考慮して、無駄な
走行をなくしましょう。特に上り坂の走
行は走行可能距離に大きな影響を与えま
す。
上り坂の少ない走行経路を選択するなど
して、消費電力を抑えるようにしましょ
う。
エアコンは冷やし過ぎたり暖め過ぎたり
しないように、控えめな温度に設定して
ください。また、必要のないときはこま
めにエアコンをオフにして余分な消費電
力を抑えるようにしましょう。

	●タイヤ
交換するときは、現車と同一サイズで当
社が推奨する銘柄、グレードのタイヤを
使用してください。
また、タイヤ空気圧が低すぎるとより多
くの電力が消費されます。適切なタイヤ
空気圧に調整して走行してください。
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推奨交換時期

車の使用頻度が高いとき、市街地や高温環境下での使用が多いときは、メンテナンス時
期を早めるようにしてください。

ブレーキフルード 2年または60,000kmごと

室内フィルター 1年または20,000kmごと

推奨油脂類

ブレーキフルード
DOT4

クーラント
当社純正クーラント
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推奨点検時期

車の使用頻度が高いとき、通常よりも厳しい状態の使い方をしたときは、メンテナンス
時期を早めるようにしてください。

クーラントポンプの点検 100,000kmごと

クーラントpHの点検 初回3年、次回から2年ごと
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もしものとき
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	●パンク修理キットで修理した後は、
修理剤カートリッジに貼り付けされ
ている注意ステッカーを車内の運転
者から見える位置に必ず貼り付けて
ください。
	●パンク修理キットで修理したタイヤ
で走行するときは、時速80km以
下で走行してください。

	●パンク修理キットは当社販売店でお
買い求めいただけます。
	●タイヤのトレッド部以外の損傷によ
るパンクは、パンク修理キットを使
用して修理することができません。
	●タイヤに刺さった釘などは抜かずに
そのまま応急修理をしてください。
	●修理キットを使用するときは、すべ
ての手順を行ってください。
	●タイヤの空気圧を調整したら、必ず
間接式タイヤ空気圧警告システムの
リセットをしてください。

*仕様により異なります。

パンク修理キット
	●パンク修理キットの場所

パンク修理キットと工具は、ラゲッジルー
ムマットの下にある工具入れ、またはラ
ゲッジルームにある専用バッグの中に格
納されています。

	●パンク修理キットと工具

①：輪止め*
②：けん引ボルト*
③：パンク修理キット
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	●使いかた

1.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ
をオフにします。

2.	 修理剤カートリッジに貼り付けされ
ている注意ステッカーをはがして、
車内の運転者から見える位置に貼り
付けます。

3.	 コンプレッサーの裏からホースを引
き出し、カートリッジに接続します。

修理剤カートリッジから出ているホー
スをつなぐ前に、電源を入れないでく
ださい。修理剤が噴き出すおそれがあ
ります。

4.	 修理剤カートリッジをコンプレッ
サーに固定します。

5.	 修理剤カートリッジから出ている
ホースを修理するタイヤのバルブに
接続します。

6.	 スイッチがOになっていることを確
認してから、コンプレッサーの電源
コードをフロントアームレスト前部の
12Ｖ電源ソケットに差し込みます。

7.	 EVシステムを始動します。



7-4

もしものとき

７

8.	 ス イ ッ チ を Iに し て、 空 気 圧 を
2.0barsまで昇圧します。

	●パンク修理キットはコンプレッサー
で圧力をかけて修理剤をタイヤに注
入します。修理剤の注入中にホース
をバルブから抜かないでください。
ホースの口から修理剤が噴き出すお
それがあります。
	●修理剤が目や口に入らないように十
分注意してください。
	●パンク修理キットはお子さまには使
用させないでください。

7分以内に2.0barsまで昇圧しない
ときは、パンク修理キットを使用して
修理できません。当社指定サービス
工場にお問い合わせいただくか、レッ
カーの手配をしてください。

パンク修理キットを取りはずすときは、
修理剤が車に付着しないように気をつ
けてください。付着するとシミになる
おそれがあります。

9.	 スイッチをOにしてから、パンク修
理キットを取りはずし、直ちに走行
してタイヤ内に修理剤を行き渡らせ
ます。このとき、時速20～ 60km
で約5km走行します。
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10.	コンプレッサーの裏からホースを引
き出し、修理するタイヤのバルブに
接続します。

11.	スイッチがOになっていることを確
認してから、コンプレッサーの電源
コードをフロントアームレスト前部
の12Ｖ電源ソケットに差し込みま
す。

12.	EVシステムを始動します。
13.	空気圧が助手席側ドアピラー部に表

示されている適正値になるように調
整します。
・ 	昇圧：スイッチを Iにする。
・ 	減圧：�ホースの先にあるコネク

ターの黒いボタンを押す。
14.	空気の漏れがないことを確認します。
15.	コンプレッサーを取りはずし、パンク

修理キットを元の位置に格納します。
16.	時速80km以下で走行し、できるだ

け早く当社指定サービス工場でタイ
ヤの修理、交換を行ってください。

パンク修理キットで修理した後は、約
200km以上走行しないでください。
できるだけ早く当社指定サービス工場
でタイヤの修理、交換を行ってくださ
い。

空気圧が適正値にならないときは、パ
ンク修理キットを使用して修理できま
せん。当社指定サービス工場にお問い
合わせいただくか、レッカーの手配を
してください。
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パンク修理剤の有効期限は、製造後
約8年です。有効期限はカートリッジ
に表示されています。
例：EXP：04/2028
	 II
	 2028年4月まで

	●修理剤は一度しか使用できません。
使用後は、新品の修理剤を当社指定
サービス工場でお買い求めくださ
い。
	●使用済みの修理剤カートリッジは当
社指定サービス工場までお持ちいた
だくか、地域条例に従って廃棄して
ください。
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	●タイヤの空気圧を点検する
コンプレッサーを使用してタイヤの空気
圧を点検することができます。

1.	 コンプレッサーの裏からホースを引
き出し、車両のタイヤのバルブに接
続します。

2.	 スイッチがOになっていることを確
認してから、コンプレッサーの電源
コードをフロントアームレスト前部
の12Ｖ電源ソケットに差し込みま
す。

3.	 EVシステムを始動します。
4.	 空気圧が助手席側ドアピラー部に表

示されている適正値になるように調
整します。
・	 昇圧：スイッチを Iにする。
・	 減圧：�ホースの先にあるコネク

ターの黒いボタンを押す。
5.	 コンプレッサーを取りはずし、パン

ク修理キットを元の位置に格納しま
す。

タイヤの空気圧を調整したら、必ず
間接式タイヤ空気圧警告システムのリ
セットをしてください。
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12V バッテリーが上がった
とき
万一、12Vバッテリーが上がってしまい
EVシステムの始動ができなくなったと
きは、充電器（バッテリーチャージャー）
で充電するか、同じ電圧（12V）のバッテ
リーで始動させます。
接続には、市販のブースターケーブルを
使用します。ケーブルの接続時は、車の
充電系統に損傷を与えないように正しく
接続してください。

	●この車両は、押しがけによるEVシ
ステムの始動はできません。
	●12Vバッテリーが上がるとリチウム
イオンバッテリーの充電ができなく
なります。

	●12Vバッテリーの位置

12Vバッテリーはモータールーム左側（ボ
ンネットを開いて右側）にあります。
アースポイントはモータールーム右側（ボ
ンネットを開いて左側）の矢印で示した箇
所にあります。

DSマトリクスLEDビジョンヘッドラ
イト装着車は、絶対にブースターケー
ブルをヘッドランプの背面にある金属
部分へ接続しないでください。ヘッド
ランプを損傷するおそれがあります。

*仕様により異なります。
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	●他のバッテリーで始動する

1.	 自車両と救援車が接触しない位置に
停車します。

2.	 オーディオ機器やヘッドライトなど、
自車両と救援車両の電装品をすべて
オフにします。

3.	 救援車両のエンジンを停止します。
4.	 自 車 両 のENGINE START/STOP

スイッチをオフにします。
5.	 自車両のシフトポジションがPに

なっていること、インストルメント
パネルが消灯していることを確認し
ます。

6.	 充電ポートに充電コネクターが接続
されていないことを確認します。

7.	 自車両の12Vバッテリー Aのプラス
端子（＋）のカバーをはずします。*

12.	充電が完了したら、充電器の電源を
オフにします。

13.	充電器の電源をオフにしてから、
12Vバッテリーのプラス端子（＋）
から接続したケーブルをはずします。

14.	12Vバッテリーのマイナス端子（－）
から接続したケーブルをはずします。

15.	12Vバッテリーをモータールームに
戻し、正しく接続します。

16.	12Vバッテリーのプラス端子（＋）
のカバーを取り付けます。*

	●充電器は12Vのものを使用してくだ
さい。
	●12Vバッテリーを充電する前に、
必ず12Vバッテリーのプラス端子
（＋）とマイナス端子（－）をはずし、
12Vバッテリーをモータールームか
ら取りはずしてください。車両や充
電器を破損するおそれがあります。

	●充電器を使用して充電する
1.	 オーディオ機器やヘッドライトなど、

車両の電装品をすべてオフにします。
2.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

をオフにします。
3.	 シフトポジションがPになっている

こと、インストルメントパネルが消
灯していることを確認します。

4.	 充電ポートに充電コネクターが接続
されていないことを確認します。

5.	 12Vバッテリーのプラス端子（＋）
のカバーをはずします。*

6.	 12Vバッテリーのプラス端子（＋）
と マ イ ナ ス 端 子（－） を は ず し、
12Vバッテリーをモータールームか
ら取りはずします。

7.	 充電器の電源がオフになっているこ
とを確認します。

8.	 充電器のケーブルに傷などの損傷が
ないことを確認します。

9.	 充電器のプラス端子（＋）を12Vバッ
テリーのプラス端子（＋）に接続し
ます。

10.	充電器のマイナス端子（－）を12V
バッテリーのマイナス端子（－）に
接続します。

11.	充電器の取扱説明書に従って充電し
ます。
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8.	 12Vバッテリー A（自車両の上がっ
たバッテリー）・B（救援車のバッテ
リー）のプラス端子（＋）を赤いケー
ブルで接続します。

9.	 電源を供給する救援車の12Vバッテ
リー Bのマイナス端子（－）に、黒
いケーブルを接続します。

10.	未接続の黒いケーブルを、自車両の
アースポイントCに接続します。

11.	救援車のエンジンを始動し、そのま
まの状態で数分間待ちます。

12.	自車両のEVシステムを始動します。 
始動しない場合は、しばらくしてか
ら再度操作してください。

13.	READYインジケーターが点灯した
ことを確認したら、接続したケーブ
ルをつないだときと逆の手順ではず
します。

14.	12VバッテリーAのプラス端子（＋）
のカバーを取り付けます。*

15.	約30分ほど自車両のEVシステムが
始動している状態のままにします。

	●ケーブルのはずしかた／接続のし
かた

車を１ヶ月以上使用しないときは、12V
バッテリーの電力を維持するためにケー
ブルのプラス端子（＋）をはずしておき
ます。
ケーブルのプラス端子（＋）をはずす前に、
次のことを確認してください。
・	 すべてのドア、テールゲート、ウィン

ドウが閉じている
・	 オーディオ機器やヘッドライトなど、

車両の電装品がすべてオフになってい
る

・	ENGINE START/STOPスイッチを
オフにし、約4分経過した

*仕様により異なります。

	●この車両を救援車として使用した
り、この車両の12Vバッテリーで他
の車両のバッテリーを充電したりし
ないでください。
	●救援車のバッテリーは12Vのものを
使用してください。

自車両のEVシステムを始動した後、
12Vバッテリーの充電が十分に行われ
ていない状態で走行を開始すると、車
両の機能に影響をおよぼすことがあり
ます。
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はずしかた

1.	 12Vバッテリーのプラス端子（＋）
のカバーをはずします。*

2.	 ロックタブAをいっぱいまで起こし
てからクリップBを持ち上げてはず
します。

接続のしかた

1.	 ロックタブAをいっぱいまで起こし
ます。

2.	 クリップBが12Vバッテリーのプ
ラス端子（＋）の上部に来るように
位置を合わせ、クリップBの位置が
ずれないように、上から12Vバッテ
リーに押し当てます。

3.	 ラグを広げてロックタブAを倒し、
クリップをロックします。

4.	 12Vバッテリーのプラス端子（＋）
のカバーを取り付けます。*

クリップは正しい位置にないとロック
しません。無理にロックタブを倒さな
いでください。

	●12Vバッテリーを再接続したとき
EVシステムを始動する前に、ENGINE 
START/STOPスイッチをアクセサリー
ポジションにしたまま約1分間保持しま
す。電子機器の初期化が行われます。
長時間12Vバッテリーの接続をはずして
いたときは、次の機能の初期化や再設定
が必要な場合があります。
・	 スマートキー
・	 パワーウィンドウ　など

また、12Vバッテリーを再接続した後、
ENGINE START/STOPスイッチをア
クセサリーポジションにしたとき、また
は EVシステムを始動したときに、アク
ティブセーフティブレーキに故障が発生
したことを示すメッセージなどが表示さ
れることがありますが、これは異常では
ありません。走行を開始すると表示され
なくなります。

電子機器に異常を感じたら、当社指定
サービス工場にご連絡ください。
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	●12Vバッテリーのプラス端子（＋）
とマイナス端子（－）を逆に接続し
ないでください。
	●EVシステムが始動している状態の
ときは、12Vバッテリーのプラス端
子（＋）からケーブルをはずさない
でください。
	●リチウムイオンバッテリーの充電中
は12Vバッテリーのプラス端子（＋）
からケーブルをはずさないでくださ
い。
	●ケーブルのプラス端子（＋）とマイナ
ス端子（－）を絶対に接触させない
でください。
	●12Vバッテリーのプラス端子（＋）
が周辺の金属と接触しないようにし
てください。
	●救援車の12Vバッテリーのマイナス
端子（－）は自車両の12Vバッテリー
のマイナス端子（－）に直接つなが
ないでください。必ず自車両のアー
スポイントに接続してください。
	●12Vバッテリーは可燃性のガスを発
生しますので、12Vバッテリーの近
くでは火気を避けてください。

	●12Vバッテリーのバッテリー液は腐
食性の強い希硫酸です。万一皮膚に
バッテリー液がかかった場合は、大
量の水で洗い流してください。
	●凍った12Vバッテリーを充電すると
爆発するおそれがあります。12V
バッテリーが凍ったら新品と交換し
てください。
	●黒いケーブル（マイナスケーブル）を
車体に接続する際には、燃料系統や
ブレーキホース／パイプに接触させ
ないでください。
	●ケーブルがモータールーム内の回転
部分や可動部分に接触しないよう注
意してください。

充電器を使用して12Vバッテリーを充
電する前、または他のバッテリーでEV
システムを始動する前に、以下のこと
を確認してください。
•	 ENGINE START/STOPスイッ
チがオフになっている

•	 シフトポジションがPになっている
•	 インストルメントパネルが消灯して
いる

•	 充電ポートに充電コネクターが接続
されていない

12Vバッテリーは硫酸や鉛などの有
害物質を含んでいます。環境汚染防止
のため、正しく廃棄してください。
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	●バッテリー上がり防止モード
12Vバッテリーの電圧が一定レベル以
下の場合、エアコンやリアウィンドウデ
フォッガーなどの多く電力を消費する機
能が自動的にオフになります。オフになっ
た機能は、12Vバッテリーの電圧が回
復した後、自動的にオンに戻ります。

	

	●エコノミーモード
EVシステムが停止してからも、オーディ
オ機器などへの電源供給を走行直後は
最大40分行います。電源が切れると、
メッセージが表示されます。
EVシステムを再始動すると、電源の供
給が再開されます。
すぐにアクセサリーを使用したいときは、
EVシステムを数分間始動している状態
のままにしてください。
EVシステムが始動している状態のまま
でいた時間の倍の間、アクセサリーを
使用できます。ただし、この時間は5 ～
30分に限られます。

	●12Vバッテリーが弱っているとき
は、EVシステムの再始動ができな
くなるおそれがあります。
	●12Vバッテリーの充電が不十分なと
きは、電源の供給時間が短くなるこ
とがあります。
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けん引されるとき

この車両は4輪を持ち上げてけん引して
ください。けん引が必要なときは、当社
指定サービス工場またはけん引の専門
業者にご依頼ください。

	●車輪が接地している状態でけん引し
ないでください。
	●けん引される車両は、ハザードラン
プをオンにしてください。

	●この車両で他車をけん引することは
できません。
	●リア側のけん引ボルト取り付け位置
は他車をけん引するためのものでは
ありません。使用しないでください。
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EV 車の充電システム

	●EV車の特徴

EV車は、リチウムイオンバッテリーに蓄
えられた電力を使用し、電動モーターに
より走行します。

①：充電ポート
②：リチウムイオンバッテリー
③：12Vバッテリー
④：ヒートポンプ
⑤：7.4kW車載充電器
⑥：電動モーター
⑦：車載充電ケーブル（コントロールユ

ニット付き）

充電ポート①
充電ポートには、3kW ／ 6kW 普通 充
電に使用する普通充電用ポートと、急速
充電に使用する急速充電用ポートがあり
ます。

リチウムイオンバッテリー②
リチウムイオンバッテリーは、走行する
ための電力、エアコンなどの空調装置を
作動させるための電力を蓄えています。
リチウムイオンバッテリーの残量計はイ
ンストルメントパネルに表示され、残量
が低下すると2種類の警告灯により段階
的に警告します。

12Vバッテリー③
12Vバッテリーは、パワーウィンドウ、
ドアロックなどを作動させるとき、オー
ディオ機器などの車のアクセサリー装備
を使うとき、EVシステムを始動するとき
の電力を供給します。
12Vバッテリーは、リチウムイオンバッ
テリーに蓄えられた電力で自動的に充電
されます。

ヒートポンプ④
ヒートポンプはエアコンなど車室内の空
調装置用のシステムです。また、リチウ
ムイオンバッテリーと7.4kW 車載充電器
の冷却機能を制御します。

7.4kW車載充電器⑤
7.4kW 車載充電器は、リチウムイオン
バッテリーの3kW ／ 6kW 普通充電を
制御します。

電動モーター⑥
走行するためのモーターです。リチウム
イオンバッテリーに蓄えられた電力を使
用して電動モーターを回転させることに
より、タイヤへ動力を伝えます。
電動モーターは減速するときに発電し

（回生ブレーキと呼びます）、発電した電
力でリチウムイオンバッテリーを充電す
ることができます。

車載充電ケーブル（コントロールユニット
付き）⑦
車両に付属の充電ケーブルです。EV 車
専用のコンセントで3kW 普通充電する
ときに使用します。
車載充電ケーブルは、ラゲッジルームに
格納されています。
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	●400V高電圧システム

EV車には約400Vの直流高電圧が使用
されています。モータールーム内のオレ
ンジ色のケーブルとそのコネクター、オ
レンジ色のマークのラベルが貼り付けら
れている部品は、400V 高電圧システム
の高電圧部品です。

	●走 行 直 後 や ENGINE START/
STOPスイッチをオフにした後は、
電動モーターなどの高電圧部品が
高温になっていることがあります。
モータールーム内に貼り付けられて
いるラベルの注意事項に必ず従って
ください。

	●リチウムイオンバッテリー、オレン
ジ色の高電圧ケーブルとそのコネク
ター、その他の高電圧部品には触ら
ないでください。感電すると重大な
傷害におよぶか死亡につながるおそ
れがあります。点検や整備は当社指
定サービス工場にお申し付けくださ
い。
	●高電圧システムの次のラベルは当社
指定サービス工場での修理や点検
時、事故や火災などの消防出動時に、
リチウムイオンバッテリーの高電圧
回路を遮断するためのサーキットブ
レーカーの操作方法を示したもので
す。高電圧システムのサーキットブ
レーカーは絶対に触らないでくださ
い。

	●走行中や事故などのときに床下に強
い衝撃を受けたときは、高電圧部品
やリチウムイオンバッテリーに重大
な損傷が起きているおそれがありま
す。直ちに安全な場所に車を停止さ
せ、EVシステムを停止し、当社指
定サービス工場にご連絡ください。
	●事故などのときに、高電圧部品やオ
レンジ色の高電圧ケーブルが露出し
ているときは絶対に触らないでくだ
さい。
	●万一、車両火災が発生したときは、
直ちに車内の乗員を安全な場所に
避難させ、車両から離れ、消防に出
動を要請してください。不適切な消
火作業は危険です。絶対に行わない
でください。感電すると重大な傷害
におよぶか死亡につながるおそれが
あります。消防に連絡するときは、
電気自動車であることを伝えてくだ
さい。
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	●リチウムイオンバッテリー
リチウムイオンバッテリーは、電動モー
ターやエアコンなどを作動させるための
電力を蓄えます。走行したり、エアコン
などの空調装置を作動させると電力が消
費されるため、定期的に充電する必要が
あります。リチウムイオンバッテリーを
充電する前に電力を完全に使い切る必
要はありません。
リチウムイオンバッテリーの容量（蓄電
能力）は、時間の経過や走行状況、充
電の繰り返しにより徐々に低下します。
これはリチウムイオンバッテリーの特性
のため、家電製品と同様に異常ではあり
ません。

	●事故などのときに、リチウムイオン
バッテリーが損傷している場合や、
液漏れが発生している場合は、触ら
ず、すみやかに当社指定サービス工
場にご連絡ください。
万一、リチウムイオンバッテリーか
ら漏れた液体が皮膚に付着したとき
は、きれいな水で洗い流し、すぐに
医師の診断を受けてください。
	●車両の修理の際は必ず当社指定
サービス工場にご相談ください。
万一、リチウムイオンバッテリーが
損傷している場合に取り扱いを誤る
と重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。
	●リチウムイオンバッテリーを不適切
な方法で処分すると感電するおそれ
があり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。リチウムイオンバッテリー
の廃棄や処分は当社指定サービス
工場にご相談ください。

	●リチウムイオンバッテリーの容量（蓄
電能力）の低下の程度は、運転のし
かた、走行ルート、エアコンなどの
空調装置の使用状況、充電のしかた、
バッテリーの構成部品の劣化などに
より大きく異なります。
	●リチウムイオンバッテリーの劣化の
程度は、走行地域の気候、走行距
離、急速充電の頻度など、さまざま
な条件により異なります。
	●リチウムイオンバッテリーを長持ち
させるために、次のことを心がけて
ください。
•	 必要以上に頻繁な充電を行わない
•	 頻繁な急速充電は避ける
•	 頻繁な急加速、急減速をしない
•	 外気温が極端に高い場所や低い
場所で車両を保管しない

•	 夏場は日陰に駐車する
•	 リチウムイオンバッテリーの残量
が極端に低い状態のまま長期間
車両を使用せず放置しない

	●リチウムイオンバッテリーは適切に
廃棄しないと環境汚染につながりま
す。廃車にするときは当社指定サー
ビス工場にご相談ください。
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	●充電ポート

リチウムイオンバッテリーを充電すると
きは、車載充電ケーブルの充電コネク
ター、または充電器に付属の充電ケーブ
ルの充電コネクターを車両の充電ポート
に接続します。

①：3kW ／ 6kW普通充電ポート
②：急速充電ポート

3kW／6kW普通充電ポート①
3kW ／ 6kW 普通充電用のポートです。
ツメを押してカバーを開いてから充電コ
ネクターを接続します。

急速充電ポート②
急速充電用のポートです。ツメを押して
カバーを開いてから充電コネクターを接
続します。

	●充電ポートリッド周辺に衝撃を受け
た後は、衝撃の大小に関わらず、充
電を行わないでください。また、充
電ポートから充電コネクターを引き
抜いたり、自分で充電ポートの修理
を行ったりしないでください。火災
や感電のおそれがあります。当社指
定サービス工場にご連絡ください。
	●充電ポートにゴミ、ほこり、水が入
らないようにしてください。火災や
感電のおそれがあります。
	●充電ポートに異物を挿入しないでく
ださい。

	●充電ポートに充電コネクター以外の
ものを差し込まないでください。充
電ポートが破損するおそれがありま
す。
	●充電ポートが凍結したときは、ドラ
イヤーなどで解凍してください。無
理に充電コネクターの接続または取
りはずしを行うと、故障の原因とな
ります。
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	●車載充電ケーブル（コントロール	
ユニット付き）

車両に付属の充電ケーブル（コントロー
ルユニット付き）は、EV 車専用のコン
セントで3kW 普通充電するときに使用
します。
車載充電ケーブルは、ラゲッジルームに
格納されています。

①：充電コネクター
②：リリーススイッチ
③：電源プラグ
④：コントロールユニット

充電コネクター①
車両の充電ポートに接続します。
保護カバーが取り付けられています。

リリーススイッチ②
充電ポートから充電コネクターを引き抜
くときに押します。

電源プラグ③
AC200Vの EV 車専用のコンセントに
接続します。

コントロールユニット④

コントロールユニットの表示灯で充電状
態などを確認できます。
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コントロールユニットに通電し
ているときにPOWER表示灯
が緑色に点灯します。充電を開

始できます。

充電中またはプリコンディショ
ニングが作 動しているときに
CHARGE表示灯が緑色に点滅

します。
充電を中断する、充電が完了する、また
は充電予約がセットされていると緑色に
点灯します。

異常が発生したときにFAULT
表示灯が赤色に点灯します。充
電を開始できません。充電中に

点灯した場合は直ちに充電を中止してく
ださい。充電コネクターや電源プラグが
正しく接続されているか、充電器などの
充電設備に異常が発生していないか確認
してください。
FAULT表示灯が消灯しない場合は、当
社指定サービス工場にご連絡ください。

電源プラグをコンセントに接続する
と、すべての表示灯が一時的に点灯し
た後、POWER表示灯のみが点灯し
た状態になります。表示灯が点灯しな
いときは、コンセントのブレーカーが
OFFになっていないか確認してくださ
い。ブレーカーがOFFになっている場
合は、電気工事の資格を持つ専門の
業者に点検を依頼してください。
ブレーカーがONになっているのに表
示灯が点灯しない場合は、直ちに使用
を中止し、当社指定サービス工場にご
連絡ください。

	●車載充電ケーブル（コントロールユ
ニット付き）は、本書に記載され
ている注意事項に従って正しく取り
扱ってください。不適切な取り扱い
をすると思わぬ事故の原因となり、
火災、感電、ケガ、やけどなど、重
大な傷害におよぶか死亡につながる
おそれがあります。

•	 安全のため、必ず接地極（アース）
がつながっているEV車専用のコ
ンセントを使用してください。

•	 ショートや過電流などの異常が
発生した場合の安全のために、
必ずブレーカーや漏電遮断器が
設置されたEV車専用のコンセン
トを使用してください。



7-21

もしものとき

７

•	 充電中は、コントロールユニット
の重量によってコンセント、充電
ケーブルや電源プラグに無理な力
がかからないようにしてください。
•	 充電ケーブルの分解、修理、改
造は絶対に行わないでください。
•	 充電ケーブルに強い衝撃を与え
たり落としたりしないでくださ
い。
•	 充電ケーブルを無理に折り曲げ
たり、引っ張ったり、ねじったり、
踏みつけたり、引きずったりしな
いでください。
•	 充電ケーブルを鋭いものなどで
傷を付けないでください。
•	 電源プラグの端子を折り曲げた
り異物を付けるなど汚したりしな
いでください。
•	 充電ケーブルを水に浸けないで
ください。
•	 充電コネクターに、ゴミ、ほこ
り、水が入らないようにしてくだ
さい。
•	 充電コネクターや電源プラグに
異物を挿入しないでください。

•	 延長コードや変換アダプター、た
こ足配線などは絶対に使用しな
いでください。

•	 ケーブルを引っ張ってコンセント
から抜かないでください。

•	 充電コネクターが車両に接続さ
れ、ロックされているときは、無
理に力を加えて充電ポートから取
りはずそうとしないでください。

•	 ケーブルを充電コネクターやコン
トロールユニットに巻きつけるな
どして無理な力をかけないでく
ださい。

•	 充電ケーブルやコンセントが異常
に熱くなっているときは直ちに充
電を中止してください。

•	 可燃性のガスのある場所では充
電を行わないでください。アーク
放電やスパークにより引火するお
それがあります。

•	 充電ケーブルをこの車両以外の
充電に使用したり、この車両の
充電以外の用途に使用したりし
ないでください。

•	 濡れた手で電源プラグを触った
り、コンセントに抜き差ししない
でください。

•	 電源プラグをコンセントに接続
するときは、電源プラグの本体
部分を持ってまっすぐ根元まで確
実に差し込んでください。

•	 充電ケーブルやコンセントなどに
深い傷、割れ、破損などがあっ
たり、電源プラグに錆が発生して
いるときなど、破損、異常、故
障がある場合は直ちに使用を中
止し、当社指定サービス工場に
ご連絡ください。

	●安全にお使いいただくために、日常
的に次のことを点検してください。
点検をしないで使用すると、思わぬ
事故の原因となり、重大な傷害にお
よぶか死亡につながるおそれがあり
ます。
•	 充電ケーブルに破損がないこと
を確認してください。

•	 コンセントに破損がないこと、
電源プラグを差し込んだときに
ゆるみがないことを確認してくだ
さい。
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•	 充電中に電源プラグが異常に熱
くならないことを確認してくださ
い。
•	 充電コネクターや電源プラグ、コ
ンセントにほこりなどの汚れが付
着していないことを確認してくだ
さい。
•	 充電後や長期間使用しないとき
は電源プラグをコンセントから
抜いておいてください。コンセン
トや電源プラグにほこりがたまる
と過熱したり、発火したりするお
それがあります。

	●EV車専用のコンセントを使用した
3kW普通充電には車載充電ケーブ
ル（コントロールユニット付き）以
外は使用しないでください。
	●車載充電ケーブル（コントロールユ
ニット付き）は日本国内でのみ使用
してください。

	●車載充電ケーブル（コントロールユ
ニット付き）の定格電圧（AC200V）
と定格電流（15A）が建物のコンセ
ントや配線の容量を超えないように
注意してください。異常な発熱によ
り発火するおそれがあります。

	 建物の配線容量が分からない場合
は、電気工事の資格を持つ専門の
業者に確認してください。

充電ケーブルを保管するときは次のこ
とをお守りください。 
•	 直射日光の当たらない場所に保管
してください。 

•	 風や雨にさらされない場所に保管
してください。 

•	 充電コネクターにゴミやほこりが入
らないようにしてください。 

•	 ケーブルを充電コネクターやコント
ロールユニットに巻きつけるなどし
て保管しないでください。 

•	 ケーブルがねじれた状態で保管し
ないでください。

	●充電の種類
充電の種類には、3kW普通充電、6kW
普通充電、急速充電があります。

3kW普通充電

コンセント型

壁掛け型やスタンド型など
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3kW 普 通 充 電（AC200V 15A） は、
EV 車専用のコンセントと車載充電ケー
ブル（コントロールユニット付き）、また
は壁掛け型やスタンド型などのEV 車専
用の3kW 普通充電器と充電器に付属の
充電ケーブルで行う充電方法です。
充電が完了するまでの時間の目安は、約
18時間です。

6kW普通充電

6kW 普 通 充 電（AC200V 30A） は、
壁掛け型やスタンド型などのEV 車専用
の6kW 普通充電器と充電器に付属の充
電ケーブルで行う充電方法です。
3kW 普通充電の約2倍のスピードで充
電することができます。充電が完了する
までの時間の目安は、約9時間です。

	●3kW／6kW普通充電の充電が完
了するまでの時間は、リチウムイオ
ンバッテリーの残量、外気温、経過
年数、電源の状態、エアコンなど空
調装置の電力の使用状況などの条
件により異なります。
	●3kW普通充電用のコンセント、
3kW／6kW普通充電器の設置に
は、専用配線を用いた電源回路が
必要となるため、電力会社との電気
契約の変更や建物の電気工事など、
充電インフラの工事が必要です。当
社販売店および当社販売店が斡旋
する専門業者にご相談ください。
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急速充電

外 出 先 などに設 置 され た CHAdeMO
（チャデモ）規格に準拠した急速充電器
（定格出力20 ～ 50kW）と急速充電器
に付属の充電ケーブルで行う充電方法で
す。
普通充電器よりも短時間で充電するこ
とができます。充電が完了するまでの
時間の目安は、約50分です（定格出力
50kWの場合。満充電量の約80%充電
にかかる時間の目安）。

	●CHAdeMO（チャデモ）は、日本発
の電気自動車用急速充電器の規格
です。
	●急速充電の充電が完了するまでの
時間は、リチウムイオンバッテリー
の残量、外気温、経過年数、急速
充電器の種類などの条件により異な
ります。
	●急速充電器の充電速度は充電器の
充電能力によって異なります。短時
間で充電を終了させた場合は、使用
する充電器の種類によって充電量が
異なることがあります。

	●リチウムイオンバッテリーの充電

	●植え込み型心臓ペースメーカーおよ
び植え込み型除細動器などの医療
用機器を使用されている方は、機器
におよぼす影響について医療用機
器製造業者などに事前に確認してく
ださい。
	●植え込み型心臓ペースメーカーおよ
び植え込み型除細動器などの医療
用機器を使用されている方は、次の
ことをお守りください。充電により、
医療用機器の動作に影響を与える
おそれがあります。
•	 3kW／6kW普通充電するとき
は、短い時間であっても、充電
ケーブル、コントロールユニット、
充電器などに近付かないでくだ
さい。

•	 急速充電器を使用したり、急速
充電器を設置している場所に近
付いたりしないでください。

•	 急速充電器の操作は自分で行わ
ず、他の方にお願いしてください。

•	 充電中は車内にとどまったり、車
両に近付かないでください。
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	●植え込み型心臓ペースメーカーおよ
び植え込み型除細動器以外の医療
用機器を使用されている方は、機器
におよぼす影響について医療用機
器製造業者などに事前に確認してく
ださい。医療用機器の動作に影響
を与えるおそれがあります。
	●3kW／ 6kW普通充電するときは、
必ず次のことをお守りください。火
災や感電など、重大な傷害におよぶ
か死亡につながるおそれがあります。
•	 電気工事の資格を持つ専門の電
気工事業者が、内線規程に準拠
して設置したEV車専用のコンセ
ントまたは充電器を使用して充
電をしてください。
•	 EV車専用のコンセントを使用し
た3kW普通充電は、必ず車載充電
ケーブルを使用してください。
•	 EV車専用のコンセントを使用し
た3kW普通充電の完了後は、電
源プラグをコンセントから抜い
ておいてください。電源プラグ
とコンセントの間にゴミやほこ
りが溜まったり、水に濡れたり
したときに、ショートや感電の
おそれがあります。

•	 3kＷ／6kW普通充電器の操作
や取り扱いは、充電器本体の取
扱説明書に従って正しく行ってく
ださい。

	●急速充電するときは、必ず次のこと
をお守りください。火災や感電など、
重大な傷害におよぶか死亡につな
がるおそれがあります。
•	 必ずCHAdeMO（チャデモ）規
格に準拠した急速充電器を使用
してください。

•	 急速充電器の操作や取り扱いは、
充電器本体の取扱説明書に従っ
て正しく行ってください。

	●充電するときは、充電コネクターを
充電ポートに確実に差し込んでくだ
さい。確実に差し込まれていないと、
システムが充電コネクターの接続を
認識できず、EVシステムを始動可
能な状態になるため、誤って車両を
発進させて思わぬ事故につながるお
それがあります。

	●充電中に、異臭、煙、異音などの異
常を感じたり、故障に気づいたりし
たときは使用を中止してください。
火災、感電、ケガ、やけどなど、重
大な傷害におよぶか死亡につながる
おそれがあります。
	●落雷の可能性があるときは充電をし
ないでください。感電するおそれが
あります。
	●雨や雪の日に充電するときは、次の
ことをお守りください。火災、感電、
ケガ、やけどなど、重大な傷害にお
よぶか死亡につながるおそれがあり
ます。
•	 濡れた手で充電コネクターや電
源プラグなどを抜き差ししないで
ください。

•	 コンセント、充電ポート、充電コ
ネクター、電源プラグなどを濡
らさないでください。

•	 コンセント、充電ポート、充電コ
ネクター、電源プラグなどが濡
れた場合は、水分を拭き取ってか
ら充電してください。
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•	 コンセントが水没していたり、雪
に埋もれている場合は、充電し
ないでください。

	●充電する前に、充電ポート、充電ケー
ブル、充電コネクター、電源プラグ、
コントロールユニットに変形、水分、
腐食、破損、ほこりなどの異物がな
いことを確認してください。
	●お子さまには充電をさせないでくだ
さい。重大な事故につながるおそれ
があります。
	●充電中や充電直後はボンネットを開
けないでください。モータールーム
内が高温になるため、やけどをする
おそれがあります。また、ファンが
突然回りだして、手や衣類が巻き込
まれ、重大な傷害を受けるおそれが
あります。
	●リチウムイオンバッテリーの充電中
は、12Vバッテリーに充電器や救
援車のバッテリーを接続しないでく
ださい。車両や充電機器が破損す
るおそれがあります。
	●リチウムイオンバッテリーの充電に
発電機は使用しないでください。

	●車両をボディカバーなどで覆った状
態で充電しないでください。
	●充電中は洗車しないでください。洗
車するときは、必ず充電ポートのカ
バーと充電ポートリッドを閉じてく
ださい。感電するおそれがあります。
	●モータールーム内や床下への高圧
洗浄は、電気部品への影響を避け
るためにも絶対におやめください。

	●7.4kW車載充電器とリチウムイオ
ンバッテリーの冷却のため、充電中
にファンが作動することがあります
が、異常ではありません。
	●3kW／6kW普通充電ポートと急
速充電ポートへ充電コネクターを同
時に接続しないでください。充電す
ることができません。
	●充電中は、ラジオに雑音が入ること
があります。
	●この車両のリチウムイオンバッテ
リーを蓄電池として使用したり、家
庭への給電に使用したりすることは
できません。
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充電ポートリッドの開閉のしかた
1.	 車両のロックを解除すると、充電ポー

トリッドのロックも連動して解除さ
れます。

2.	 充電ポートリッドの後ろ側を押して
開きます。

3.	 充電が終わったら充電ポートリッド
を閉めます。

充電ポートリッドを閉めるときは、充
電ポートのカバーが確実に閉まってい
ることを確認してください。

コンセントを使用した3kW普通充電のし
かた

1.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ
をオフにします。

2.	 シフトポジションがPになっている
こと、パーキングブレーキがかかっ
ていることを確認します。

3.	 充電ポートリッドを開きます。
4.	 ツメを押して3kW ／ 6kW普通充電

ポート（左側）のカバーを開きます。
5.	 充電ポートにゴミやほこりなどの異

物が付着していないか確認します。

6.	 車載充電ケーブルの電源プラグをコ
ンセントに差し込みます。
コ ント ロ ー ル ユ ニット の すべ て
の 表 示 灯が 一 時 的に点 灯した後、
POWER表示灯のみが緑色に点灯し
た状態になることを確認してくださ
い。

7.	 車載充電ケーブルの充電コネクター
から保護カバーをはずし、充電コネ
クターを3kW ／ 6kW普通充電ポー
トにカチッと音がするまで差し込み
ます。

8.	 充 電 が 開 始 さ れる と、 車 載 充 電
ケーブルのコントロールユニットの
CHARGE表示灯が緑色に点滅しま
す。また、バックミラーの充電イン
ジケーターが点滅します。
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9.	 充電が完了すると、車載充電ケー
ブ ル の コ ント ロ ー ル ユ ニット の
CHARGE表示灯が緑色に点灯しま
す。また、バックミラーの充電イン
ジケーターが消灯します。

10.	充電コネクターのリリーススイッチ
を押しながら、3kW ／ 6kW普通充
電ポートから充電コネクターを引き
抜きます。

11.	3kW ／ 6kW 普通充電ポートのカ
バーを閉めます。

12.	充電ポートリッドを閉めます。
13.	車載充電ケーブルの充電コネクター

の保護カバーを取り付けます。

14.	車載充電ケーブルの電源プラグをコ
ンセントから引き抜きます。 コント
ロールユニットのPOWER表示灯が
消灯します。

	●充電後は充電ポートのカバーを必ず
閉じてください。充電ポートに水や
ゴミなどが入り、故障の原因となり
ます。
	●充電後は充電ポートリッドを必ず閉
じてください。
	●充電後は、車載充電ケーブルの充電
コネクターの保護カバーを必ず取り
付けてください。充電コネクターに
水やゴミなどが入り、故障の原因と
なります。

	●車載充電ケーブルのコントロールユ
ニットのCHARGE表示灯が緑色
に点滅、バックミラーの充電インジ
ケーターが点滅しない場合は、充電
が開始されていません。手順を最初
からやり直してください。
	●お好みの時間帯に充電を開始するに
は、充電コネクターを充電ポートに
接続した後、MYDSアプリ上で充
電予約のスケジュールを作成し、セッ
トしてください。充電予約がセット
されると、車載充電ケーブルのコン
トロールユニットのCHARGE表示
灯が緑色に点灯します。

	 充 電 予 約 の 詳 細 は、P.5-17の
「E-Tenseリモートコントロール」項
を参照してください。
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●充電中にスマートキーを使用して車
両を施錠、解錠の順に操作すると充
電を中断できます。充電を中断する
と、車載充電ケーブルのコントロー
ルユニットのCHARGE表示灯が
緑色に点灯します。また、バックミ
ラーの充電インジケーターが消灯し
ます。
	 充電を中断したあと、約30秒経過
すると充電が再開します。充電が再
開すると、車載充電ケーブルのコン
トロールユニットのCHARGE表示
灯が緑色に点滅します。また、バッ
クミラーの充電インジケーターが点
滅します。

	●以下のときは車両の施錠／解錠が
できないため、スマートキーの操作
による充電の中断ができません。
•	 ENGINE START/STOP ス
イッチがアクセサリーポジション
のとき

•	 いずれかのドアまたはテールゲー
トが完全に閉まっていないとき

•	 スマートキーが車内にあるとき
	 ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにし、すべてのドアおよび
テールゲートを閉め、車内からすべ
てのスマートキーを持ち出してから
再度スマートキーで施錠／解錠操作
を行ってください。
	● 	 安全のために、充電ポー

トに充電コネクターが接
続されている間はEVシ

ステムの始動はできません。
	 ENGINE START/STOPスイッ
チをアクセサリーポジションにする
と、充電コネクター表示灯が点灯し
ます。

	●充電中はENGINE START/STOP
スイッチをアクセサリーポジション
にしてエアコンを使用できますが、
充電時間が通常より長くなることが
あります。
	●充電中に運転席ドアを開けると、約
30秒間インストルメントパネルに以
下が表示されます。
•	 充電完了までの時間
•	 充電速度（1時間の充電で走行で
きる距離）

•	 走行可能距離
•	 リチウムイオンバッテリーの残量
（%）

	 表示される数値は目安です。この数
値は充電状況によって変化する場合
があります。
	●バックミラーの充電インジケーター
は走行中に点灯します。
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充電器を使用した3kW／6kW普通充電
のしかた

1.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ
をオフにします。

2.	 シフトポジションがPになっている
こと、パーキングブレーキがかかっ
ていることを確認します。

3.	 充電ポートリッドを開きます。
4.	 ツメを押して3kW ／ 6kW普通充電

ポート（左側）のカバーを開きます。
5.	 充電ポートにゴミやほこりなどの異

物が付着していないか確認します。
6.	 充電器本体の取扱説明書に従い、充

電器に付属の充電ケーブルの充電コ
ネクターを3kW ／ 6kW 普通充電
ポートにカチッと音がするまで差し
込みます。

7.	 充電器本体の取扱説明書に従い、充
電を開始します。
充電が開始されると、バックミラー
の充電インジケーターが点滅します。

8.	 充電が完了するとバックミラーの充
電インジケーターが消灯します。

9.	 充電器本体の取扱説明書に従い、充
電コネクターのリリーススイッチを
押しながら、3kW ／ 6kW普通充電
ポートから充電コネクターを引き抜
きます。

10.	充電コネクターを元の位置に戻しま
す。

11.	3kW ／ 6kW 普通充電ポートのカ
バーを閉めます。

12.	充電ポートリッドを閉めます。

	●充電後は充電ポートのカバーを必ず
閉じてください。充電ポートに水や
ゴミなどが入り、故障の原因となり
ます。
	●充電後は充電ポートリッドを必ず閉
じてください。

	●バックミラーの充電インジケーター
が点滅しない場合は、充電が開始さ
れていません。手順を最初からやり
直してください。
	●お好みの時間帯に充電を開始するに
は、充電コネクターを充電ポートに
接続した後、MYDSアプリ上で充
電予約のスケジュールを作成し、セッ
トしてください。

	 充 電 予 約 の 詳 細 は、P.5-17の
「E-Tenseリモートコントロール」項
を参照してください。



7-31

もしものとき

７

	●充電中にスマートキーを使用して車
両を施錠、解錠の順に操作すると充
電を中断できます。充電を中断する
と、バックミラーの充電インジケー
ターが消灯します。
	 充電を中断したあと、約30秒経過
すると充電が再開します。充電が再
開すると、バックミラーの充電イン
ジケーターが点滅します。
	●以下のときは車両の施錠／解錠が
できないため、スマートキーの操作
による充電の中断ができません。
•	 ENGINE START/STOP ス
イッチがアクセサリーポジション
のとき
•	 いずれかのドアまたはテールゲー
トが完全に閉まっていないとき
•	 スマートキーが車内にあるとき

	 ENGINE START/STOPスイッ
チをオフにし、すべてのドアおよび
テールゲートを閉め、車内からすべ
てのスマートキーを持ち出してから
再度スマートキーで施錠／解錠操作
を行ってください。

	● 	 安全のために、充電ポー
トに充電コネクターが接
続されている間はEVシ

ステムの始動はできません。
	 ENGINE START/STOPスイッ
チをアクセサリーポジションにする
と、充電コネクター表示灯が点灯し
ます。
	●充電中はENGINE START/STOP
スイッチをアクセサリーポジション
にしてエアコンを使用できますが、
充電時間が通常より長くなることが
あります。
	●充電中に運転席ドアを開けると、約
30秒間インストルメントパネルに以
下が表示されます。
•	 充電完了までの時間
•	 充電速度（1時間の充電で走行で
きる距離）

•	 走行可能距離
•	 リチウムイオンバッテリーの残量
（%）

	 表示される数値は目安です。この数
値は充電状況によって変化する場合
があります。	

	●バックミラーの充電インジケーター
は走行中に点灯します。
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急速充電のしかた

急速充電器の種類によって操作方法が
異なります。急速充電器本体の取り扱い
方法を必ずご確認ください。
1.	 ENGINE START/STOPス イ ッ チ

をオフにします。
2.	 シフトポジションがPになっている

こと、パーキングブレーキがかかっ
ていることを確認します。

3.	 充電ポートリッドを開きます。
4.	 ツメを押して急速充電ポート（右側）

のカバーを開きます。
5.	 充電ポートにゴミやほこりなどの異

物が付着していないか確認します。
6.	 急速充電器本体の取扱説明書に従い、

急速充電器に付属の充電ケーブルの
充電コネクターを根元まで確実にカ
チッと音がするまで急速充電ポートに
差し込みます。

7.	 急速充電器本体の取扱説明書に従い、
充電を開始します。
充電が開始されるとバックミラーの
充電インジケーターが点滅します。

8.	 充電が十分に行われたら、急速充電
器本体の取扱説明書に従い、充電を
停止します。バックミラーの充電イ
ンジケーターが消灯します。

9.	 急速充電器本体の取扱説明書に従い、
充電コネクターのリリーススイッチ
を押しながら、急速充電ポートから
充電コネクターを引き抜きます。

10.	充電コネクターを元の位置に戻しま
す。

11.	急速充電ポートのカバーを閉めます。
12.	充電ポートリッドを閉めます。

	●急速充電器の操作や取り扱いは、
充電器本体の取扱説明書に従って正
しく行ってください。誤った操作や
取り扱いをすると、車両や急速充電
器を破損するおそれがあります。
	●充電後は充電ポートのカバーを必ず
閉じてください。充電ポートに水や
ゴミなどが入り、故障の原因となり
ます。
	●充電後は充電ポートリッドを必ず閉
じてください。
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	●バックミラーの充電インジケーター
が点滅しない場合は、充電が開始さ
れていません。手順を最初からやり
直してください。
	●急速充電を中断したいときは、急速
充電器本体の取扱説明書に従い急
速充電器を操作してください。
	● 	 安全のために、充電ポー

トに充電コネクターが接
続されている間はEVシ

ステムの始動はできません。
	 ENGINE START/STOPスイッ
チをアクセサリーポジションにする
と、充電コネクター表示灯が点灯し
ます。
	●充電中はENGINE START/STOP
スイッチをアクセサリーポジション
にしてエアコンを使用できますが、
充電時間が通常より長くなることが
あります。

	●充電中に運転席ドアを開けると、約
30秒間インストルメントパネルに以
下が表示されます。
•	 充電完了までの時間
•	 充電速度（1時間の充電で走行で
きる距離）

•	 走行可能距離
•	 リチウムイオンバッテリーの残量
（%）

	 表示される数値は目安です。この数
値は充電状況によって変化する場合
があります。
	●外気温が0℃以下の場合は、通常よ
り充電に時間がかかる場合がありま
す。
	●外気温が－20℃以下でも急速充電
できます。ただし、バッテリーを暖
める必要があるため、通常より充電
に時間がかかる場合があります。
	●リチウムイオンバッテリーの容量（蓄
電能力）低下を防ぐため、頻繁な急
速充電は避けてください。
	●急速充電器本体にリチウムイオン
バッテリーの残量、容量、充電時間
の数値などが表示されていても、実
際の値とは異なる場合があります。

	●リチウムイオンバッテリーへの負
担を軽減するため、満充電量の約
80%に達したら、満充電になるま
で急速充電器で継続して充電を行わ
ないでください。
	●急速充電器の最大充電時間を経過
すると、満充電量の約80%に達す
る前に充電が停止することがありま
す。
	●急速充電器で充電予約を行うことは
できません。
	●バックミラーの充電インジケーター
は走行中に点灯します。
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車両データ・アクセサリー類・索引
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	●識別表示

A　車台番号（モータールーム内）
B　車台番号（フロントガラス下側）
C　認証ラベル
D　タイヤ仕様と車体塗色コードラベル
タイヤとホイールサイズ、適正空気圧、
車体色などが記載されたラベルが、助手
席側のピラー部に貼られています。

タイヤを交換するときは、必ず同サイ
ズ同種類のタイヤを使用してくださ
い。他のタイヤを使用すると、安全走
行に悪影響をおよぼします。

	●タイヤのサイズによっては、タイヤ
チェーンが装着できません。詳しく
は当社販売店へお問い合わせくださ
い。
	●タイヤの空気圧は、走行前少なくと
も月1回の割合でチェックしてくだ
さい。必ず当社が指定する空気圧に
調整してください。

タイヤの空気圧が低すぎると、電費が
悪くなります。
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	●外形寸法

2560

15
50

4120

*数値は予告なく変更されることがあります。
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アクセサリー類

アクセサリー類

アクセサリー類は、当社の純正部品を使
用してください。取り付けは、付属の取
扱説明書に従ってください。

	●ルーフキャリア

キャリアを取り付けるときは、ルーフの
マークに合わせて取り付けてください。

	●ルーフキャリアは当社純正品をキャ
リアに付属の取扱説明書に従って正
確に取り付けてください。
	●当社純正以外のルーフキャリアを使
用したり、指示通りに取り付けな
かったりした場合、ルーフキャリア
や荷物が落下し、事故やケガにつな
がるおそれがあります。
	●荷物の固定には、細すぎたり、損傷
したひもや不適切なひもは使用しな
いでください。荷物を固定する際に
は、適切なひもを使用し、しっかり
と固定してください。
	●ルーフキャリアに荷物を積む際に
は、キャリアに付属の取扱説明書
に記載されているルーフキャリア許
容荷重を超えないようにしてくださ
い。
	●ルーフに重たい荷物や大きな荷物を
積んでいると、車両の重心が変わっ
たり風の抵抗が大きくなり走行に影
響を与えます。速度を控えたり、急
ブレーキ、急ハンドルを避けるなど
慎重な運転を心がけてください。

* 仕様により異なります。
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アクセサリー類

キャリアの高さには注意してくださ
い。特に高速走行を行うと、予想以上
に負荷がかかるので思わぬトラブルの
原因となることがあります。

使用しないときはルーフキャリアを取
りはずしてください。

	●フロアマット *

取り付けるときは、フロアマットを正し
い位置に合わせ、クリップで留めてくだ
さい。フロアマットがしっかり固定され
ていることを確認してください。

	●車両側に装備されている固定フック
に適したフロアマットのみ使用して
ください。また、2枚以上のフロア
マットを重ねて使用しないでくださ
い。ペダル操作の妨げになります。
	●当社指定以外のフロアマットの使用
は、ペダル操作の妨げになるだけで
なく、クルーズコントロール／ス
ピードリミッター機能の使用の妨げ
にもなり、重大な事故につながるお
それがあります。
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数字
12V電源ソケット････････････････････････････ 5-23
12Vバッテリー････････････････････ 6-5、6-7、7-8
3kW普通充電･･････････････････7-22、7-27、7-30
400V高電圧システム････････････････････････ 7-16
6kW普通充電･････････････････････････ 7-23、7-30

アルファベット
ABS（アンチロックブレーキシステム）･････････ 3-17
ASR（トラクションコントロールシステム）･････ 3-17
DSC（ダイナミックスタビリティコントロール）････ 3-17
DSドライブアシスト･････････････････････････ 3-45
DSマトリクスLEDビジョン･･･････････････････ 4-31
EBA（ブレーキアシスト）･･････････････････････ 3-17
ENGINE START/STOPスイッチ･･･････････ 9、3-2
ESC（エレクトロニックスタビリティコントロール）････ 3-17
E-Tenseリモートコントロール････････････････ 5-17
EVシステムの始動･･････････････････････････ 9、3-2
EV車の充電システム･･････････････････････････ 7-15
i-Sizeチャイルドシート････････････････ 1-17、1-18
ISOFIXチャイルドシート････････1-17、1-18、1-21

USBポート･･････････････････････････････････ 5-23

あ
アクセサリー類････････････････････････････････8-4
アクティブクルーズコントロール･････････ 15、3-35
アクティブセーフティブレーキ････････････････ 3-25
アクティブブラインドスポットモニター････････ 3-57
アクティブランバーサポート････････････････････1-5
イモビライザー（盗難防止システム）･････････････2-8
インストルメントパネル････････････････････････4-2
インストルメントパネルの表示モード････････････4-3
インストルメントパネルの明るさ調整･･････････ 4-25
インテリジェントエマージェンシーブレーキアシスト････ 3-29
ウィンドウウォッシャー･･･････････4-38、6-5、6-7
エアコンディショナー(エアコン)････････････13、5-2
エアバッグ･･････････････････････････････････ 1-23
エアバッグの作動条件････････････････････････ 1-27
エクステリアウェルカムランプ････････････････ 4-29
エクステリアサイドランプ････････････････････ 4-30
エコノミーモード････････････････････････････ 7-13
エマージェンシーブレーキ････････････････････ 3-28
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エレクトリックパーキングブレーキ･･･････ 10、3-12
オートエアコン･･･････････････････････････13、5-3
オートドアロック････････････････････････････ 2-13
オートライト･･･････････････････････････ 11、4-28
オートワイパー･････････････････････････ 11、4-37
オドメーター････････････････････････････････ 4-22

か
カーテンエアバッグ･･････････････････････････ 1-26
外形寸法･･････････････････････････････････････8-3
回生ブレーキ･･････････････････････････････････3-7
間接式タイヤ空気圧警告･･････････････････････ 4-40
急速充電･････････････････････････････ 7-24、7-32
緊急用キー･･････････････････････････････････ 2-11
クリープ現象･･････････････････････････････････3-8
クルーズコントロール･･･････････････････ 15、3-35
グローブボックス････････････････････････････ 5-22
警告灯････････････････････････････････････････4-8
けん引されるとき････････････････････････････ 7-14
工具･･････････････････････････････････････････7-2
固定リング･･････････････････････････････････ 5-26
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安全上の理由から、各種設定など複雑な操作は、車両を停止し、EV
システムが始動している状態で実施してください。

	●接続するオーディオ機器によっては
動作が異なる場合があります。
	●このオーディオには盗難防止機能が
付いています。他の車両では使用で
きません。
	●利用可能な Bluetooth の機能、お
よびその表示内容は、携帯電話の種
類とその設定、および契約内容に
よって異なります。詳細はお客様が
お使いの携帯電話会社へお問い合わ
せください。
	●Bluetooth® は Bluetooth SIG, 
Inc. の商標です。
	●Apple、iPhone、Apple CarPlay、
およびSiri は、米国およびその他の
国々で登録されたApple Inc. の商
標です。
	●iPhone の商標は、アイホン株式会
社のライセンスに基づき使用されて
います。
	●Android Auto は、Google LLC. 
の商標です。
	●MirrorLink® は Car Connectivity 
Consortium LLC. の商標です。
	●タッチスクリーンのシステムのバー
ジョンアップやオプションのナビ
ゲーションの接続によって、操作や
表示、アイコンのデザイン、色など
が変更されることがあります。
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基本操作

オーディオの操作はタッチスクリーンか
ら行います。

ダッシュボードのアイコンに
タッチすると、ラジオや USB

メディアの再生・設定画面に移動します。

	●各画面共通のアイコン
各画面では、以下のようなアイコンが表
示されます。

前のページに戻ります。

設定を有効にします。

詳細設定画面を表示します。

タッチスクリーンのグレーアウトされ
たエリアにタッチすると前のページに
戻ります。

	●オーディオのオン／オフ
スイッチを押すと、音量のオン
／オフが行えます。音量がオフ
の間は、USB などの再生メディ

アは停止しています。
ENGINE START/STOPスイッをオフ
にした後しばらくの間は、スイッチを押
すとタッチスクリーンの画面が点灯しま
す。

	●音量の操作
音量の操作はダッシュボードの
アイコンにタッチして行いま
す。
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	●ステアリングスイッチ

1

2

3

4 5

6

①：音声認識機能起動ボタン
接続する携帯電話などの音声認識機能を使用して電話を発信します。

②：音量調整ボタン
ボリュームが増減します。 
+ と－のボタンを同時に押すと音量のオン／オフができます。

③：設定ダイヤル
登録したラジオ放送局やメディアのトラック選択に使用します。または、ダイヤルを
回して設定項目を選択します。押し込むと、設定項目を決定できます。

④：LISTボタン 
音楽の再生リストやラジオの放送局リストなどを表示します。

⑤：SRCボタン 
入力ソースを切り替えます。

⑥：TELボタン
発着信履歴や連絡先などの表示、ハンズフリー通話の受話および終話などに使用し
ます。

	●入力ソースの切り替え

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 ソースにタッチします。

3.	 入力ソースにタッチします。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グのSRCボタンを押しても行えます。
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ラジオ

	●ラジオモードへの切り替え
1.	 ダッシュボードのアイコン

にタッチします。

2.	 ソースにタッチします。

3.	 ラジオを選択します。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グのSRCボタンを押しても行えます。

	●手動サーチ

87.5 MHz

タッチスクリーンのカーソルを左右に動
かすと受信周波数が変わります。
または現在受信している放送局周波数に
タッチし、タッチスクリーンから周波数
を入力して OKにタッチします。

	●自動サーチ

87.5 MHz

タッチスクリーンの < または > にタッ
チすると、自動サーチが開始され、受信
可能な放送局が見つかったところで止ま
ります。

自動サーチで合わせたい放送局に止ま
らない場合は、電波状況が弱いなどが
考えられます。手動サーチで放送局を
設定してください。
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	●プリセットへの登録
自動サーチまたは手動サーチでサーチし
た放送局を各プリセットに登録します。

1.	 プリセットにタッチします。

2.	 に長くタッチします。

	● にタッチしてもプリセットへの登
録ができます。プリセット済みの放
送局はアイコンが白色で表示されま
す。
	● に長くタッチし、Yesにタッチ
するとプリセットへの登録を解除で
きます。

	●登録した放送局の呼び出し
1.	 プリセットにタッチします。

2.	 呼び出したいプリセット番号にタッ
チします。

ステアリングの設定ダイヤルを上下に
回しても登録した放送局の呼び出しが
できます。

	●受信可能放送局リスト
タッチスクリーンのリストにタッチする
か、ステアリングの LISTボタンを押す
と受信できる放送局のリストが表示され
ます。
リスト中の放送局を選択するには、タッ
チスクリーンの放送局リストにタッチす
るか、ステアリングの設定ダイヤルで放
送局を選択して、押し込みます。
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USB ／ Bluetooth

	●USBポートへの接続

まず、センターコンソールの USB ポー
トにオーディオ機器や音楽ファイルが記
録された USB メモリを接続します。

	●Bluetooth 接続
Bluetooth での接続を行うには、機器の
ペアリング／接続をします。手順は、「電
話機との接続（ペアリング）」の項を参
照してください。

	●USB ／ Bluetooth モードへの
切り替え

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 ソースにタッチします。

3.	 入力ソースにタッチして選択します。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グのSRCボタンを押しても行えます。

	●接続するオーディオ機器の仕様によ
り認識できないことがあります。
	●認識可能なファイルフォーマット
はWAV、WMA（9のみ）、AAC、
OGG、MP3です。	
接続するオーディオ機器の仕様によ
り再生できないことがあります。
	●再生可能なMP3のサンプリング周
波数は32kHz 以上です。
	●ファイル名などの表示できる文字数
や種類には制限があります。
	●USBポートに、オーディオ機器以
外のUSB装置やハードディスクな
どを接続しないでください。オー
ディオが故障するおそれがありま
す。
	●ストリーミング再生は電話機の機能
に依存します。
	●音質は、電話機からの送信品質に
よって決まります。
	●オーディオファイルの再生・停止な
どは、電話機で操作しなければなら
ない場合があります。
	●接続に必要なケーブルは付属してい
ません。
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	●再生と停止
メディアを接続すると自動的に再生が始
まります。
再生と停止は、タッチスクリーンのプ
レーヤーにタッチし、再生／停止のアイ
コンにタッチして行います。ステアリン
グの＋と－の音量調整ボタンを同時に押
しても再生と停止ができます。

	●選曲
ステアリングの設定ダイヤルを回すか、
タッチスクリーンのプレーヤーにタッチ
し、< または > にタッチすると前後の
曲に変わります。
タッチスクリーンの < または > に長く
タッチすると巻き戻し／早送りできま
す。

	●再生リストの表示
再生リストは以下の手順で表示させます。

1.	 ステアリングの LISTボタンを押し
ます。

2.	 ステアリングの設定ダイヤルを回し
てフォルダまたは曲を選択します。

3.	 ステアリングの設定ダイヤルを押し
込んで決定します。

	●再生リストはタッチスクリーンのセ
レクションやライブラリにタッチし
ても表示させることができます。
	●接続するオーディオ機器の仕様によ
り、ステアリングの LISTボタンで
再生リストを表示できない場合があ
ります。

	●再生オプション
以下の再生オプションを設定できます。
・	 ランダム再生
・	 リピート再生

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 オプションにタッチして再生オプ
ションを表示させます。
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	●オーディオの設定
再生時の音質などのオーディオの設定を
行うことができます。

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチしてオーディオの
設定画面を表示させます。

	●オーディオの設定項目一覧

項目名 説明
トーン プリセットから音質を選択できます。ユーザー設定を選択した場合

は、任意の音質に設定できます。
バランス リスニングポジションに合わせた前後左右の音量バランスを調整し

ます。
サウンド 操作音の音量や、車速感応式自動音量補正機能を設定します。
呼出音（着信音） 着信音量を設定します。

接続する機器の仕様により呼出音（着信音）の設定ができないことがあります。

	●ナビ／TVのレベル調整 *
ナビやテレビの音量は、音量調整ツマミ
で調整します。

画像ファイルの表示
1.	 ダッシュボードのアイコン

にタッチします。

2.	 にタッチします。

3.	 表示したい画像が格納されている
フォルダにタッチします。

4.	 画像にタッチして表示させます。

	●表示できるファイルは、gif、jpeg、
bmp、pngです。	
接続する機器の仕様により表示でき
ないことがあります。
	●動画の再生はできません。
	●同じ画面に表示されるSMSのアイ
コンは日本国内では使用できません。

* 仕様により異なります。
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ハンズフリー通話

	●ハンズフリーの通話・設定画面
への移動

ダッシュボードのアイコンに
タッチして、ハンズフリーの通
話・設定画面に移動します。

	●ステアリングスイッチ

3

2

1

①：	TELボタン
着信があった場合に、短く押すと着信を受け付けます。長く押すと着信を拒否できま
す。
通話中に短く押すと、メニュー（終話、保留、リダイヤル、マイクOFF）を表示します。
通話中でないときに短く押すと、メニュー（連絡先、発着信履歴）を表示します。

②：	音量調整ボタン
通話音量を調整できます。

③：音声認識機能起動ボタン
接続する携帯電話などの音声認識機能を使用して電話を発信します。
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通話をする

	●電話機との接続（ペアリング）
1.	 電話機の Bluetooth 機能をオンに

して、外部から検索可能な状態に設
定します（電話機の説明書を参照）。

2.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

3.	 TELにタッチします。

4.	 にタッチします。

5.	 にタッチして Bluetooth 機
器の検索を行います。

6.	 リストから接続したい電話機を選択
します。

7.	 タッチスクリーンと電話機に表示さ
れたペアリングコードを確認し、タッ
チスクリーンの Yesにタッチしま
す。電話機側でも同様に操作します。 
ペ ア リ ン グ に 失 敗 し た 場 合 は、
ENGINE START/STOPスイッチ
をオフにしたり、電話機の電源を
OFF にするなどして、再度接続を試
みてください。

	●初回接続時は、ダッシュボードの
にタッチした後、  にタッチして
Bluetooth機器の検索を開始します。
	●電話機名の代わりに電話機の機種名
が表示される場合があります。
	●画面に表示されるMirrorLink® は、
日本仕様車では使用できません。

安全上の理由から、Bluetooth ハン
ズフリーシステムのペアリングは、車
両を停止し、EVシステムが始動して
いる状態で実施してください。

	●電話機として一度に接続できる機器
は1台だけです。
	●利用できる機能はネットワーク、
SIMカード、および使用する電話機
の仕様（互換性）により異なります。
	●EVシステムを始動する度に自動再
接続を可能にするには、電話機側で
の設定が必要な場合があります。
	●ペアリングは、電話機から
Bluetoothデバイスを検索して開始
することもできます。
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	●電話をかける

安全のため、車両を停止してから発信
してください。

発信
1.	 ダッシュボードのアイコン

にタッチします。

2.	 キーパッドにタッチして、タッチス
クリーンから電話番号を入力します。

3.	 発信にタッチして発信を開始します。

発着信履歴からの発信
1.	 ダッシュボードのアイコン 

にタッチします。

2.	 発着信履歴にタッチします。

3.	 リストにタッチして発信を開始します。

	●発着信履歴は、ステアリングの TEL
ボタンを短く押し、ステアリングの設
定ダイヤルで選択して表示すること
もできます。
	●発着信履歴には、接続した電話機に
より車両経由で行った発信と受信が
含まれています。
	●電話機により、発着信履歴からの発
信ができない場合があります。

連絡先からの発信
1.	 ダッシュボードのアイコン 

にタッチします。

2.	 連絡先にタッチします。

3.	 リストにタッチします。

4.	 表示された電話番号にタッチして発
信を開始します。

連絡先は、ステアリングの TELボタ
ンを短く押し、ステアリングの設定ダ
イヤルで選択して表示することもでき
ます。
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音声認識機能を使用した発信
1.	 音声認識機能起動ボタンを押します。

2.	「○○○に電話」などと話します。

あらかじめスマートフォンの音声認識機
能をオンにしてから操作してください。

	●電話を受ける
1.	 受信通話があると、着信音が鳴り、

タッチスクリーンに表示されます。

2.	 ステアリングの TELボタンを短く押
すか、タッチスクリーンの にタッ
チして通話を受けます。

	●着信を拒否するには、タッチスクリー
ンの にタッチするか、ステアリン
グの TELボタンを長く押します。
	●着信を保留にするには、タッチスク
リーンの にタッチします。
	●受話後、プライベート通話にタッチ
すると、ハンズフリー通話から電話
機での通話に切り替わります。
	●受話後、マイク OFFにタッチする
と、通話相手に自分の声が聞こえな
くなります。

	●電話を切る
電話を切るには、タッチスクリーンの終
話にタッチする、ステアリングの TEL
ボタンを長く押す、またはステアリング
の TELボタンを短く押し、ステアリン
グの設定ダイヤルを回して終話を選択し
て、押し込みます。

	●着信音量の設定
1.	 ダッシュボードのアイコン

にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチします。

4.	 カーソルを左右に動かして着信音量
を調整します。

接続する機器の仕様により着信音量の
設定ができないことがあります。
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	●連絡先の並べ替え
連絡先を苗字または名前で並べ替えでき
ます。

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチして苗字または名
前で並べ替えます。

日本語はひらがな、またはカタカナで
登録された連絡先のみ並べ替えできま
す。

	●連絡先の検索
タッチスクリーンで名前を入力して連絡
先の検索ができます。

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 連絡先にタッチします。

3.	 にタッチします。

4.	 タッチスクリーンから検索したい連
絡先の名前を入力します。

5.	 表示された連絡先候補の中から連絡
先を選択します。

	●日本語はひらがな、またはカタカナ
で登録された連絡先のみ検索でき
ます。
	● にタッチすると、アルファベット
で登録された連絡先の検索ができ
ます。

	●応答の保留の設定
着信をしたら自動的に保留に切り替わる
設定ができます。

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチして応答の保留を
オンにします。
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	●接続設定の変更
Bluetooth による電話機との接続には、
ハンズフリー接続およびオーディオ接続
が含まれます。通常はどちらの機能も自
動的に接続されます。

電話機によっては、どちらか１つの接
続しかできない場合があります。

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 TELにタッチします。

3.	 にタッチして Bluetooth 機
器のリストを表示します。

4.	 接続設定を変更したい
Bluetooth 機器のアイコン
にタッチします。

5.	 ボックスにチェックをしてプロファ
イルを選択します。

6.	 OKにタッチします。

	●電話機との接続（ペアリング）
を切断する

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 TELにタッチします。

3.	 にタッチして Bluetooth 機
器のリストを表示します。

4.	 Bluetooth 機器のリストにタッチし
て接続を切断します。再度タッチす
ると、接続が再開されます。

	●電話機との接続（ペアリング）
を削除する

1.	 ダッシュボードのアイコン
にタッチします。

2.	 TELにタッチします。

3.	 にタッチして Bluetooth 機
器のリストを表示します。

4.	 	Bluetooth 機器のリスト右
上のアイコンにタッチしま
す。

5.	 接続を削除したい
Bluetooth 機器のアイコン
にタッチします。

6.	 Yesにタッチして接続を削除します。

* 仕様により異なります。
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Apple CarPlay 
Apple CarPlay に対応した iPhone は、
USB で接続して iPhone のアプリを
タッチスクリーンに表示することができ
ます。

安全上の理由から、Apple CarPlay 
の操作は、車両を停止し、EVシステ
ムが始動している状態で実施してくだ
さい。

	●USBで接続する
iPhone をセンターコンソールの USB
ポートに接続します。Apple CarPlay 
に対応したアプリが表示されます。

	●iPhone を接続する前にあらかじめ
iPhone の Siri 機能をオンにしてく
ださい。
	●USBで接続した後、タッチスクリー
ンの他のメニューを表示している状
態からApple CarPlay の画面を表
示するには、ダッシュボードの に
タッチしてください。
	●USBで接続した後、ダッシュボード
の にタッチするとApple CarPlay
のマップが表示されます。*
	●プライバシー機能のメッセージが表
示されたらOKにタッチしてから再
接続してください。

	●Siri を起動する
Apple CarPlay は Siri による音声操作
が可能です。ステアリングの音声認識機
能起動ボタンを押すと Siri を起動できま
す（Siri が搭載された iPhone を接続し
ている場合のみ）。

	●走行中はApple CarPlay の動作が
制限される場合があります。
	●接続する iPhone の仕様により認識
できないことがあります。
	●接続に必要なケーブルは付属してい
ません。
	●Apple CarPlay を使用するには、
Apple CarPlay 対応の iPhone と
アプリが必要です。
	●Apple CarPlay の使用中は、
Bluetooth の接続ができません。
	●iPhone で Apple CarPlay の機能
を制限している場合は、制限を解除
してください。
	●Apple CarPlay の使用にはパケッ
ト通信料がかかります。
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Android Auto 
Android Auto に対応したスマートフォ
ンは、USB で接続してスマートフォン
のアプリをタッチスクリーンに表示する
ことができます。

安全上の理由から、Android Auto の
操作は、車両を停止し、EVシステム
が始動している状態で実施してくださ
い。

	●USBで接続する
1.	 スマートフォンをセンターコンソー

ルの USB ポートに接続します。

2.	 スマートフォンおよびタッチスク
リーンにメッセージが表示されるこ
とがあります。メッセージに従い操
作します。Android Auto に対応し
たアプリが表示されます。

	●スマートフォンがロックされている
場合は、ロックを解除してから再接
続してください。
	●USBで接続した後、タッチスクリー
ンの他のメニューを表示している状
態からAndroid Auto の画面を表示
するには、ダッシュボードの に
タッチしてください。
	●USBで接続した後、ダッシュボー
ドの にタッチすると Android 
Auto のマップが表示されます。*
	●プライバシー機能のメッセージが表
示されたらOKにタッチしてから再
接続してください。

	●音声認識機能を起動する
Android Auto の音声認識機能を使用す
るには、ステアリングの音声認識機能起
動ボタンを押します。

	●スマートフォンをUSBで接続し、
Android Autoの設定を完了する
と、スマートフォンが自動的に
Bluetooth接続されます。
	●走行中はAndroid Auto の動作が制
限される場合があります。
	●接続するスマートフォンの仕様によ
り認識できないことがあります。
	●接続に必要なケーブルは付属してい
ません。
	●Android Auto を使用するには、
Android Auto 対応のスマートフォ
ンとアプリが必要です。
	●Android Auto の使用にはパケット
通信料がかかります。

* 仕様により異なります。
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プロファイルの設定
タッチスクリーンの設定を、個別のプロ
ファイルとして3つまで、または1つの
共有プロファイルとして記憶できます。
プロファイルには、タッチスクリーンの
一部の設定を記憶できます。

	●プロファイルを設定する
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるアイコンにタッチ
します。

2.	 にタッチします。

3.	 設定したいプロファイルに合わせて
タッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルにタッチし
ます。

4.	 にタッチします。

5.	 タッチスクリーンからプロファイル
の名前を入力します。

6.	 OKにタッチして入力内容を保存し
ます。

7.	 にタッチしてプロファイル
をオンにします。

共有プロファイルは名前の設定はでき
ません。

	●プロファイルの呼び出し
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるアイコンにタッチ
します。

2.	 にタッチします。

3.	 呼び出したいプロファイルに合わせ
てタッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルにタッチし
ます。

4.	 にタッチします。 
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	●プロファイルの初期化
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるアイコンにタッチ
します。

2.	 にタッチします。

3.	 初期化したいプロファイルに合わせ
てタッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルにタッチし
ます。

4.	 にタッチします。

5.	 にタッチします。

6.	 Yesにタッチします。プロファイル
が初期化されます。

安全上の理由から、プロファイルの設
定は、車両を停止し、EVシステムが
始動している状態で実施してくださ
い。
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FAQ（よくある質問）
ナビゲーション（地図／設定）の操作については、別冊の取扱説明書をお読みください。

質問 回答 対応方法

ラジオの受信感度が徐々に悪くなり、記
憶させた放送局が表示されず、すべて同
じ周波数が表示されてしまいます。

周囲に放送局がなく、電波を受信することが
できません。

その場所から移動してください。

周囲に電波を遮るものがあり、電波を受信す
ることができません。

アンテナが故障しています。 当社指定サービス工場にお問い合わせください。

プリセット設定を選択した後、低音・
中・高音の個別設定を行うと、プリセッ
ト設定がユーザー設定になってしまい
ます。

プリセット設定と低音・中・高音の個別設定
は同時に行えません。

どちらか片方で音質の調整を行ってください。

USB メモリを接続してから、長い時
間反応がありません。

USB メモリを最初に接続すると、メディア
に含まれる曲名やアーティスト名を読み込む
ために少し時間がかかります。

USB メモリの音楽の再生に時間がか
かっています。

音楽ファイル以外のファイルの読み込みに
は、時間がかかることがあります。

該当のファイルを削除してください。また、ディレ
クトリの階層を浅くしてください。

自動再生が始まりません。 一部の機器は自動再生に対応していません。 機器の側で再生を行ってください。

ラジオや USB などの入力ソースに
よって音質が異なります。

ボリュームや低音・中・高音などの音質設定
は、入力ソースごとに保存されています。

入力ソースごとに最適な設定を行ってください。

EV システムを停止してもしばらくの
間オーディオが作動しています。

EV システムを停止してもしばらく作動しま
すが、走行直後は最大40分で自動的に電源
が切れます。

引き続きオーディオを使用したい場合は、EV シス
テムを始動してください。
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質問 回答 対応方法

Bluetooth で電話機を接続できませ
ん。

電話機の Bluetooth 機能がオフになってい
るか検索可能な状態になっていません。

Bluetooth 機能を ON にしてください。または、
検索可能な状態にしてください。

Bluetooth で接続した電話機の音量
が小さくて聞き取れません。

受話音量はオーディオ本体と電話機の両方で
調節できます。

電話機の音量を上げる、または、オーディオの音量
を上げてください。

電話帳に同じ宛先が複数載っていま
す。

SIM カードと電話機本体の両方に同じ宛先
が載っています。

SIM カードまたは電話機本体の電話帳のみを表示さ
せてください。

電話帳の並び順がアルファベット順に
なっていません。

電話機での並び順設定が優先されています。 電話機側で並び順を変更してください。

Apple CarPlay 、Android Auto を
使用できません。

接続に使用しているケーブルによっては
Apple CarPlay 、Android Auto が有効に
なりません。

ご使用のスマートフォンに付属のケーブルを使用し
て接続してください。

SMS（ショートメールなど）が受信
できません。

SMS（ショートメールなど）の送受信には
対応していません。

曲名や曲の時間が表示されません。 電話機の種類によっては、表示されないこと
があります。

Bluetooth 接続した iPhone を USB
ポートにも同時に接続しましたが、音
楽ファイルを再生できません。

iPhone を電話機としてハンズフリー接続し
た場合、自動的にストリーミング機能が優先
して USB 再生はできません。

一度 USB ケーブルをはずして再度接続することで、
USB 再生が優先されるようになります。

再生中の音楽の曲名などが正しく表示
されません。

バージョンにより表示されない場合がありま
す。

別の文字を使用してタイトルやフォルダ名を変更し
てください。
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